
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「俺と有あり坂さかは付き合っている。ヨルカは俺の恋こい人びとだ」

　クラスメイト達の前で俺が恋こい人びと宣せん言げんをしてから、俺達の高校生活では様々なことがあった。

　なにせ俺の愛すべき恋こい人びとはあの有あり坂さかヨルカだ。

　校内一の高たか嶺ねの花である美少女はいつも人々の注目を集める。

　その相手である俺こと瀬せ名な希き墨すみと言えば、絵に描いたような地味で平へい凡ぼんな男子高校生。

『よくもまぁこんな格差カップルが生まれたものだ』という声が永えい聖せい高等学校の校内に溢あふれたのは言うまでもない。

　大きなお世話である。

　色いろ恋こいというのは集団における最大の関心事。

　はたから見れば釣つり合あっていなくても俺とヨルカは好き合っている。

　完全無欠のハイスペック美少女は、意外と自信がない。

　そんな彼女が唯ゆい一いつ心を開いてくれたのが俺なのだ。

　時に笑い、時に嫉しつ妬としながらマイペースに楽しく交際を重ねていった。

　俺達の熱愛っぷりは月日を経ても冷めることはなく、高校卒業後はふたりで同じ大学に進学。在学中に同どう棲せいをはじめ、充じゆう実じつした四年間を送った。

　そして社会人二年目、俺は彼女にプロポーズをした。

　はじめて校舎裏の桜の木の下で告白した時のようにヨルカは逃にげることなく、そして今度は迷うこともなくＹＥＳの返事をくれた。穏おだやかな新しん婚こん生せい活かつから程ほどなく子宝にも恵めぐまれ、家族仲良く幸せに暮らしましたとさ。めでたしめでたし。

　あぁ、なんて素す晴ばらしいハッピーエンドだろう。我が生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くいなし。

　瀬せ名な希き墨すみの人生、完。

　────などというのはもちろん俺の気の早い妄もう想そうだ。

　最初の一言目以降は、完全なる俺の現げん実じつ逃とう避ひである。

　無論、有あり坂さかヨルカと付き合っている現在高校二年の俺が、ハッピーであるのは間ま違ちがいない。

　この理想の未来に向けて、俺は次のステップとしてヨルカと休日デートをしたいと思っていた。

　が、たとえ両りよう想おもいのラブラブカップルだとしても休日デートが実現するとは限らない。

「一体なに考えているのよ、希き墨すみのバカ！」

「瀬せ名なさん！　私がどれほど苦労して、おふたりの件を収めたと思っているのですか！」

　恋こい人びと宣せん言げんをした日の放課後、生徒指導室。

　俺は有あり坂さかヨルカと担任の神かん崎ざき紫し鶴づる先生から絶賛説教を受けていた。

　恋こい人びとと担任が同席する三者面談とかどんなシュールな状じよう況きようだよ。

　俺は双そう方ほうから容よう赦しやなく責められていた。

「ちょっと、希き墨すみ。ちゃんと聞いてるの？」

　俺の愛すべき恋こい人びとであるヨルカはいつになく猛もう烈れつな勢いでしゃべる。

　細身ながらメリハリの利きいた抜ばつ群ぐんのスタイル。手足はすらりと長く、バストやヒップの大きさに反してウエストは驚おどろくほど細い。

　新雪のように白い肌はだを紅潮させるのは羞しゆう恥ちか、怒いかりが原因か。かき上げた長い髪かみは艶つややかで輝かがやいているように見える。大きな瞳ひとみは鏡のように曇くもりなく、俺だけを見つめる。それを濃こく縁ふち取どるまつ毛は、頰ほおに影かげが落ちるほど長い。左の目元の泣きぼくろがチャーミングだ。薄うすいピンクの唇くちびるにはつい目を奪うばわれてしまう。

「聞いてるよ。ただ恋こい人びとに見み惚とれてるだけだから」

　怒おこっていても美しいのだから、ヨルカの魅み力りよくも奥おく深ぶかい。

　造形的に整っているだけでなく、喜き怒ど哀あい楽らくの表情ひとつひとつが愛いとおしかった。

　いつまでもヨルカの顔を眺ながめていられる。

　ヨルカの鋭するどい眼まな差ざしさえ心地ここちのよいマッサージにしか感じないくらい俺は惚ほれこんでいた。少なくとも今ヨルカが怒おこっているのが恥はずかしさの裏返しだと、すぐにわかった。

「わ、わたしは真しん剣けんに注意してるのッ！」

　俺の率そつ直ちよくな一言にあっさり動どう揺ようするヨルカ。初う心ぶな反応がいちいちかわいらしい。

　ここが生徒指導室でなければ、もっとヨルカの反応を楽しんでいただろう。

「俺も真しん剣けんにそう感じてるから素す直なおに答えただけだ」

「それがズレてるって言ってるのよ！」

「まんざらでもないくせに」

　俺はじっとヨルカの瞳ひとみを見つめる。

　それだけで彼女はまた恥はずかしさで目を逸そらす。

「わたしをからかって楽しまないで。希き墨すみ、浮うかれすぎだから」

「……──、まぁそうなんだろうな」

　ヨルカに指し摘てきされて、俺は自分がかなり舞まい上あがっているのを自覚した。

「気づいてなかったの？　どれだけおめでたいの？」

「そりゃおめでたくもなるさ。晴れて俺とヨルカが付き合ってることがオープンになったんだぜ。内ない緒しよの恋こい人びとでもよかったけど、今は俺の彼女が有あり坂さかヨルカだって言えることが素す直なおに嬉うれしいんだ」

　今年の四月にヨルカからＯＫをもらい、交際をスタートさせた俺達。

　注目されるのが苦手なヨルカの希望で、俺達が付き合っていることを当初は秘密にしていた。

　だが、ある休日の朝に駅前で別れる俺達の姿を──誰だれかに目もく撃げきされてしまった。

　有あり坂さかヨルカが男と朝帰りしたという噂うわさはまたたく間に学校中に広まった。

　かつてないほど注目が集まる状じよう況きように、ヨルカは耐たえ切きれず衝しよう動どう的てきに別れを切り出した。だが頼たよれる友達の助けもあり、俺達は無事に恋こい人びと同どう士しに戻もどることができた。

　あんな喪そう失しつ感かんは二度と味わいたくない。

　だから俺は、恋こい人びと宣せん言げんをするに至ったのだ。

「……希き墨すみが喜んでくれることは、わたしも嬉うれしいよ。それは十分わかってるつもり。けど、やっぱり恥はずかしいものは恥はずかしいの！　わたしは今まで通り、内ない緒しよで付き合うだけで十分なのに」

　神の過か剰じような肩かた入いれか、ＤＮＡが本気を出しすぎたのか。

　有あり坂さかヨルカという稀き代たいの美少女はとにかく目立つ。

　その美しさに引き寄せられる周囲の視線は幼い頃ころからストレス以外の何物でもなかったらしい。

　おかげですっかり人ひと嫌ぎらいになっていた。

　視線に敏びん感かんなヨルカは、休み時間ともなれば校舎の隅すみにある美術準備室に身を隠かくして、他人との関わりを極力避さけてきた。

　教室では持ち前のクールビューティーな雰ふん囲い気きでクラスメイトを徹てつ底てい的てきに遠ざける。

　周りもそんな彼女に忖そん度たくしてきたせいでそのまま来てしまった。

　俺も学校一の高たか嶺ねの花の正体がコミュ障だと知るのは、去年の夏前から美術準備室に通うようになってからなのだが。

「深刻になるなって。俺達に後ろめたいことなんてないだろ。宣言しとけば教室でも堂々とイチャつけるぜ？」

「あ、あんまり節度がないのはよくないと思うけど。無む闇やみにベタベタしたら、すぐに飽あきちゃうかもしれないでしょ……」

「俺がヨルカに飽あきるわけないだろ！」

「あっ、ありがとう。──じゃな、くてッ！」

　潔いさぎよい俺の返答に、ヨルカはにやけるのを必死に我が慢まんしているようだ。

「わかったよ。教室では我が慢まんする。その代わり、ふたりきりの時は遠えん慮りよしない！」

「そういう問題じゃないッ、から」

「じゃあ素っ気ない方がいいのか？　なんだかさびしいなぁ」

「そ、それは、その……」とヨルカはごにょごにょと歯切れが悪い。

　口ではイチャつくのを嫌いやがっているが「それも悪くないかも」みたいな顔をしているヨルカ。




「喧けん嘩かしながらイチャつくなんて器用ですね。しかも教師の前で」




　神かん崎ざき先生が無表情に、冷ややかな感想を述べる。

「あ、バレました？」「違ちがうからッ！」

「痴ち話わ喧げん嘩かを見せつけられる身にもなってください」

　神かん崎ざき先生が頭痛をこらえるように額に指を添そえる。

　天敵である神かん崎ざき先生のその反応に、ヨルカはムッとしていた。

「交際をオープンにするかはおふたりの個人的な問題です。私の方から言うべきことはありません。しかしッ！　物事には適切なタイミングというものがあります！　よりにもよって噂うわさの火消しをした直後に、恋こい人びと宣せん言げんとはどういうつもりですか！　少しはこちらの苦労を酌くんでくれてもよいのではありませんか」

　物静かな神かん崎ざき先生にしては珍めずらしく口数が多い。

　絹のような黒くろ髪かみが印象的な和風美人。その所作のひとつひとつは優ゆう雅がで無む駄だがない。椅い子すに腰こしかける様は絵になるほどだ。そんな大人の上品な色気を漂ただよわせる大和やまと撫なで子しこは理知的な眼まな差ざしで俺を睨にらむように見てくる。

　朝帰りの噂うわさの火消しに動いてくれた陰かげの功労者は明らかに不満そうだ。

　今朝のホームルームで俺が恋こい人びと宣せん言げんをした直後。

　クラスメイト達がからかいながらも祝福してくれる中、先生だけがずっと無言を貫つらぬいていた。あの時抑おさえていた感情を今まさに爆発させているようだ。

「でも、先生だって言ったじゃないですか。俺はヨルカの橋はし渡わたし役やくだって」

「瀬せ名なさん。私がお願いしたのは、人付き合いの苦手な有あり坂さかさんと他の生徒の交流を取り持つことです。あくまでコミュニケーションの窓口として、彼女の学校生活全ぜん般ぱんのサポートです。クラス委員の立場を利用して、手を出せとまでは言ってません」

　俺達のキューピッドである先生はかなりストレートな言い方をした。

　もちろん先生のお気に召めさないのは重々承知している。

　それでも俺の恋こい人びと宣せん言げんは、あのタイミング以外ではありえなかった。

「きっかけがたまたまクラス委員だっただけです！」

　クラス委員の立場を利用して近づき、ヨルカを誑たぶらかした。

　見方によってはそう捉とらえられなくもない。

　だけど恋れん愛あいのきっかけなんて、そんなものだろう。最初はその気がなくても接しているうちに特別な好意を抱いだくようになっただけだ。

「……瀬せ名なさんって案外手が早いんですね」

　先生は、じーっと黒曜石のような瞳ひとみで疑わしげに俺を見つめる。

「そんなわけないでしょ。告白まで半年以上かかってるんですよ。俺にそんな恋れん愛あいテクがあれば、一年生の時から付き合ってます。まして、もっと大昔に彼女ができてますって」

「どうでしょうか」

　神かん崎ざき先生はあくまで懐かい疑ぎ的てきだった。

「きーすーみぃー。大昔に、他の女の子と付き合うチャンスあったの？」

　ヨルカが地じ獄ごくの底から響ひびくような声を出す。こういう時だけ自分の天敵と同調するなよ。

「例え話だから！　俺はこれまでもこれからもヨルカ一筋！」

「またそうやってイチャついて」と先生が呆あきれる。

「先生！　俺達は純じゆん粋すいに意気投合したんです。純愛です。真面目なお付き合いです」

「私は別に記者会見を求めていません」

　神かん崎ざき先生は冷ややかだ。あくまで淡たん々たんとした口調でお説教を続ける。

「これはわたしと希き墨すみの問題なんだから、部外者にとやかく言われる筋合いないでしょ！」

　ヨルカも言われっぱなしで黙だまってはいない。

「私はおふたりの担任です。迂う闊かつな行いで、無用な不利益を被こうむらないように適切に生徒を指導するのが職務です」

「それが過か干かん渉しようなの！　わたし達は付き合ってることをオープンにしただけ。その程度のことで、生徒指導室まで呼び出す？」

　先生のお説教がはじまった途と端たん、ヨルカは俺の擁よう護ごに回った。

　神かん崎ざき先生に対してはヨルカはやたらと過激だ。

「そういう有あり坂さかさんも過保護ですね。私が呼んだのは瀬せ名なさんだけです」

「わたしがいて不都合なことでもあるの？」

「有あり体ていに言えば、思っていた以上に邪じや魔まです。瀬せ名なさんと大事な話ができません」

　あまりにストレートな物言いに、さすがのヨルカも絶句する。

「ふたりとも落ち着いて。俺はヨルカとの今後を考えて、率そつ直ちよくに付き合ってることを公表しただけです」

「誰だれのせいよ！」「誰だれのせいです！」

　美少女と美女に同時に怒おこられる。

「ふ、ふたりの息ぴったり。ほーらポジティブな変化がもう起きてる」

　俺だって思いつきで交際を公表したわけではない。

　ヨルカとずっと一いつ緒しよにいられれば、それだけで構わないのだ。

　仮に卒業まで秘密にしていようとも俺達の気持ちが冷めるようなことはないだろう。

　ただ、それ以上に俺達の交際をオープンにすることでヨルカともっと楽しい高校生活が送れる。そう思ったからだ。

「あーもうッ、散々な一日！　朝から希き墨すみが『ヨルカは俺の恋こい人びとだ』とかドヤ顔で言うから、学校中に広まっちゃったじゃない。廊ろう下か歩くたびにいつも以上にジロジロ見られて最悪。放課後は教師の嫌いやみを聞く羽目になるし」

　ヨルカは唇くちびるを尖とがらせる。

　なんでヨルカはここまで神かん崎ざき先生を敵視するのだろう。

　むしろ、こんな最良の師は他にいないと思うのだが。

　上品でやさしく、まさに女性の鑑かがみと言える神かん崎ざき先生。聡そう明めいで常に冷れい静せい沈ちん着ちやく。悩なやめる生徒が相談をすれば、的確なアドバイスをしてくれる。

　それこそヨルカのお姉さんも永こ聖この卒業生で先生の教え子。しかも卒業後も連れん絡らくを取り合う付き合いが続くほど慕したっている。

　神かん崎ざき先生とヨルカのお姉さんの繫つながりがあったからこそ、例の噂うわさの件も無事に収束できた。

　姉し妹まいといえども同じ教師を好きになるとは限らないのか。

「勝手についてきたのは有あり坂さかさんではないですか」と先生はボソリと呟つぶやく。

　俺はヨルカがまた先生に口こう撃げきするより先に謝る。

「事前に相談しなかったのは悪かった！　けど、ヨルカに話したらダメって言うだろ？」

「もちろん」

「じゃあサプライズで宣言するしかないだろ」

「どういう理り屈くつよ」とヨルカはそっぽを向く。

「クラスの反応を見て、わかっただろ。みんな察してたんだよ。球技大会の競技決めでの逃とう亡ぼう、バスケの試合で俺を応おう援えんしてくれたり、捻ねん挫ざした俺に肩かたを貸して保健室まで付つき添そってくれたり。そしてダメ押しで朝帰りの噂うわさだ。後々バレて変に蒸むし返かえされたら、もっと露ろ骨こつな視線で見られるぞ。それに──ヨルカ、この先も自分の気持ちを抑おさえて振ふる舞まえるのか？」

　俺は理路整然と恋こい人びと宣せん言げんの必要性を説く。

　バレる条件はとっくに揃そろっており、隠かくすにも限界がある。

　スター性抜ばつ群ぐんのヨルカは一挙手一投足が人目を引いてしまう。

　その状じよう況きように嫌いや気けがさし、周囲の物事に対して徹てつ底てい的てきに無関心になることで自分のストレスを減らしてきた。そうやって誰だれとも話さないようなヨルカの日常の中に俺という例外が発生した。

　普ふ段だんは冷静なのに俺が絡からむ時だけ、感情的かつ大だい胆たんに動く。

　要するに、ヨルカの恋こい心ごころは他人の目にもだだ洩もれだった。

「……たぶん、無理」

　本人にもその自覚は芽生えつつあるらしく渋しぶ々しぶ認めた。

　中ちゆう途と半はん端ぱに隠かくしてヒソヒソとまた噂うわさの的になるより、今のうちに公表した方が遥はるかにマシだ。

「だろ？　それにヨルカは自分で思ってるより周りとコミュニケーションとれてるから。必要以上に怯おびえることないよ。俺もいつでもフォローするし」

　荒あら療りよう治じなのはわかっている。

　それでも最初のきっかけさえあれば二回目、三回目と慣れていくのが人間だ。なにより俺が全力でヨルカを守る。

「うん……」

「せっかくの先生のご尽じん力りよくまで無む駄だにするわけにもいきませんし」

「私はおまけですか」

　神かん崎ざき先生の言葉にはまだ棘とげがある。

「うぅ、もっと無関心でいてよ」とヨルカは恨うらめしそうだ。

「贅ぜい沢たくな悩なやみですね。有あり坂さかさんのストレスの原因は外見の問題だけではないでしょうに」

「諸もろ々もろめんどくさい性格も含ふくめてヨルカって感じですし、俺は好きですけどね」

　神かん崎ざき先生と俺は客観的に意い見けん交こう換かんをする。

「好き放題言ってんじゃないわよ！　もう帰る！」

　ヨルカはカバンを担かつぐ。

「え、今日はデートなし？」

「しない！」

「せっかく休日デートの相談とかしたかったのに」

「き、休日デート？」

　俺の一言にヨルカがピタリと足を止める。がっつり食いついた。興味があるみたいでよかった。

「有あり坂さかさんはどうにも瀬せ名なさんには激げき甘あまですね」

「っ、──い、一日くらい反省しなさい！　ひとりで帰って！　今日はラインも禁止！」

　ほら、またそうやって衝しよう動どう的てきに口走るんだから。

　先生の言葉に反射的に反応したヨルカは、誘ゆう惑わくを断ち切るように先に出ていってしまった。

「……一日なら我が慢まんするか」と俺は大人しく受け入れる。

　四月も下げ旬じゆん、もうすぐゴールデンウィークだ。

　はじめての休日デートは、めいっぱいヨルカが楽しめるようにデートプランをしっかり練って遊びに行きたかった。

　──この時、俺はまさか休日デートの実現まで思った以上の紆う余よ曲きよく折せつを経ることになるとは知る由よしもなかった。




　　◇◇◇




　ヨルカが帰ってしまい、俺は神かん崎ざき先生と一対一であらためて向き合う。

「有あり坂さかさん、あれだけ騒さわいだのに、すぐ許してくれそうですね」

「ふたりの時だとあんな感じですよ」

「目の前でイチャつかれるだけでも目に余るのに。なんなのですか、あの有あり坂さかさんの骨ほね抜ぬきっぷり。瀬せ名なさんって、やっぱり遊び慣れていませんか？」

　神かん崎ざき先生はいまだに疑うたぐってくる。

「恋れん愛あい経けい験けん豊富なら、恋こい人びとにこんな振ふり回まわされませんってば」

「どんな手て練だれの男性でも有あり坂さかさん相手では一筋縄ではいきませんよ」

　神かん崎ざき先生はそう断言し、言葉を続ける。

「恋れん愛あい経けい験けんと本気で相手を想おもうことは別です。有あり坂さかさんに選ばれたのは、瀬せ名なさんの気持ちが信じるに足ると感じさせたからでしょう」

　至言だな。

　大人の女性の言葉だ。やはり神かん崎ざき先生は、多くの恋こいを経験してきたのだろうか。

「……なんやかんや、先生って理解がありますよね」

「あの有あり坂さかさんの様子を見れば、今回の瀬せ名なさんの判断が早計とは思いません。私もそれは同意しましょう」

「なら──」

「で・す・が！　私個人の気が済みません。まったく！　大だい胆たんなことをしてくれましたね！」

　訂てい正せい。機き嫌げんは全然直っていない。去年も神かん崎ざき先生の下でクラス委員をしていたが、こんなに感情を露あらわにするのははじめて見た。

「……そんなにお気に召めしませんでした？」

「召めしません。不服です。不満です」

　何事においても動じず、淡たん々たんとしている神かん崎ざき先生がはっきりと眉まゆをひそめる。

「許してくれませんか？」

「正味なところ、高校生の朝帰りは珍めずらしいことではありません。そういうお年とし頃ごろです。ただ、一歩間ま違ちがえば大おお事ごとになっていたんですよ。そこは履はき違ちがえないでください。あくまで節度ある交際を！」

「肝きもに銘めいじます！　すみませんでした！」

　俺は背筋を伸のばして、はっきりと反省の意を示す。

「……まぁ瀬せ名なさんについては基本的に信用しています。むしろ危あやういのは有あり坂さかさんですよね。恋こい人びとのことになると情熱的すぎるというか、なりふり構わないというか。あの子にもあんな行動力があったんですね」

「さすが二年連続担任。ヨルカのことをよくわかってらっしゃる」

　的確なヨルカ寸評に、俺は同意する。

「恋こいの力とは恐おそろしいものです。有あり坂さかさんからあれほどの積極性を引き出すなんて」

「ヨルカ自身、もともとなんでもデキる子ですからね。ある意味、本来の力を発揮しただけというか」

「恋こいする乙女おとめは無敵、なんでしょうね。ちょっと暴走気味ではありますが」

　神かん崎ざき先生は感心しながらも、どこか悔くやしそうだった。

「そこまでわかるんですか？」

「毎日教きよう壇だんに立っていれば、生徒の変化には自然と気づくものです。あの子は去年瀬せ名なさんが美術準備室に通うようになって以来、変わってきました。今ではすっかり別人ですが」

「そんなに違ちがいます？　教室では相変わらずだと思いますけど」

「あの子、暇ひまさえあれば瀬せ名なさんを目で追っていますから」

　その様を思い出したように神かん崎ざき先生は口元に微び笑しようを浮うかべる。

「嫉しつ妬ととはかわいいものです。女教師とふたりきりを警けい戒かいして同席してくるのですから」

「ダブルで説教される俺の立場はどうなるんですか」

「それは自じ業ごう自じ得とくです」

「ていうか、先生。いつ俺とヨルカが付き合ってるって気づいたんですか？」

「確信したのは球技大会の時ですね。自分の声せい援えんに応えるように残り時間わずかからの見事な逆転シュートを決められては、有あり坂さかさんでなくても胸むね躍おどるのも無理ありません」

「先生もこっそり応おう援えんしてくれた上に、胸も躍おどったんですか？」

　俺がニヤついているのに気づくと「失言です。忘れてください」と先生は素っ気ない態度で誤ご魔ま化かそうとする。

「喜んでもらえたなら、俺も怪け我がした甲か斐いがありましたし」

「そういうところが心配なのですよ。瀬せ名なさんは、自分の痛みや苦労を軽視する傾けい向こうがあります」

　神かん崎ざき先生はどこかさびしそうにしながら呟つぶやく。

「……それが今日、先生が呼び出したほんとうの理由ですか？」

　俺は直感する。

「他人の気持ちをきちんと想像できるのはあなたの強みです。私もあなたの世話上手なところを見こんでクラス委員をお願いしているのも事実です。ですが、寄より添そいすぎて他人の痛みまで一いつ緒しよに引き受けすぎてしまわないように」

「共感しすぎるなってことですか？」

「気づいてしまえば、瀬せ名なさんは無視できない。解決しようと必死になって自分が傷つくことを時に厭いとわない。それが私は心配なのです」

　先生が言っているのは去年の夏の一件だろう。

　当時バスケ部だった俺は、他校との練習試合で起こった喧けん嘩か騒さわぎにより辞やめることとなった。チームメイトの七なな村むら竜りゆうを守るためにした抗こう議ぎだ。後こう悔かいはない。

　優すぐれた才能を嫉しつ妬とやつまらないケチで潰つぶされる方が許せなかった。

　だけど、神かん崎ざき先生は俺の退部処分を覆くつがえせなかったことをまだ気にしているのだろう。

「善処します。お気き遣づかいありがとうございます」

　俺は先生の言葉を心に刻む。

「そうしてください。お節せつ介かいはほどほどに、という話です。無自覚なやさしさが裏目に出ることもあります。さもないと、また有あり坂さかさんが嫉しつ妬としますよ」

　妙みような釘くぎを刺さされて、俺は「ウッ」と言葉を詰つまらせる。

「……瀬せ名なさん。まさか、すでに身に覚えでも？」

　先生の目が細まる。俺は生徒指導室を逃にげるように後にした。




　　◇◇◇




　生徒指導室の扉とびらをぴったりと閉じた俺は、急いで廊ろう下かの角まで走って身を隠かくす。

「……まったく神かん崎ざき先生ってば、なんであんなに鋭するどいわけ？」

　思わず図星を突つかれて、俺の心臓がバクバクしている。

　昨日、ヨルカに振ふられた一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらったように同じくクラス委員の支はせ倉くら朝あさ姫きから俺は告白をされた。

　直後に現れたヨルカが俺と付き合っていることを熱ねつ烈れつに告げて、朝あさ姫きさんはあっさり引いてくれた。朝あさ姫きさんのその大人な振ふる舞まいはほんとうに尊敬してしまう。

「あぁ～～～～ッ!?　恋こい人びと宣せん言げん、焦あせりすぎた？　マズったのか俺、しくじったのか瀬せ名な希き墨すみ！」

　人気がないのをいいことに叫さけんでしまう。

　一方的な別れ話、朝あさ姫きさんからの不意打ちの告白、さらに修しゆ羅ら場ばからの復ふく縁えんと俺の感情曲線もかなり乱高下が激しかった。

　正直、その勢いと熱のままに盛り上がって、恋こい人びと宣せん言げんをしたところもある。

　だけど付き合っていることを公表すれば、ヨルカに告白するようなやつが減るだろうと単純ながら思った。

　恋こい人びとがいるにも拘かかわらずわざわざアプローチをかけてくるなど、余よ程ほどの自信家か無策の特とつ攻こう野や郎ろうか、あるいは好意を抑おさえきれなかった純じゆん粋すいな人なのだろう。

　いずれにしろ、ちょっかいが減らせれば、ヨルカの精神的負担も減るはずだ。

　──というのは半分事実、半分建前。

　ほんとうは俺の独どく占せん欲よくもある。

　美人だから仕方がないとはいえ、恋こい人びとが他の男に声をかけられるのは正直気分のいいものではない。

「わからん。ヨルカのあの反応なら照てれ隠かくしだろうけど、それでも不安だよぉ────ッ!?」

　実際、生まれてはじめて彼女ができて、俺も相当舞まい上あがっているのである。

　経験不足ゆえ、相手の気持ちに確信が持てない。

　むしろ考えすぎて余計に悩なやむ。

「うぅ、一日でも連れん絡らくとれんのはさびしい」

　付き合ってからは毎日ラインでやりとりをしていた。

　メッセージが来れば即そく返へん信しん。それが日課になっている。

　それが急に禁止されると、精神的にしんどい。

「先生の前だから『一日なら我が慢まんするか』とかカッコつけちゃったけどさ、不ふ機き嫌げんが長引いたらどうしよ……」

　まさかの恋こい人びと宣せん言げんがきっかけで連れん絡らく禁止になるとは予想外だ。

　ポケットからスマホを取り出し、ヨルカの名前をタップする。

「しれーっとメッセージ送っちゃおうかな。あ、でも既き読どく無む視しされるの恐こわいしなぁ……」

　生徒指導室から解放されたよ、と軽い終しゆう了りよう報ほう告こくを送るか否いなかでさえ悩なやむ。

「せめて謝りの一言くらい送るか。案外すんなり許してくれるかも。いやでも機き嫌げんの悪い時に余計なことして火に油を注ぐのもな。んーお達し通り、一日は我が慢まんするか？」

　誰だれかこういう時の正しい対応を教えてくれ！

　指がメッセージを打ちこめないまま廊ろう下かで煩はん悶もんしていると、背後から声をかけられる。

「廊ろう下かで叫さけんだり、悩なやんだり忙いそがしいですね。不ふ審しん者しやですか？」

　聞き覚えのある女の子の声だった。

　からかうような言い方には、どこか俺を侮あなどるような気配が感じられる。

　そんな小生意気な態度で俺に接してくる女子に、ひとりだけ心当たりがあった。

　だが、その人物がここにいるわけがない。

「────」

　俺は声の主を確かめるために、ゆっくり振ふり返かえる。

　夕暮れの廊ろう下かに立つのは今どきのオシャレな女子高校生。

　ミルクティー色に染めた明るい茶ちや髪ぱつは肩かたの上までの長さがあり、くせ毛風な動きのある毛先が軽かろやかだ。艶つやめく唇くちびるにさり気ない化け粧しよう。目立ちすぎない小さなネックレスをつけている。襟えり元もとのボタンはとめておらず鎖さ骨こつが見える。リボンタイも緩ゆるめだ。制服の下には薄うす手での黒いパーカーを着ており、ジッパーはみぞおちのあたりまでしか閉めていない。短くしたスカートから伸のびているのは細すぎず太すぎずの健康的な脚あし。足首までの短いソックスのせいかさらに長く見えた。

　制服を適度に着き崩くずし、自分なりのファッションとして楽しんでいる。

　そしてまだ真新しい上うわ履ばき。

「一年ぶりですね、きー先せん輩ぱい」

「……紗さ夕ゆ？」

「そうですよ。驚おどろきました？」

「ほんとに、幸ゆき波なみ紗さ夕ゆなのか？」

「なんでフルネーム？　まさか私の顔を忘れたなんて言わせませんよ」
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　そう言って近づいてきた紗さ夕ゆが俺の顔を見上げる。

　ふわりと鼻先をくすぐる香りは、確かに紗さ夕ゆのお気に入りのシャンプーのものだ。

「いや、覚えてるよ。もちろん」

　彼女の名前は幸ゆき波なみ紗さ夕ゆ。

　俺と同じ中学で、しかもバスケ部のひとつ下の後こう輩はいだった。

　そんな彼女が永えい聖せい高等学校の制服を着て、俺の前に現れた。
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　あたしが生徒指導室の前でスマホをいじりながら待っていると、扉とびらが突とつ然ぜん開いた。

　飛び出してきたのはクラスメイトの有あり坂さかヨルカだ。あだ名はヨルヨル。

「あれ、ヨルヨルだけ？」

「宮みや内うちさん？　なんで、ここに？」

「友達が凹へこんでたら慰なぐさめてあげようと思ってたんだけど、その必要はなさそだね。スミスミの方はまだ怒おこられ中ちゆう？」

「希き墨すみはもう少し反省すべき！」とヨルヨルは頰ほおを膨ふくらませプリプリ怒おこっていた。

「ご機き嫌げんななめだねぇ。そんなに恋こい人びと宣せん言げんが嫌いやだったの？」

　彼かれ氏しを助けるんだとばかりに勇ましく同席したというのに、結局ひとりで出てきたヨルヨル。

「嫌いやっていうか困る……。みんながわたしと希き墨すみが付き合ってるのを知ってるなんて」

　綺き麗れい系けいな女の子が急にオロオロしだした。

　そのギャップに男子ならずともキュンとくる。

「ヨルヨルはずるいなー。なにやってもかわいいし」

「え、変かな？」

「ううん、いいと思う。クールなヨルヨルのそういうところって貴重だし」

　整った顔立ちの友人が見せる感情的な一面をあたしは微ほほ笑えましく受け止める。

「ねぇ、宮みや内うちさん。せっかくだからちょっと話聞いてくれない？」

　彼女が自分から誘さそうなんて珍めずらしい。

「スミスミを待たなくてもいいの？」

「今日は希き墨すみにはひとりで帰ってもらう。ちょっとはお灸きゆうを据すえないと調子に乗るから」

「ひとりで帰るのがお灸きゆう、ねぇ……」

　ヨルヨルとしてはたった一日恋こい人びとと一いつ緒しよに下校できないことが辛つらいらしい。

　その程度が本気で罰ばつになると思っているなら、どれだけスミスミにべた惚ぼれなのか。

「あれ？　ひどかったかな。思わずラインも禁止って言っちゃったんだけど……」

　果てしなくべた惚ぼれだった。

「大したことないってば。それに明日には許すんでしょ？」

「う、うん。なんとかわたしも、今日一日は我が慢まんする」

　露ろ骨こつに気落ちしている学校一の美人。

「いや、ヨルヨルの方がすでにしんどそうだしッ！」

　あたしはオーバーサイズのパーカーの余った袖そででぺシンとノリツッコミしてしまう。

「早いよ!?　早すぎだよ。たった今、生徒指導室から出てきたばっかりなのに、もう後こう悔かいッ!?　そうやって衝しよう動どう的てきに動くところ、スミスミ振ふった時とまるで変わってないし！」

　別れそうだったふたりの復ふく縁えんを手助けした身としては𠮟しからずにはいられない。

「わかってるのよ。冷静にしなきゃいけないって思ってても、気づいたら口走ってて……」

「次は助けられないよ」

　あたしはあえて突つき放はなすように脅おどしてみた。

　途と端たん、血相を変えたヨルヨルは慌あわてる。

「だからね、宮みや内うちさん！　この後相談させて。お願い！」

「しょーがないなぁ、ヨルヨルは。よぉし、これから男子禁制のガールズトークだ」

　あたしはポンと薄うすい胸を叩たたく。

　喜ぶヨルヨルのおっぱいがポヨンと弾はずんだ。







　階段を下りようとした時、ヨルヨルの足が急に止まった。

「どうしたの？」

「──なんか、誰だれかに見られてる気がして」

　あたしも振ふり返かえって廊ろう下かを見み渡わたすが誰だれもいない。

「ヨルヨルだったら、いつも誰だれかに見られてるんじゃないの？」

「普ふ段だんとは違ちがうんだよね。なんだろ、つい最近どこかで感じたような……」

　注目されるのが運命のような美少女は、真しん剣けんな顔で記き憶おくを思い返しているみたいだった。

「視線に覚えがあるって、よっぽど強きよう烈れつなんじゃ……」

「わたしが人の視線に敏びん感かんなせいもあると思うけど」

「不安なら先生に相談しに戻もどろうか？」

「そこまで大げさにしなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そう言いながらもヨルヨルは廊ろう下かを探さぐるように何度も振ふり返かえる。

「心配事あるならいつでも言ってよね。スミスミには言いづらくても女同士ならってこともあるだろうし」

「うん、ありがとう。宮みや内うちさんがいてくれてよかった」

　あたし達は昇しよう降こう口ぐちまで向かう。

　歩きながら、ヨルヨルは今の気持ちを打ち明けてくれた。

「希き墨すみがね、付き合ってるって言っちゃったからもう隠かくす必要なくなったじゃない？」

「うん」

「つ、つまり美術準備室以外でも、彼と恋こい人びととして接していられるわけで。き、希き墨すみに触ふれたい気持ちが抑おさえられないかもって……」

「超ちよう深しん刻こくな顔して、どんな相談かと思ったらずいぶんとかわいらしい悩なやみ」

　あたしは拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「これってそんな低レベルな悩なやみなのかな？」

「ハッキリ言えるのは、四六時中イチャつく心配はどーかなぁ。ヨルヨル発情しすぎぃ」

「そうだよね。いけない、憎にくむべきバカップルに陥おちいるところだった」

「すごくニヤけてるよ。もう手て遅おくれじゃない？」

「噓うそどうしよう！　どうすればいいと思う、宮みや内うちさん！」

　ヨルヨルは両手で顔を押さえて、一いつ生しよう懸けん命めいに緩ゆるむ頰ほおを隠かくそうとしていた。

「ヨルヨルの好きにすればいーんじゃなーい」

「呆あきれないで。見捨てないで。諦あきらめないで。友達だよね！」

　あたしの袖そでを握にぎり、ヨルヨルは助けを求めてくる。

「だってぇ、惚のろ気けてるだけじゃーん」とあたしは笑うしかなかった。

「そんなことないってば！　本気で困ってるの」

「あースミスミはこの盛せい大だいなギャップにやられたのか。納なつ得とく」

　そりゃ極ごく上じようの美少女に頼たよられれば、どんな人でも夢中になるだろう。

「勝手に納なつ得とくしないで！　わたしの好きが爆ばく発はつしそうなの！　助けて！」

「彼かれ氏し彼女の事情に口をはさむほど野や暮ぼじゃないからなぁ」

「み、宮みや内うちさん！」

　泣きつくヨルヨルをからかうのは楽しい。だからこそ今の状じよう況きようにホッとする。

「……ほんと、ちゃんと元の鞘さやに収まってよかったよ」

「うん。もう絶対別れるなんて言わない。希き墨すみに、傷ついてほしくない」

　ヨルヨルも相当に懲こりたようだ。

　後で聞かされてビックリした。なんと衝しよう動どう的てきに別れのメッセージをヨルヨルが送った後、同じクラス委員の支はせ倉くら朝あさ姫きさんからスミスミは告白されていたそうな。

　なんだか朝あさ姫きちゃんは彼と距きよ離り感かん近いなぁ、くらいには感じていたがまさか告白までするとは思わなかった。

　ジャストなタイミングを見み出いだす恋れん愛あい嗅きゆう覚かくには同じ女子として恐おそれ入いる。

　また、そんな状じよう況きように出くわしながらも力ちから技わざで彼かれ氏しを取り返したヨルヨルも相当すごい。

「そもそも変な噂うわさを流した犯人が悪いわけだし」

「犯はん人にん捜さがしは正直どうでもいいけどね」

「ヨルヨルは、怒おこってないの？」

「もちろん最初は腹が立ったよ。人のプライベートを盗ぬすみ見みて、勝手に言いふらしたんだもの。だけど結果的に、希き墨すみとの絆きずなは深まったと思う」

　吹ふっ切きれた様子のヨルヨルの横顔にはさっきのような臆おく病びような気配はなかった。

「──あ、希き墨すみにひとつ伝え忘れたことあったんだ」

　ローファーに履はき替かえたところで、ヨルヨルはスマホを取り出して固まる。

「今日はライン禁止……」

「大事な用件なら連れん絡らくしてもいいんじゃない？」

「それじゃ反省させることにならないし。明日にでも伝える」

「ほんとに？　この隙すきにもスミスミの前に新しい女の子が現れるかもよぉー」

　あたしは冗じよう談だん半はん分ぶんでそんなことを言う。

「脅おどかさないでよ。恋こい人びと宣せん言げんが今朝なのに。そんなことあるわけないってば」

「だよねぇ」







[image: 第二話　俺の後輩はかわいくて、かわいげがない]

「紗さ夕ゆ、マジか！　おまえ永えい聖せいに合格してたのか！　すげえな！　なんで黙だまってたんだよ！　お祝いしようぜ！　なんかおごってやるよ！」

　一年ぶりに再会した中学時代の後こう輩はい。名前は幸ゆき波なみ紗さ夕ゆ。

　家も近所で、しかも同じバスケ部に所属しており、学校の行き帰りは毎日のように一いつ緒しよだった。紗さ夕ゆは朝起きるのが苦手だったため、朝練に遅ち刻こくしないように俺が毎朝迎むかえに行ったものだ。

「きー先せん輩ぱい、ハイテンションすぎ。ちょっとウザいです」

「そう言うなって。また先せん輩ぱい後こう輩はいになれて俺も嬉うれしくてさ！」

　面めん倒どうをみてきた子だから、こんな形で再会できるとは思わず勝手にテンションが上がってしまう。嬉うれしいものは嬉うれしいから仕方ない。

「……ちょっと予想以上に喜ばれて、なんかビックリです」

　俺が柄がらにもなくはしゃいでいるので、紗さ夕ゆは若じやつ干かん引いていた。

「いやぁー勉強苦手なのにがんばったなぁ」

　俺は感動と感傷が行ったり来たりして、どうにも感かん慨がいに浸ひたってしまう。

「いつの話してるんです。こうやって合格した以上、私も同等です！　いつまでも先せん輩ぱい風かぜを吹ふかすのは止やめてください」

「悪い。紗さ夕ゆだってわかった途と端たん、急に昔の感覚に戻もどっちゃって」

「はいはい、そーですか。って、私だってわからなかったんですか!?」

　紗さ夕ゆは心外だとばかりに声を裏返らせる。どうにも俺の態度が気に喰くわないみたいだ。

「いや最初は紗さ夕ゆだって気づかなくて、ちょっと緊きん張ちようしたんだぜ。綺き麗れいになったな」

　中学時代からモテる子だったとはいえ、さらに女性らしさが増したと思う。

「……どうも、です。そういうきー先せん輩ぱいは、全然変わってないですね。昔と同おんなじ。少しは成長しておいてくださいよ。腹立つ」

「はは、紗さ夕ゆの毒どく舌ぜつも懐なつかしいな。しかし久しぶり。近所なのに卒業したら全然会わなくなったよな」

「いつまで立ち話させるんですか？　おごってくれるんですよね？　早く移動しましょうよ」

　あっという間に痺しびれを切らした紗さ夕ゆが催さい促そくしてくる。

　紗さ夕ゆはなんというか昔から若じやつ干かん気が短いところがあった。お気に召めさないと、すぐ別のことに興味が移る。

「すまんすまん。じゃあ駅前まで行こうぜ」

「ちょっと、きー先せん輩ぱい。私をどこに連れていくつもりですか？」

「そりゃ俺達が行くとしたら、いつものところだよ」

　俺は不敵な顔で笑う。







　通学路を歩き、住宅地にある俺達の家を通りすぎて駅前まで足を延ばす。

「ぶぅ！　入学祝いなら高級焼き肉がよかったぁ！」

「残念ながら、このあたりに高級焼き肉店はない。だいたい高校生が放課後にチェーン店以外に行くか？　そもそも俺にそんな金はない」

「私、おごりには全力で乗っかっていくので！」

　ドヤ顔でピースをするな。

「俺を破産させるつもりか」

「こんなかわいい後こう輩はいを独ひとり占じめできるんですよ。いわばデートです。ファストフードのハンバーガーでお祝いなんて安すぎると思います！」

　俺達がやってきたのは赤と黄色の看板でお馴な染じみの世界的チェーンのハンバーガー店である。

　それぞれ好みのハンバーガーにポテトとドリンクのセットを注文した。

　昔から部活帰りに小腹が空すいた時は、ふたりでジャージのまま食べに来たものだ。

「──そうか。俺のささやかな祝いわいでは物足りないか。じゃあ、おまえのハンバーガーも俺が食う！　よこせ！」

　俺はテーブルの反対側に手を伸のばして、トレイごと奪うばおうとする。

「別に食べないとは言ってないですよ！　あ、ポテトだけでも持っていくな！」

「ったく、贅ぜい沢たく言いやがって。素す直なおに食べろってーの」

「きー先せん輩ぱいこそ二人分食べたら太りますよ。昔みたいに部活やってるわけじゃないんだから、すぐお腹なかプヨプヨに」

　俺のお腹なかを指でつんつんするようなジェスチャーで煽あおる。

　仕方なく俺は期間限定のハンバーガーを頰ほお張ばりながら、ポテトを紗さ夕ゆのトレイに戻もどす。

「あれ、俺がバスケやってないの知ってるのか？」

「バスケ部の体験入部に行った時にいませんでしたから。高校では帰宅部なのかなって」

　キツイ運動部ほどどうにも相そう互ご監かん視し的てきな雰ふん囲い気きがあり、辞やめると裏切り者のように見られることもある。今にして思うと、ああいうのはマジでよくないよね。

「俺は俺なりに今忙いそがしいの。そっちこそバスケ部に入らないのか？」

「ぶぅ！　スポーツ少女は卒業したの！　いちいち昔を引き合いに出さないでくださいよ」

　この後こう輩はい、気に入らないとすぐに頰ほおを膨ふくらませて「ぶぅ！」とかわいく鳴くクセがある。

「もったいない。俺と違ちがって、紗さ夕ゆは才能あるんだから」

　はじめて幸ゆき波なみ紗さ夕ゆのプレイを見た時、明らかに頭ひとつ抜ぬけたセンスを感じた。

　それは今でもハッキリと覚えている。

　攻こう守しゆが目まぐるしく変わるバスケットボールという競技において、彼女の負けん気の強さは見事に嚙かみ合あった。その卓たく越えつしたパスセンスとスピード感のあるドリブルで敵も味方も翻ほん弄ろうする変へん幻げん自じ在ざいのプレイスタイルを確立。点取り屋であるフォワードとしてその果か敢かんなオフェンスで、勝利に貢こう献けんしてきた。

　普ふ段だんは友達とワイワイ騒さわぐふつうの女の子だが、コートに出れば颯さつ爽そうと活かつ躍やくするというギャップに心こころ奪うばわれる男子が続出した。

「毎日汗あせだくでヘトヘトになるのは中学時代で十分堪たん能のうしたので。高校ではエンジョイＪＫとして楽しい三年間をすごすと決めたんです！」

　紗さ夕ゆの意志はどうやら固いようだ。

　ハンバーガーを半分ほど食べたところで、俺はずっと気になっていたことを質問する。

「ていうか、もう四月も終わりだぞ。なんで永えい聖せいに入学したこと黙だまってたんだ？」

「きー先せん輩ぱいにサプライズしたくて。驚おどろきました？」

「そりゃ驚おどろいたさ。けど一か月近くも引っ張るか？」

　合格した時点とか、せめて四月の頭にでも教えてくれればよかったのに。

「むしろなんで、いち早く報告されて当然と思ってるんです？　信しん頼らいの厚い先せん輩ぱい気き取どりですか？　きー先せん輩ぱい、自分を過大評価しすぎ。そんなに優先順位高くありませんから！」

「さびしいなぁ。昔は散々おまえの世話をしてやったのに」

「それって朝も早くから、私の安あん眠みんを邪じや魔まするストーカー行こう為いのことですか？」

「朝練のお迎むかえだっての！」

「そりゃきー先せん輩ぱいにとっては、寝ね起おきの美少女をエスコートできる最高の役得だったでしょうよ。けど、私は早起きが苦手なんです」

「胸を張って威い張ばるな」

　入部当初、彼女は朝練をサボることが多かった。

　見かねた俺が近所に住んでいるということもあり、毎朝迎むかえに行くようになった。

「毎日ラインで起こされるたび、マジぶっ殺したい気分でした。しかもメッセージも、起きろ・行くぞ・早くしろの三パターンのローテーションとか芸がなさすぎ。語ご彙い力りよくのない小学生ですか？」

「おまえが支し度たくするまで、いつも待ってやってただろ。その間に一体何回、幸ゆき波なみ家のゴミ出しを手伝ったと思っている。あ、そういや紗さ夕ゆのお母さんは元気？」

　インターホンを押すと、にこやかな笑え顔がおで出で迎むかえてくれたのが紗さ夕ゆのお母さんである。

　外見の印象が若くて紗さ夕ゆにそっくりだから、最初はてっきりお姉さんかと思ったほどだ。紗さ夕ゆが下りてくるのを待つ間、ゴミ出しやら立ち話をしているうちに仲良くなった。

　趣しゆ味みはお菓か子し作づくり。よく手作りのクッキーなどをいただいたが、どれもほんとうに美お味いしかった。

「久しぶりの再会で、私のママの近きん況きようを聞きたがるとかキモイです。神経を疑います。あれですか、バブみとかママみを求めてる的な？　いつから年上好きになったんですか？」

「ただの世間話で雑談だって」

　なにをそんなに怒おこることがあるのだ。

「うちのママ、きー先せん輩ぱいのこと気に入ってたから朝のお迎むかえがなくなったのさびしがってましたよ」

「それはまぁ、ありがたいことで。うちの妹も紗さ夕ゆに会いたがってたぞ」

「映えいちゃんって今小学四年生ですよね。わぁー大きくなって美人になってるんだろうな」

「背が伸のびても、中身は子どものままだから手を焼いてるよ」

「あれはきー先せん輩ぱいに甘えてるんですよ。私、一人っ子だからお兄ちゃんがいるって憧あこがれなんですよね。あ、別にきー先せん輩ぱいにお兄ちゃんになってほしいという意味じゃないですから。念のため」

「誰だれも思ってねえし。妹なんて映えいひとりで十分だ」

「あんなかわいい妹ちゃんなのに贅ぜい沢たく言ってる」

　紗さ夕ゆはアイスティーのストローを弄もてあそぶ。

「また暇ひまな時に、映えいの遊び相手にでもなってやってくれ」

「……いいんですか？」

　紗さ夕ゆは驚おどろいた顔で、こちらを見てきた。

「当然だろ。近所なんだし、こうして同じ高校に通ってるんだ」

「じゃあ、近いうちにお邪じや魔まさせてもらいます」

「おう。映えいも喜ぶと思う」

「ふふ、きー先せん輩ぱいのシスコン」

　そう言って、紗さ夕ゆはハンバーガーを美お味いしそうに食べる。

　なんだ。高級焼き肉じゃなくてもちゃんと喜んでいるじゃないか。







　ハンバーガーは食べたがポテトは食べ切れないと、紗さ夕ゆは残ったポテトを俺によこした。

「少食になったな。現げん役えき時代はペロリと平らげたのに」

「女子は体重に敏びん感かんなんです。きー先せん輩ぱいも野や暮ぼなこと言わないで」

　俺は自分と紗さ夕ゆのポテトをふたりで好きに食べれるようにトレイの上に広げた。

「それより、きー先せん輩ぱい。私の制服姿は似合ってます？　永えい聖せいの制服すごくオシャレなので絶対着たかったんですよ」

「制服目当てで入学したのか？　ミーハーだな」

　永えい聖せい高等学校は数年前まで校舎の大おお幅はばな増改築を行っていた。

　それに合わせて制服も一新。

　国内外で人気のブランド〈イコモチ〉のデザインが採用され、当時から大きな話題となった。一見するとシンプルでスタンダードなデザインのブレザーなのだが、これがすごい。細部にまでこだわり抜ぬかれた上品なデザイン、機能性や耐たい久きゆう性せいにこだわった仕立て、そして生徒が着た時に完成する美しいシルエット。

　美しすぎる制服として注目を集め、女子の受験志望者数が爆ばく増ぞうした。

　そこに拍はく車しやをかけたのが当時の学校パンフレットで、その新しくなったばかりの制服を着た生徒会長の女子がとんでもなく美人だったことも受験者数急増に貢こう献けんしているともっぱらの噂うわさである。

　そんな伝説が今も残っているのだから、余よ程ほどの美少女なのだろう。

　まぁヨルカに勝つほどではないだろうが。

「オシャレは大事です。三年間気分よくすごしたいじゃないですか。それからきー先せん輩ぱい。他に言うことあるでしょ」

　紗さ夕ゆの目が、褒ほめてと無言で訴うつたえてくる。

「とってもよくお似合いで」

「……意外とすんなり褒ほめてくれましたね。なんか拍ひよう子し抜ぬけです」

　かわいいのにかわいげのない後こう輩はいである。

「ご希望通りの制服が着れてよかったな。ところで、どんな裏口入学したんだ？」

　気き兼がねない距きよ離り感かんゆえ俺は中学時代のノリに戻もどってしまう。

「ぶぅ！　ちゃんと勉強して合格しましたよ！　正面から堂々の入学です！」

「テストの度たびに俺に泣きついてきた紗さ夕ゆが自力で合格とか、いまだに信じられん。テスト前によくこうやって集まって勉強したもんだよな」

　紗さ夕ゆは基本的に短期集中型のため、万ばん事じじっくり腰こしを据すえるのが得意ではない。

　そのため俺が要点だけを教え、出題されそうな箇か所しよを重点的に復習することでテストを乗り切った。毎度テスト前に慌あわてるのだが、それでも短時間できちんと結果を出すのが紗さ夕ゆのすごいところだ。

「ぶぅ！　どれだけ私を見くびってるんですか！　ちゃんと永えい聖せいに入ったでしょ！」

　紗さ夕ゆはどうだすごいだろう、と誇ほこらしげだ。

「……そういや中三の頃ころの紗さ夕ゆは全然知らないんだな。俺も永えい聖せいに入学して、いきなりクラス委員やらされたりしてバタバタしてたし」

　どうしたって環かん境きようが変われば、今まで通りにはいかない。

　毎日顔を合わせていた人とパッタリ会わなくなり、新しい日々の忙いそがしさに吞のみこまれていくうちに、それがまた日常となっていく。

「きー先せん輩ぱいって部活引退した途と端たん、連れん絡らくくれなくなりましたもんね。それが卒業してもずーっと、ずーっとそのままでしたし！」

　やたら『ずーっと』を強調してくる後こう輩はい女子。

　事じ務む連れん絡らくとかはきっちりやるのだが、個人的な他愛ないやり取りはそこまでやる方ではない。

　ラインを頻ひん繁ぱんにするようになったのはヨルカと付き合うようになってからだ。

「え？　おまえ、俺に構ってほしかったの？」

「違ちがうわい！　私、友達多いですから！　男子にもモテますから！　別に遊びに行く相手には困ってませんから！」

「はいはい、知ってるって。むしろ紗さ夕ゆこそ段々とラインが減ったじゃないか」

「あれは私が息いき抜ぬきにご飯誘さそっても『悪い。今は受験勉強に集中したいんだ』って真しん剣けんモードで断るからですよ。そりゃ遠えん慮りよもしますって。だから、ラインも我が慢まんしてたのに」

「用もないのにくだらないものばっかり送りすぎなんだよ」

　夜よる遅おそくに動画のＵＲＬを送ってきて、起こされることもしばしばあった。

「つらい受験勉強の息いき抜ぬきにとせっかく笑いや感動をシェアしてあげたのに」

「面おも白しろいと別の動画まで見はじめて、ついつい寝ね不ぶ足そくになっちまうんだよ！」

　スマホあるあるだ。一度見はじめるとダラダラ見てしまう。

「それくらい自分で解決してください！」

　視線がぶつかり合うが、俺はすぐに折れた。

「……やめよう。お互たがい無事に合格できたわけだし」

「そうですね。あんまり騒さわぐと周りのお客さんに迷めい惑わくですし」

　俺も紗さ夕ゆも一いつ旦たん飲み物で喉のどを潤うるおす。

「紗さ夕ゆと話してると話題が尽つきないな」

「ほんとです。きー先せん輩ぱいのせいで無む駄だ話ばなしが止まりません」

「俺のせいかよ」

「そうですよ」

　先せん輩ぱいである俺にもこうした気安い態度で接してくるように、幸ゆき波なみ紗さ夕ゆは物もの怖おじしない。

　顔がかわいいし明るい性格と相まって、周りからよく好かれる。バスケ部での活かつ躍やくもあって、彼女を狙ねらっている男子は多かった。

　わざわざ部活の練習終わりまで待っていて、告白しようとする男子もいた。

　そういう時、紗さ夕ゆは勝手に俺を壁かべ役やくとして使ってきた。

　帰り道が同じ俺の横にひっついていることで、そういう連中が話しかけるチャンスをつくらないようにしていた。

　おかげで紗さ夕ゆに恋こいする男子からはそれなりに妬ねたまれたものだ。

　チームメイトからは、幸ゆき波なみ紗さ夕ゆの専属マネージャーとからかわれたりもした。

　片や女バスのレギュラー、俺は男バスの控ひかえメンバー。

　当時の先せん輩ぱいからは『男のくせに情けねえ』と露ろ骨こつに見下されたりもした。

　後で知ったのだが、その先せん輩ぱいも紗さ夕ゆのことが気になっていたそうだ。だから親しくしているように見える俺が目め障ざわりだったに違ちがいない。

　その先せん輩ぱいが卒業する前に告白されたと、紗さ夕ゆは愚ぐ痴ちっていた。

『なんで断ったんだ？』

『別にきー先せん輩ぱいには関係ないじゃないですか』

『ムキになるなって。あ、さては他に好きな人でもいるとか？』

『だったら、どうなんです？』

『マジで？　誰だれ？　クラスメイト？　それともまさかバスケ部とか？　すげえ気になる！』

『……特別に、教えてあげましょうか？』

『いいのか？』

『私の好きな人は──』

「──もしもーし。きー先せん輩ぱい、聞いてます？　急にぼんやりして、どうしたんです？」

　中学時代の紗さ夕ゆが、急に今の紗さ夕ゆに変わる。

　紗さ夕ゆが身を乗り出して、俺の目の前で手を振ふっていた。

「悪い。ぼーっとしてた」

「目の前にかわいい子がいるのに上の空になれるなんて、きー先せん輩ぱいって抜ぬけてますよねぇ」

　紗さ夕ゆはケラケラと笑いながら着席する。

「……うん、けど確信した。やっぱり一いつ緒しよにいると面おも白しろい」

　笑っていた紗さ夕ゆの顔つきが急に真しん剣けんになる。

「紗さ夕ゆ？」




「きー先せん輩ぱい、好きです。私と付き合ってください」




　目の前に座る後こう輩はい女子は唐とう突とつに愛の告白をしてきた。

　俺はわずかに残っていたコーラを一気に啜すすって、トレイに置く。

「──それ、何度目の噓うそ告こく白はくだと思ってる？」

　俺は久しぶりにかまされた定番のやりとりに、げんなりする。

「バレましたか。ＪＫにランクアップしたから、そろそろイケるかなーって」

「イケるか！　この小こ悪あく魔ま、いい加減にしないとマジで痛い目みるぞ」

「大だい丈じよう夫ぶですって。きー先せん輩ぱい以外には乱用しませんってば」

「むしろ俺にこそ乱用しないでくれ」

　俺はぐったりした声で懇こん願がんする。

「えー私ときー先せん輩ぱいの仲なんだから、今さら冗じよう談だんを真に受けないでくださいよ」

　まったく初う心ぶなんだからもう、と紗さ夕ゆは俺を指差して笑う。

　そう。幸ゆき波なみ紗さ夕ゆは『きー先せん輩ぱい、好きですよ』と平気で噓うそ告こく白はくしてからかうような後こう輩はいである。

　女の子って恐こわい。

　中学時代、件くだんの先せん輩ぱいからの告白を報告された直後に噓うそ告こく白はくをかまされて以来、度たび々たびこうして俺をからかうのだった。

　なまじっかかわいい女の子だからドキっとさせられてしまう。

「ブランクがあったからかな、今のは心臓に悪かったぞ」

「いやー今の表情はナイスでしたよ」

「俺をからかって楽しいか？」

「はい。とっても。やっぱりきー先せん輩ぱいで遊ぶのは最高ですね」

　ご満まん悦えつな表情の紗さ夕ゆに、俺は苦々しく唇くちびるを歪ゆがめた。

「──紗さ夕ゆ。真面目なお願いだ。そういうのはもう止やめてくれ。今の俺には付き合ってる彼女がいるんだ」

　俺は恋こい人びとがいることを告げる。

　紗さ夕ゆは驚おどろきや祝福の言葉もなく、ただただ可か哀わいそうな人を見る目を向けてきた。

「…………いっくらモテないからって非実在彼女を自じ慢まんされても、イタイだけですよ。そんな見み栄えを張らないで。長い付き合いですし、私はやさしいので今の妄もう言げんは聞き流してあげます。よかったですね、きー先せん輩ぱい」

　同情的な態度の紗さ夕ゆは、ドンマイと俺の肩かたを叩たたく。

「事実だから！　リアルだから！　超ちよう実じつ在ざいしてるから！」

　悲報。後こう輩はい女子が俺に彼女ができたことを信じてくれない。

「いいですか、それはきー先せん輩ぱいの夢です。妄もう想そうの産物です。こじらせた思春期の幻げん影えいです。その恋こい人びとはフィクションです。実在の人物とは無関係です」

「俺を死ぬほどイタイ人ひと扱あつかいすんな。ガチで恋こい人びとがいるんだよ。名前は──」

「有あり坂さかヨルカさん、でしたっけ。知ってますよ、超ちよう美び人じんさんですよね」

　紗さ夕ゆは俺の言葉を遮さえぎり、当然のようにヨルカの名前を口にした。

「やっぱり、一年のおまえまで知ってるんだな」

「そりゃ有名人ですから。あんな美人、滅めつ多たにお目にかかれませんし。一年生の間でもすごい美人が二年生にいるって話題でしたもの」

　紗さ夕ゆはあまり興味がなさそうに話す。

「さすが、ヨルカ」

　朝帰りの噂うわさがあったとはいえ、恋こい人びと宣せん言げんは今日したばかり。

　それが新入生の紗さ夕ゆにまで知しれ渡わたっているのだから、ヨルカの知名度の高さを実感する。

「そんな高たか嶺ねの花が冴さえないきー先せん輩ぱいと付き合うとか、マジ謎なぞすぎるんですけど。一体どんな弱みを握にぎったんですか？」

　紗さ夕ゆの率そつ直ちよくな感想に、俺は笑うしかない。

「うわ、ベタな質問。そんな卑ひ劣れつなことするかよ」

「じゃあ絶対騙だまされてますよ。あんな美人さんがきー先せん輩ぱいなんかと付き合うわけないじゃないですか。裏切りの予感がします。陰いん謀ぼう説せつです。美人局つつもたせかも！」

　紗さ夕ゆは勝手に断定する。

　むしろヨルカに男心をくすぐる手練手管があるなら味わってみたいものだ。

　俺の恋こい人びとの魅み力りよくはすべて天然物。計算ではなく素すの反応だから超ちようかわいいのである。

「いいか、真実の愛というのはだな」

「うわー出た。恋こい人びとできた途と端たん、愛とか語り出すやつ。ないわー」

「喧けん嘩か売ってる？」

「もちろん売ってるに決まってるじゃないですか」

　笑え顔がおで平然と言ってのける生意気な後こう輩はい。

「悪いな、先に恋こい人びとをつくってしまって」

　俺は負けじとマウントをとってみる。

「いえ。私、理想が高いだけなので。付き合おうと思えば明日にでも彼かれ氏しできますし。永えい聖せいに入学してから、もう五人くらいに告白されてますよ。全員秒で振ふりましたけど。あーめんどくさかった。早く理想の彼かれ氏し欲ほしいなぁー」

　つらつらと紗さ夕ゆの入学一か月間の状じよう況きようを理解する。

　この子の容姿や性格なら当然だろう。見慣れていた俺でさえ高校生になった紗さ夕ゆの女らしさには一いつ瞬しゆんドキっとさせられた。とはいえ──

「おまえ、ほんと相変わらずだな」

　俺は久しぶりにあの頃ころを思い返す。

　中学時代、紗さ夕ゆはたびたび告白をされては『あのバスケ部の瀬せ名なとかいう先せん輩ぱいと付き合ってるのか』と疑われて、俺にまで余計な火の粉が飛んできたのだ。

　紗さ夕ゆの噓うそ告こく白はくは『もうお互たがいめんどくさいから私と付き合ってることにすればいいんじゃないですか？』という、なんとも打算的な理由からはじまった。

　別に色っぽい馴なれ初そめがあるわけではない。

　紗さ夕ゆも俺が動どう揺ようするのを面おも白しろがって、調子に乗って何度も噓うそ告こく白はくを繰くり返かえした。

　男女が近くにいるだけで恋こいに落ちる──そんな絶対的な方程式があれば、いっそ楽だったのだろう。

　確かに俺達は一いつ緒しよに行動することが多かった。

　周りからあいつら仲いいよね、と言われれば否定はしない。

　だけど、どれだけ距きよ離り感かんが近くとも俺と紗さ夕ゆはただの先せん輩ぱい後こう輩はいでしかなかった。

「ねぇ、きー先せん輩ぱい。真面目な話、きつくありません？　身みの丈たけに合わない恋こい人びとなんて。いつか無理がくると思いますけど」

「高校生の恋れん愛あいに身みの丈たけもあるか。人生未熟な若者はいつも不安定なんだよ。そこにビビってたら身動きとれないだろ」

　俺は、俺なりの実感をもって今を精せい一いつ杯ぱいがんばってる。

「……ちょっと感動しちゃった自分がいてムカつきます」

　紗さ夕ゆは珍めずらしく本気で悔くやしそうだった。

「少しは見直したか？」

「ぶぅ！　きー先せん輩ぱいなんてすぐ振ふられちゃえ！」

　ほんとうに、俺の後こう輩はいはかわいくてかわいげがない。




　　◇◇◇




　駅前のファストフード店を出ても、家が近所なので帰り道は同じである。

　部活帰りの生徒と時折すれ違ちがう中、背の高い男子が俺に向かって迷わず近づいてきた。

「瀬せ名な、さっそく浮うわ気きか。やるねえ色男。有あり坂さかちゃんに言いつけてやろう」

「ぶっ殺すぞ、七なな村むら」

　バスケ部の練習終わりでジャージ姿の七なな村むら竜りゆうがニヤリと笑う。

　クラスメイトにして身長一九〇㎝を超こえるバスケ部エースのビッグマン。

　彼は話しながらも、俺の隣となりにいる紗さ夕ゆを目め敏ざとくチェックしていた。目の奥がギラリと光る。

「……へぇ。ふたりが繫つながってるとはね」

「なんだよ」と、七なな村むらの妙みような反応に俺は身構える。

「こっちはひとりさびしく居残り練習してたのに、おまえときたら彼女以外のかわいい女の子とデートかよ。『恋こい人びとができるとモテる』ってのは瀬せ名なにも当てはまるんだな。空前のモテ期到とう来らいか？」

「そんなんじゃねえよ」

「水みず臭くさいな。男同士、隠かくすことはねえだろ」

　事情は察しているとばかりに七なな村むらが俺の肩かたに手を置いて、わざわざ紗さ夕ゆから背を向けた。

「七なな村むら。残念ながらおまえが期待してるような関係じゃない」

「じゃあ、どういう関係だよ。おまえがこんな時間に女子とふたりきりなんて、超ちよう珍めずらしいのに。しかも相手が有あり坂さかちゃんじゃなくて、一年の幸ゆき波なみ紗さ夕ゆなんて」

　俺を押さえつける太い腕うでがずっしりと重い。

「なんで七なな村むらが紗さ夕ゆの名前知ってるんだよ？」

「そりゃバスケ部の体験入部で来た時にばっちりチェック済みよ。俺がダンクを披ひ露ろうする前に帰ったから連れん絡らく先さきは聞きそびれたけど」

「後こう輩はいをよく見ている熱心な先せん輩ぱいだな」

　俺は七なな村むららしくて苦く笑しようしてしまう。

「ちょっと、きー先せん輩ぱい。かわいい女の子を放っておいて、内ない緒しよ話ばなしとかひどくないですかぁ？」

　紗さ夕ゆが不満そうな声をあげる。

「瀬せ名な。俺にもちゃんと紹しよう介かいしろよ」と七なな村むらの腕うでから解放される。

「この子の名前は幸ゆき波なみ紗さ夕ゆ。同じ中学出身で、バスケ部の後こう輩はいだった」

　俺は手短に紗さ夕ゆについて話す。

「一年の幸ゆき波なみ紗さ夕ゆです。はじめまして」

　紗さ夕ゆは友好的な笑えみを浮うかべて、そつのない自じ己こ紹しよう介かい。大おお柄がらな七なな村むらを前にしても緊きん張ちようしたり怯ひるむこともなく第一印象のよい無む駄だのない挨あい拶さつだった。

「二年、バスケ部の七なな村むらだ。瀬せ名なの親友。幸ゆき波なみちゃんって近くで見るとマジでかわいいね！　一年生でも断トツにかわいい女子って後こう輩はい達たちからも聞いてるよ」

「わー七なな村むら先せん輩ぱいってお世辞がお上手なんですね。どこかのきー先せん輩ぱいとは大おお違ちがいです」

「俺を引き合いに出すな。大たい抵ていの男子は七なな村むらには勝てん」

　そこは割と冷静にツッコむ。

　スポーツマンで顔も整っており、おまけに超ちよう肉にく食しよく系けい男子である七なな村むらと比べられるだけ酷こくな話である。

「幸ゆき波なみちゃんも経験者なら高校でもバスケやらないの？　せっかく体験入部に来てくれたのに」

「大変そうな練習見てて、ついていけないかなって」

「そんなことないって。今からでも大だい歓かん迎げいだよ。なんなら、俺が手取り足取り教えるし」

「いや、でも私、才能もないですし」

　紗さ夕ゆは謙けん遜そんしつつ、七なな村むらの熱心な勧かん誘ゆうを断ろうとする。

「俺も続けるべきだと思う。紗さ夕ゆはセンスあるから活かつ躍やくできるよ」

　思わず口を出してしまう。

　ファストフード店で本人にヤル気はないと聞いていたが、紗さ夕ゆの実力を知っている俺としてはどうしてももったいないと感じてしまう。

「ほら。先せん輩ぱいの瀬せ名なのお墨すみ付つきもあることだし。幸ゆき波なみちゃん、考え直さない？」

　七なな村むらも食い下がる。

「きー先せん輩ぱい、断ろうとしてるのに余計な口出ししないでくれます？」

　紗さ夕ゆは七なな村むらの前だから笑え顔がおこそ崩くずさないが、すんげえ怒おこっていた。

「すみません、七なな村むら先せん輩ぱい。高校では部活動をする気がないので」

「了りよう解かい。女の子に無む理り強じいはできないからな」

　紗さ夕ゆのきっぱりとした断りを受け、七なな村むらもあっさりと引いた。

「七なな村むら先せん輩ぱいは紳しん士しですね！　女心もわからないきー先せん輩ぱいとは大おお違ちがいです」

「だから俺と比べるなって」と俺は眉まゆをしかめる。

「ま、部活のことは置いといて。どう、幸ゆき波なみちゃん。今度は野や暮ぼな瀬せ名なじゃなくて俺とデートしようよ」

　七なな村むらは入部を断られた直後であるにも拘かかわらず、ドストレートに紗さ夕ゆを口説きにかかる。

　この積極性と潔いさぎよさ、男子としては見習うべきところなのだろう。

　毎度、横目で見ていて素す直なおに感心してしまう。

「えー色んな女の子にそう言ってるんじゃないんですか？」

「まさか。幸ゆき波なみちゃんだけだよ」

「お誘さそいは光栄なんですけど、七なな村むら先せん輩ぱいってモテますよね。浮うわ気きが心配なので遠えん慮りよします。それにスポーツマンの人ってそれほどタイプではないので」

「今逃にがそうとしている魚は大きいよ、幸ゆき波なみちゃん」

「でも、七なな村むら先せん輩ぱいはやさしいから違ちがう形でまた誘さそってくれますよね？」

　あくまでふたりきりのデートを回かい避ひしようとする紗さ夕ゆ。

　その真意を酌くみ取とりながらも、まったく揺ゆるがぬ七なな村むら。

　楽しげな会話に聞こえるが、そこに潜ひそむ男女のガチな心理戦を垣かい間ま見みた気がする。

「じゃあ、みんなでカラオケ行こうぜ？　瀬せ名なも有あり坂さかちゃん呼んでさ。これならどうよ？」

　デートが無理なら、グループ交際に切きり替かえる七なな村むら。そしてダシに使われる俺。

「いーですね！　カラオケ好きです！　それに噂うわさの美人彼女さんにも会ってみたいです！」

　途と端たん、紗さ夕ゆは迷わずＯＫを出す。なんでだよ。

「いいね、幸ゆき波なみちゃん。ナイスぅ！　じゃあ幹事は瀬せ名な、よろしく頼たのむな？」

「は？　俺がやるの？」

「有あり坂さかちゃんの連れん絡らく先さきを知ってるのはおまえだけだろ。ラインでグループ作って、まとめて連れん絡らくしてくれよ」

「そうだけどさ……」

　俺の都合も聞かずに勝手に決まっていく。

「決行は、俺の練習がない金曜日だな。幸ゆき波なみちゃん、今週とか空いてる？」

「大だい丈じよう夫ぶです！」

「よし、決まり！　じゃあ瀬せ名な、あとは任せたぞ」

「きー先せん輩ぱい、幹事よろしくお願いします。ちゃんと彼女さんも連れてきてくださいね！」

　ふたりは、当然引き受けるよね、という目で見てくる。

「わかった、やるよ。ヨルカも誘さそってみる」

　かくして嵐あらしのような即そつ決けつにより、今週の金曜日にカラオケに行くことになった。
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　カラオケの幹事を引き受けたものの、果たしてヨルカは来てくれるのか。

　俺以外の人間がいる場に有あり坂さかヨルカが進んで参加するとは思えない。

　教室でさえ誰だれとも話さず、ひとりでいることを好む彼女。

　それがカラオケのような賑にぎやかな密室で、しかも初対面の紗さ夕ゆもいるとなればハードルはさらに上がるだろう。

　騒さわがしいのは嫌きらいっぽいから、カラオケなんて断られる確率の方が高そうだ。

　一応誘さそってはみるが無む理り強じいするつもりはない。

　不参加の時は幹事権限で七なな村むらと紗さ夕ゆには納なつ得とくしてもらおう。

　一方で、ヨルカの歌声には俺も興味があった。

　ヨルカの歌う姿を見てみたい。

「とはいえ、今日はライン禁止って言われたからな。誘さそうのは明日学校に行ってからかな」

　俺は帰宅してからも、律りち儀ぎにメッセージを送ることを我が慢まんしていた。

　それに下手に文字で誘さそうより本人に直接話した方が上う手まくいきそうな気がする。

　俺は明日学校で誘さそうことに決めて、零れい時じ前にベッドに入った。

　部屋の電気を消して、目を閉じる。

　しばらくうとうとして、あと少しで完全に寝ね入いりそうなタイミングでメッセージの受信音が鳴った。俺は枕まくら元もとのスマホに手を伸のばす。


ヨルカ：明日の朝七時に美術準備室に集合！　返事不要！



　シンプルな文面を見ただけで、俺は自然と笑っていた。

「今日はライン禁止って自分で言ったのに──あっ」

　スマホに表示される時刻を見れば、ちょうど０：00になっていた。

「日付が変わった途と端たん、ラインしてくるとか」

　ヨルカも我が慢まんしていたことを察し、俺も嬉うれしくなる。


希き墨すみ：了りよう解かい。おやすみ。



　俺はあえて返事をする。もう次の日だから我が慢まんすることもない。既き読どくマークがつく。


ヨルカ：おやすみ。



　恋こい人びととのこんな他愛もないやりとりが楽しくて仕方ない。

　俺はすぐにアラームの設定時刻を直して、早起きに備えた。




　　◇◇◇




　火曜日。翌朝。

「あの、ヨルカさん。ハグってごほうびでは……」

「一日我が慢まんしたごほうび。なにか問題ある？」

　そう一方的に言い放つヨルカは完全にリラックスした声だった。

「……朝からこんなにくっついてもいいのかな」

　昨日生徒指導室であれだけ怒おこっていたのに、一晩でヨルカはすっかり機き嫌げんを直していた。

　しかも今回のハグは、俺の膝ひざの上に乗りながらだ。

　腕うでを背中に回して、デレデレに絡からみついてくる。

「昨日はお預けだったから二日分よ。それとも希き墨すみはわたしに抱だきつかれるの嫌いや？」

「大好きです」

「よろしい」
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　結局スマホのアラームより先に目を覚ました俺。

　集合時刻よりも早めに登校して美術準備室に直行すると、ヨルカもすでに到とう着ちやくしていた。

　先に待っていたヨルカは、ちょうどふたり分のコーヒーを淹いれ終おわったところだった。

　コーヒーが飲みやすい温度になるのを待ちながら俺は椅い子すに座る。

　するとヨルカはそれがさも当然であるかのように膝ひざを揃そろえて横向きで腿ももの上に座ってきた。そして抱だきついてきたのである。

「どうもわたし、希き墨すみとハグするのがすごく好きみたい」

　ヨルカは甘えるような声を漏もらす。

　いや、かわいすぎかよ。超ちよういい匂においがするし、やわらかくて正直辛しん抱ぼうたまらないです。

「俺も幸せすぎて成じよう仏ぶつしちゃいそう」

「……希き墨すみ、緊きん張ちようしてるの？」

　ヨルカは俺の鎖さ骨こつに頰ほおを寄せながら、上うわ目め遣づかいに見つめてくる。

「そりゃするよ」

「なんで？　もう何回もハグしてるのに」

「何度だって特別だから」

「嬉うれしいこと言ってくれるね。わたしも同じ気持ち」

　俺達にとって、ハグとはがんばった人へのごほうびだ。

　ヨルカは俺の反応が面おも白しろいらしく、やたら楽しそうな顔をしている。相変わらず超ちよう美び人じんだな。瞳ひとみは吸いこまれそうなくらい大きく、まつ毛が濃こく長い。左の目元の小さなほくろはいつ見てもセクシーだ。高い鼻び梁りように、薄うすい唇くちびるはピンクに艶つやめく。その肌はだは雪のように白く光る。

「ヨルカこそ寝ねぼけて抱だきついた時はあんなに動どう揺ようしてたくせに」

　得意げなヨルカに、ふと先日我が家に泊とまった時の出来事を思い出す。

「あれはだって、寝ねる前にこっそり外してノーブラだったから……」

「ブフォ！」

「ちょっと、変な声あげてどうしたの？」

　今明らかになる衝しよう撃げきの真実。

　大雨で我が家に一いつ泊ぱくした翌朝、寝ねぼけていたヨルカは俺と同じ布ふ団とんで寝ねていた。

　そして抱だき枕まくらのように俺に抱だきついていたのだ。

　あの時は俺もテンパりすぎてて、物もの凄すごく大きくてやわらかいなぁ、くらいしか感知する余よ裕ゆうがなかった。

「す、すまん。今思い出しても、魅み惑わくの状じよう況きようだったなって」

　俺は思わずヨルカの制服の胸むな元もとをしげしげと眺ながめてしまう。服を着た状態でもはっきりとわかるボリューム感。そのくせウエストは細いから、ヨルカって超ちようスタイルがいい。

　そうか、あの時パジャマの下には生乳があったんだな。そうかぁ……。

「思い出すな！　あ、あれは寝ねぼけてただけだから！　ただの事故だから！　ただの偶ぐう然ぜんなんだから、変な勘かん違ちがいしないでよ！」

　寝ねぼけていた、という点をやたらと強調するヨルカ。

　そんな必死にならなくても自分から俺に抱だきついてきたなんて思ってな──

「──……えっ？　ヨルカ、も、もしかして」

「違ちがうから！　違ちがうからね！」

「あぁ、うん。そうか、うん」と否定するヨルカのあまりの剣けん幕まくに曖あい昧まいな反応しかできない。

　俺の脳みそはあの朝の状じよう況きようを必死に点検していた。

　あれは、寝ねぼけてたわけではないのか。途と端たん、ふたり寄より添そうように寝ねていた意味合いが俺の中で大きく書かき換かわる。

「え、エッチなこと考えるな！」

「無理」

　好きな女の子が自分にだけ無防備な姿を見せてくれるだけでも嬉うれしいのに、それが実は彼女がそうしたいからだったと知った日にはもう！

　嬉うれしいけど、幸福すぎて死にやしないだろうか。

「い、今は服もブラもつけてるから！」

「それこそ当たり前だろう」

　ヨルカもテンパっているようだが、俺の膝ひざの上から下りようとはしない。

　物理的にも精神的にも容よう赦しやなく加えられる幸しあわせ刺し激げき。朝から男の自制心を試ためすこの甘い拷ごう問もんは終わらない。

「こんな密室で美女に密着され、健けな気げにこらえてる俺を褒ほめて欲しいんですけど」

「……希き墨すみってよく、そんなスラスラ言葉が浮うかぶわね」

「ただの正直な感想だけど、ダメか？」

「ううん。そのままでいい」

　少し落ち着いたヨルカは、また顔を首筋に埋うずめてくる。

　俺も黙だまってヨルカを抱だきしめる。

　嬉うれしくもあり、恥はずかしくもある時間だった。

　ただ触ふれ合あっているだけで至福の心地ここち。

　恋こいするドキドキやエロい興奮ともまた違ちがう。

　好きな人に触ふれることを許された特別感と安心感。

　気づけばコーヒーの湯気はとっくに消えていた。

　壁かべの時計を見れば八時をすぎている。そろそろ教室へ向かわないと。

「ヨルカ、そろそろ」

「まだこうしてたい」

「俺も同じ気持ちだけど、もたもたしてると遅ち刻こく扱あつかいになるぞ」

「希き墨すみの真面目、クラス委員」

「そういう男を選んだんだろ？」

「そういう希き墨すみは嫌いやじゃないけど……教室まで行くのがしんどいよ。はぁ～～」

　ヨルカはしおれたような声を漏もらす。

「なんで？」

「付き合ってること、みんなに知られてるわけでしょ。バレたらマズイって緊きん張ちようがなくなって──自分の好きを抑おさえられる自信がない」

　俺の彼女は、シリアス顔でなにを惚のろ気けているのだ。

　恋こい人びとにデレている自分の姿をクラスメイトに見られるのが気になるらしい。

　そんなのとっくに神かん崎ざき先生にはバレていることは黙だまっておこう。

「じゃあ、そんなヨルカを眺ながめて俺はニヤニヤしようっと」

　ヨルカを膝ひざから下ろして、俺は立ち上がる。

「授業中にニヤつくとかキモイと思うけど」

「じゃあ俺がニヤつかないように、ヨルカもがんばれ」

「……わたしが抱だきついたから、ネクタイ乱れちゃったね」

　そう言って、ヨルカは俺のネクタイの形を整えていく。

「希き墨すみこそ、もうニヤついてるよ。はい、できた」

　ヨルカは得意げに俺の目を見る。

　俺の彼女、かわいいなぁ！

　すぐに意地を張って対たい抗こう意い識しきを燃やすし、ちょっとでも上に立つと優ゆう越えつ感かんが顔に出る。すごくわかりやすい。

　付き合う前の、遠くから眺ながめるしかなかった高たか嶺ねの花の有あり坂さかヨルカももちろん美しい。

　だけど恋こい人びとになったことで見せてくれる素すのヨルカがなによりも愛いとおしい。

「ヨルカ、好きだぞ」

「知ってる」

　ヨルカも俺の愛情をしっかり感じ取ってくれている。

「朝からハグされて、ドキドキしたよ」と俺は正直な感想を漏もらす。

「実はね、昨日帰りに宮みや内うちさんとお茶してきたの。教室で希き墨すみにデレるの我が慢まんできるかわからないって相談したら、『先にイチャついておけば』ってアドバイスもらってね。それで実じつ践せんしてみた」

「……俺的にはかえって名残なごり惜おしい気がするんだけど？」

　ヨルカという温ぬくもりが離はなれて、俺はすでに相当さびしい。

「言わないで。わたしも同じ気持ちだから……」

　ヨルカもまたもう一度ハグしたいのを必死にこらえているようだった。

「ちなみにさ、我が慢まんできなくなったらどうなるの？」

「さぁ。ところかまわず突とつ然ぜん抱だきつくかもね」

　ヨルカは冗じよう談だんっぽく笑う。

「俺は構わないけど」

「希き墨すみはわたしに甘いなぁ」

「恋こい人びとに甘くしなくて、誰だれに甘くするのさ」

「……そういうとこも好き」

　ド直球の愛情表現に、俺は死にそうになる。

　ヤバい。俺の彼女はかわいいぞぉ──────────────────ッ！




　　◇◇◇




　ようやく美術準備室を出て二年Ａ組の教室へ向かう。

　ふたり並んで廊ろう下かを歩いていると、多くの生徒が俺達を興きよう味み津しん々しんの目で見てくる。

　それでも朝ハグの効果か、隣となりのヨルカは上じよう機き嫌げんなままだ。

　よし、今がカラオケの件を切り出す絶好のタイミングだろう。

「あのさ、今週の金曜日に七なな村むら達とカラオケに行くんだけど、ヨルカも一いつ緒しよに行かないか？」

「行かない」

　ノータイムで断られる。悩なやむ素そ振ぶりさえない。

　詳しよう細さいを聞くことさえもしなかった。

「あ。ダメなんだ」

「むしろ、なんでわたしが行くと思ってる？」

　ヨルカは当然とばかりに答える。

　むしろヨルカのブレなさに安心する。ある意味では予想通りの反応。

「彼かれ氏しと楽しい時間をすごしてテンションが上がってるから、今なら案外ＯＫしてくれるかなって」

「カラオケみたいなああいうノリとか雰ふん囲い気きが苦手なの知ってるでしょ？」

「いや、知ってるけどさ。もしかして歌うのが苦手とか？」

「音楽は好きよ」

「ヨルカってほんと苦手なものないよな」

　なにをやらせても大たい抵てい人並み以上にこなせるのだから、大したものである。

「……そんなことないってば」

「今後の参考までに弱点をひとつ教えてもらってもいい？」

「…………」

　顔を伏ふせるヨルカは答える代わりに、俺の方をそっと指差す。

　背後を振ふり返かえっても、もちろんなにもない。

「……あー、あぁ。そりゃ、なんつーか、ありがとう」

　俺まで恥はずかしくなってしまう。

「そういうことだから」

　自分で打ち明けておいて、耳まで赤くなっているのだから、やはり朝ハグの効果は絶大らしい。

「ヨルカの不意打ちもズルいぞ」

「たまには、わたしだってね」

「なぁ、ヨルカ」

「なによ」

「もう一回ハグしちゃダメ？」

「────ッ、ここは廊ろう下かだからダメ!!」

　ヨルカの大声に、廊ろう下かにいた生徒達が一いつ斉せいに振ふり向むいた。







「ヨルヨル、スミスミ！　おはよー」

　教室に入ると、俺達に気づいた宮みや内うちひなかがトテトテとこちらにやってくる。

「おはよう、宮みや内うちさん」「みやちー、おはよう」

「ご両人は朝からラブラブですなぁ」

　宮みや内うちひなかはすごく小こ柄がらな女の子だ。

　派手な金きん髪ぱつのショートヘアで耳にピアス。くりくりした大きな目のその童顔は小動物っぽい印象をあたえる。細身で肌はだは白い。紫むらさき色いろのパーカーをオーバーサイズに制服の上から着ており、よく余った長い袖そでをパタパタさせていた。

「ヨルヨル、さっそく試ためしたんだぁ」と目を細めるみやちー。

「えっと、まぁ。そんな感じで」

　ヨルカは俺を気にしつつ、昨日みやちーから受けたアドバイスを実行したことを認める。

「みやちー、昨日ヨルカと一いつ緒しよだったんだってね？　ありがと」

「スミスミからお礼を言われることじゃないよ。あたしは友達と遊んだだけだからね」

「うん。わたしも楽しかった。ありがとう。宮みや内うちさん」

　すると、みやちーはちょっと不満そうに言った。

「ねぇ、ヨルヨル。ずーっと言おうと思ってたことがあるんだ」

「え、なに？」

「さん付けなんて堅かたいよぉ。友達なんだから、気楽に下の名前で呼んで」

「でも。急には」

「遠えん慮りよなさらず。さぁ今すぐ、あたしの名前を親しみこめて呼ぶんだ！」

　みやちーは袖そでをぶんぶん振ふり回まわして、ヨルカを煽あおる。

「えっと……じゃあ、ひなかちゃんって呼ぶね。ひなかちゃん」

「うん。それでよろしく、ヨルヨル」

　みやちーが八重歯を見せて、嬉うれしそうに笑う。

　ヨルカは同性の友人との親しいやりとりに慣れていない。なんだかむず痒がゆそうにしながら、自分の席に着いた。

「ヨルヨルは初う心ぶだなぁ。あたしまでキュンキュンしちゃうよ」

「みやちーがいてくれて、ほんと助かるよ」

「あたしもヨルヨルが好きだからね」

　人付き合いの苦手なヨルカが心を開ける相手が俺以外にもできて、ほんとうによかった。

「おーっす。おはよ！」

　ヨルカと入いれ替かわるように、七なな村むらが会話に加わる。

「瀬せ名な。有あり坂さかちゃん、例の件どうだって？」

「ダメ。一いつ切さい興味を示さない」

「それはまた、有あり坂さかちゃんらしいというか……」

　七なな村むらも最初からこの状じよう況きようを予想してたようだ。

「どうする？　三人で行くか？」

「女子が少ないとかありえん！　もっと増やすぞ！　というわけで、宮みや内うちどうだ？　今週の金曜の放課後にカラオケ行こうぜ」

「カラオケ？　いいよ！　行く行く！　あたしの歌声を披ひ露ろうしちゃうぞ！」

　七なな村むらがいきなり横にいたみやちーを誘さそうと、ノリノリでＯＫしてくれた。

「宮みや内うち、ナイス！」

　イェーイ、と七なな村むらとみやちーがその場でハイタッチ。

　身長差がありすぎるので、みやちーがその場で垂直跳とびするような感じだった。

「さっき三人って言ってたよね？　あとひとりは？」

「瀬せ名なの中学の後こう輩はい。これがかわいい子なんだよ」

「え、女の子なの？　それってマズくない？　ヨルヨルはなにも言ってこないの？」

　みやちーがかすかに表情を曇くもらせる。

「宮みや内うち、細かいこと言うなって。どうせ瀬せ名なは幹事だし、そもそも有あり坂さかちゃん一筋なんだから問題ないって」

「さっきヨルカを誘さそったけど、詳しよう細さいを話す前に断られてさ」

　俺は正直に打ち明ける。

「……あたしが事情を説明して、ヨルヨルをもう一回誘さそってくるよ。ちょっと待ってて」

　言うや否いなや、みやちーはヨルカの席へ向かう。

　俺と七なな村むらはその様子を見守る。

「みやちーが行くなら、ヨルカも来てくれるだろ」

「どうだかな。有あり坂さかちゃん、よっぽどのことがない限り来ないだろ」

　七なな村むらはあっさり断言する。

「それって仮に俺が違ちがう女子と遊びに行っても、ヨルカは気にしないって意味か？　俺だったらすげえ心配するんだけど」

「バカ、逆だよ。有あり坂さかちゃんは、おまえが浮うわ気きするわけないって信じてるからだろ」

　恋れん愛あい経けい験けん豊富な七なな村むらの言葉に俺は勇気づけられる。

　ヨルカに話しかけていたみやちーがこちらを振ふり返かえり、頭の上で腕うでを交差させて×をつくる。みやちーの誘さそいをもってしてもダメだったようだ。

　どうにかしてヨルカにも来てほしい。

　だけど、七村の言うところの『よっぽどのこと』は簡単には考えつかなかった。

　ヨルカの気が変わるような誘い文句が思い浮かぶ前に、神崎先生が教室にやってくる。

　いつものように朝のホームルームがはじまった。







　その日、教室でヨルカの様子を観察していたが以前と変わりなくすごせていた。

　美術準備室での朝ハグ効果はすさまじい。

　とはいえ数学の授業中に指名された俺が黒板の前に立って数式を解いていると、やたらと背中に視線を感じた。

　振ふり返かえるとヨルカが物もの凄すごく俺を見ていた。

「これが神かん崎ざき先生の言ってたやつか。そりゃバレるわ」

　ヨルカみたいに目立つ女の子だと、些さ細さいな動きも目を引いてしまう。

　解答を書き終え、さり気なく遠回りをしてヨルカの席の横を通る。

　顔も近づけて「俺のこと見すぎ」と小さく囁ささやく。

　ヨルカはびくりと耳元を押さえて、俺の方を責めるようににらんでくる。

　注意しただけで、別に怒おこられるようなことはしてないのに。

　着席すると、すぐにポケットのスマホが震ふるえる。


ヨルカ：だから、耳は弱いの！　ワザとなの？



　無茶を言う。ふつうの声で話しかけたら、周りにも聞こえてしまうだろう。

　続けざまに、またメッセージが着信される。


ヨルカ：あと計算間ま違ちがってる。



「先生、すみません！　計算間ま違ちがいに気づいたので解き直していいですか！」

　俺が慌あわてて声を上げると、クラスに笑いが起こった。

　恋人の視線に気をとられて計算ミスしている俺も、ヨルカと大差なかった。




　　◇◇◇




　翌日。水曜日の朝。

　昨日と違ちがっていつもの時刻に家を出ると、家の前で幸ゆき波なみ紗さ夕ゆが待ち構えていた。

「おはようございます！　きー先せん輩ぱい、一いつ緒しよに登校しましょう！」

「うぉ!?　おは、よう。なんで紗さ夕ゆがいるの？」

　朝が苦手なはずの女の子は、ばっちり制服ファッションをキメて満面の笑えみを浮うかべていた。

「また学校一いつ緒しよですし、せっかくならきー先せん輩ぱいと話しながら行こうと思って」

「待ってたならインターホン押せばいいのに」

「朝はお忙いそがしいからご迷めい惑わくかなって。まぁサプライズも兼かねて」

「紗さ夕ゆは待まち伏ぶせが好きだな」

　この前も廊ろう下かで急に現れたから、かなり驚おどろいた。

「ぶぅ！　サープーラーイーズーでーす！　微び妙みようにニュアンス変えないでください！」

「一いつ緒しよに登校するのは構わないけどさ。ちゃんと朝起きれるようになったんだな」

「きー先せん輩ぱいが引退した後は、ひとりで朝練参加してましたからね」

「成長したなぁ。えらいえらい」

　俺はしみじみと唸うなってしまう。

　手のかかる子ほどかわいいとよく言うが約一年半、毎朝のように幸ゆき波なみ家に紗さ夕ゆを迎むかえにいった身としては感かん慨がい深ぶかくもなる。

　紗さ夕ゆは選手として優ゆう秀しゆうだったから、そのプレイを陰かげながら支えたという自負もあった。

「今さら褒ほめられても正直ビミョーです」

「おだてるとすぐに調子に乗るだろ、おまえ」

「ぶぅ！　やさしくない男の人は嫌きらわれますよ」

「じゃあ嫌きらわれてるみたいだから俺は先に行くぞー。遅ち刻こくするし」

「あ、待ってくださいよ！」

　俺が歩き出すと、紗さ夕ゆも横についてくる。

「きー先せん輩ぱい、昨日はずいぶん早起きだったんですね。迎むかえに来たら、もう家を出たって言われました。クラス委員の仕事とかですか？」

「昨日の朝も来たのか？」

「はい。すっぽかされましたが」

「そもそも約束してないだろ。来るなら前もって連れん絡らくくらいしろ」

「……え、ラインすればＯＫなんですか？」

　紗さ夕ゆは目を丸くする。

「連れん絡らくがあれば事前に断れるだろうが」

「ひどっ！　断るんだ。きー先せん輩ぱいの鬼き畜ちくッ」

　そんな感じで紗さ夕ゆと他愛もないおしゃべりをしているうちに、同じ制服の生徒達の流れに合流する。

「彼女さんはカラオケＯＫしてくれました？」

「断られた。興味ないって」

「幹事なんだからしっかりしてくださいよ。ていうか彼かれ氏しの誘さそい、ふつう断るかな……」

「ヨルカはそういう子なの」

「実は嫌きらわれてるとか？　お気の毒様です」

「勝手に慰なぐさめるな。俺とヨルカは上う手まくやってる」

「へぇー、ほぉー、ふぅーん」

　紗さ夕ゆは俺の顔をしげしげと眺ながめてくる。

「……なんだよ」

「いや、強がりってわけでもなさそうだなって。ちょっと読みと違ちがってました」

「なんだよ、読みって」

「てっきり有あり坂さか先せん輩ぱいの弱みにつけこんで、なし崩くずし的てきに付き合って、恋こい人びと宣せん言げんで無理やり公然の事実にしたんじゃないかと。彼女さんの方はあくまでもお試ためし感かん覚かくで、きー先せん輩ぱいのこと本気じゃないのかなって」

「妄もう想そう力りよく、豊かだなぁ」と俺は呆あきれるしかなかった。

「そりゃ校内一のサプライズ・カップルですから。みんな色々話してますよ」

「ご期待に沿えるようなゴシップはないよ。ふつうに好きになって、告白して、付き合うことになった」

　言葉にしてしまえば、俺達の恋こいは割とシンプルだ。

「そんなふつうにやってたらあんな美人と付き合えませんって」

「そんなに俺達の馴なれ初そめ、気になる？」

「……じゃあ、私に好きな人ができたって言ったら、きー先せん輩ぱいはどう思います？」

「お、今度こそマジだろうな？　誰だれよ？」

「ほら、きー先せん輩ぱいだって他人の恋れん愛あいに興きよう味み津しん々しんじゃないですか！　ていうか食いつきすぎ！」

「いや、紗さ夕ゆが気に入る男子ってまったく想像つかなくてさ」

　紗さ夕ゆは中学の時から男子に人気があった。

　そういえば紗さ夕ゆの好みのタイプって訊きいたことなかった。

「自分でも、正直意外でした」

「え、マジでいるの？」

　どうやら好きな相手がいるのは事実らしい。いつもと違ちがって反応がしおらしすぎる。

　果たして幸ゆき波なみ紗さ夕ゆの心を射止めたのはどんな相手なのだろう。

「あれぇーもしかして、かわいい後こう輩はいに好きな人がいてちょっと残念がってます？」

　紗さ夕ゆは含ふくみ笑わらいをしながら、俺の顔をニヤニヤと見てくる。

「まぁ、少しはな……」

「そ、そういう素す直なおな反応されると逆に困るんですけど」

　なぜか紗さ夕ゆが戸と惑まどっていた。

「とにかく応おう援えんしてるよ。どこの誰だれか知らないけど、上う手まくいくといいな」

「大きなお世話です」

「なんでキレるんだよ」

　さっぱりわからん。







　いつの間にか校門近くの曲がり角まで来ていた。

　角を曲がろうとしたところで、向かい側から来た女子生徒とぶつかりそうになる。

「きー先せん輩ぱいッ」

　先に気づいた紗さ夕ゆが俺の腕うでを引っ張った。

「おっと」

「あ。ごめんなさい」

　俺と女子生徒の目が合う。

「あ、おはよう。希き墨すみくん」

　支はせ倉くら朝あさ姫きはニッコリと笑う。

　彼女は俺のクラスメイトで、一いつ緒しよにクラス委員をしている。

　そして、つい先日俺は彼女から告白され、断った。

「おはよう、……朝あさ姫きさん」

　俺はなんとかこれまで通りに、彼女を朝あさ姫きさんと下の名前で呼んだ。

　学年の中心人物である朝あさ姫きさんは今日も華はなやかだ。

　緩ゆるくパーマのかかった明るい茶ちや髪ぱつが肩かたのあたりで揺ゆれる。整った目鼻立ちをいっそう引き立てる薄うすいメイクに、センスのいい小物使い。さり気ないオシャレが光っている。

「通学路で会うなんて珍めずらしいね。希き墨すみくん、いつもこの時間だっけ？」

「今日はたまたま」

「そうなんだ。あれ、今朝は有あり坂さかさんじゃないんだ。その子もかわいいね」

　朝あさ姫きさんはふと、俺の隣となりにいる紗さ夕ゆの存在に気づいてチクリと棘とげのある言い方をする。

「えっと、彼女は」

「昨日は恋こい人びとと教室に入って来たと思えば、今日は別の女の子と腕うでを組んで登校なんて楽しそうね。瀬せ名なくんってやっぱりモテるんじゃない？」

　俺が説明するより先に朝あさ姫きさんが言葉を被かぶせてくる。

　笑え顔がおのままなのが、ちょっと恐こわい。

　わかる、わかるよ。恋こい人びとであるヨルカと登校しているならまだ納なつ得とくがいく。だけど知らない女子と一いつ緒しよじゃ、そりゃ白い目で見るよね。

　俺はいまだに絡からみついたままの紗さ夕ゆの腕うでをほどいて、弁明する。

「朝あさ姫きさん。この子は中学の後こう輩はいなんだ。家が近所で今朝はたまたま一いつ緒しよになったんだ」

「へぇ。希き墨すみくんにこんなかわいい後こう輩はいがいるなんて知らなかった。もしかして、この子も内ない緒しよにしてたの？」

　先日の恋こい人びと宣せん言げんを踏ふまえた問いかけに、俺は動どう揺ようを抑おさえて返事をする。

「いや、永えい聖せいにいるって知ったのは俺も最近で」

　俺がそう答えると、朝あさ姫きさんが興味深そうに紗さ夕ゆを見た。

「ねぇねぇ、きー先せん輩ぱい。なんで支はせ倉くら先せん輩ぱいと親しげなんですか。下の名前で呼び合ってるし」と紗さ夕ゆが俺の袖そでを引いて耳打ちしてくる。

「紗さ夕ゆこそなんで朝あさ姫きさんを知ってるんだよ？」

　俺が朝あさ姫きさんを見ると、首を横に振ふった。

「前に茶さ道どう部ぶの体験入部に来てくれたのよね。確か名前は……幸ゆき波なみ紗さ夕ゆさん？」

　人の顔と名前を覚えるのが得意な朝あさ姫きさんは、しっかり的中させる。

「すご、覚えているんですね。はい、一年の幸ゆき波なみです」

「この前とずいぶん印象が違ちがうから、すぐに名前が出てこなくてごめんね。今は元気みたいだね」

「そ、そうなんですよ。この前は朝早くて」

「幸ゆき波なみさん。茶さ道どう部ぶには入らないの？」

「お恥はずかしい話、正座が苦手で。それに顧こ問もんの先生が厳しそうだったので」

　その茶さ道どう部ぶの顧こ問もんとはもちろん我が担任の神かん崎ざき紫し鶴づる先生である。

「そうなんだ、残念。神かん崎ざき先生とってもいい人だよ。ね、希き墨すみくん？」

「なんで俺に振ふるの？」

「一番お世話になっているのは希き墨すみくんでしょ。一年生の時からクラス委員に指名されるくらい信しん頼らい関かん係けいも厚いし」

「朝あさ姫きさんに言われるとまるで恩師との美談に聞こえるな」

　恥はずかしいから適当にはぐらかすが、否定はしない。

「ねぇ。続きは歩きながら話さない？　立ち話だと遅ち刻こくしちゃうから」

　朝あさ姫きさんに促うながされて、三人並んで歩き出す。

　横を通っていく男子の俺に向ける視線が痛い。

　そりゃ朝あさ姫きさんと紗さ夕ゆを左右に引き連れていれば目を引くのも仕方がない。

「希き墨すみくん。朝から両手に花だね」

「それをあっさり口に出せちゃうから朝あさ姫きさんすげえよ」

「だって私、モテるから」

　照れることなく断言する朝あさ姫きさん。

　嫌いやみに聞こえないのは支はせ倉くら朝あさ姫きの人気が周知の事実であり、それは本人のサバサバとした明るい性格に拠よるところが大きい。気配り上手の褒め上手な人気者。

「支はせ倉くら先せん輩ぱいってどんな人と付き合ってるんですか？」

　紗さ夕ゆの質問はいきなり彼かれ氏しがいること前提だった。

「彼かれ氏しなんていないよ。それに、この前振ふられたばかりだし」

　内ない緒しよだよとばかりに声を潜ひそめて、朝あさ姫きさんは紗さ夕ゆに打ち明ける。

　俺は密ひそかに吹ふき出だしそうになった。

「えぇ──!?　支はせ倉くら先せん輩ぱいでもそんなことあるんですか？」

「そりゃあるよ。……そういえば告白したのも振ふられたのも、人生ではじめてだったな」

「こんな美人を振ふるなんて、相手は一体どんなイケメンですか」

「ふつうの人よ」

「相手の人には一生後こう悔かいしてほしいですね。けど、支はせ倉くら先せん輩ぱいの告白をＯＫしないなんて見る目がないか、よっぽどの事情でもあったのかもしれませんよ」

「慰なぐさめてくれてありがとう。幸ゆき波なみさんってやさしいのね」

「呼び方、紗さ夕ゆでいいですよ！」

「じゃあ紗さ夕ゆちゃんで。私も名字じゃなくていいから」

「よろしくお願いします。アサ先せん輩ぱい！」

　一いつ瞬しゆんで打ち解ける朝あさ姫きさんと紗さ夕ゆ。

　そのふたりの会話を横で聞いてて、胃が痛む。

「きー先せん輩ぱいもひどいと思いません？　アサ先せん輩ぱいのはじめての告白を振ふるとか、何様だよって」

「ハハハ。そーだねー」

　乾かわいた笑いしか出てこない。

「ねぇ希き墨すみくんは、私を慰なぐさめてくれないの？」

「え？　俺が!?」

「うん」

　朝あさ姫きさんは笑え顔がおのまま求めてくる。

「いや、俺から言うべきことは……」

「なにもないの？」

「ぐっ…………」

　朝あさ姫きさんはどうしてこんなあっけらかんとしているのだろう。

　よりにもよって自分の告白を断った相手である俺の前で、自分が振ふられた話をするなんて。

　俺に対する当てつけか？

　それとも彼女にとって告白は、俺が気にするほど大したことではないのか。

　彼女のあまりにも平然とした態度の理由がわからない。

「──、希き墨すみくんはからかいがいがあるな」

　朝あさ姫きさんは意味深に微ほほ笑えんだ。

「冴さえないですね、きー先せん輩ぱい。いざという時に気の利きいた言葉のひとつでも言えないと女心は簡単に離はなれちゃいますよ」

「そーだーそーだー」

　紗さ夕ゆの苦言に、朝あさ姫きさんがかわいらしく同調する。

「そうだ！　せっかくだからアサ先せん輩ぱいもカラオケ行きませんか？　今週の金曜日にきー先せん輩ぱいや七なな村むら先せん輩ぱいと行くんですよ」

「紗さ夕ゆ、なに言ってるんだよ」

「アサ先せん輩ぱいに気晴らししてもらいたいんですよ。七なな村むら先せん輩ぱいとだってクラスメイトだから問題ないですよね？」

「紗さ夕ゆ、いきなり遠えん慮りよなさすぎるって」

「アサ先せん輩ぱいともっとお話しして仲良くなりたいんですよ」

　紗さ夕ゆはすっかり朝あさ姫きさんのことを好きになったようだ。

「いいよ。金曜日なら空いてるし。私も行く」

　朝あさ姫きさんは迷いなくＯＫした。

「え？　断らないの？」

「なんで？　私が一いつ緒しよだと都合の悪いことでもあるの？」

「いや、朝あさ姫きさんが気にならないなら構わないけど……」

　思わず歯切れの悪い反応になってしまう。

「じゃあ問題ないわ。あーカラオケ行くの久しぶりだから楽しみ！　紗さ夕ゆちゃん、誘さそってくれてありがと！」

「私もアサ先せん輩ぱいと遊びに行けて嬉うれしいです！」

　すっかり意気投合した女子ふたりは、俺を放っておいて連れん絡らく先さきの交こう換かんをはじめていた。

　えらいことになったぞ。

　幹事を置き去りにして、勝手に人数が増えていく。

　そうこうしてるうちに学校へ到とう着ちやく。

　校門を抜ぬけて、一年生である紗さ夕ゆとは昇しよう降こう口ぐちのところで別れた。

「希き墨すみくんにあんなかわいい後こう輩はいがいるなんて知らなかった。ずいぶん仲がいいんだね」

「紗さ夕ゆがああいう性格だからだよ。朝あさ姫きさんにだってすぐに懐なついただろ」

「ま、そういうことにしておくよ」

　上うわ履ばきに履はき替かえたタイミングで、朝あさ姫きさんはあらためて確かく認にんしてくる。

「ねぇ希き墨すみくん。カラオケって誰だれが来るの？」

「俺、七なな村むら、紗さ夕ゆ。あとみやちー。そこに、朝あさ姫きさん」

「ひなかちゃん来るのに、有あり坂さかさんは来ないんだ」

「誘さそったけど断られた」

「ふーん。もう一回誘さそってみれば？　このメンバーなら行くって言うと思うよ」

「まさか。ヨルカがそう簡単に考えを変えるとは」

「そんなことは──あ」

　朝あさ姫きさんはなにか思いついたように口元に三日月の笑えみを浮うかべる。その視線は俺の背後を見ていた。

「誘さそってくれてありがとう！　金曜日のカラオケ、楽しみにしてるから！」

　朝あさ姫きさんは急に周りに聞こえるような大きな声を出すと、先に階段の方へ行ってしまった。

「今のなんだったんだ？」

「きーすーみぃー」

　振ふり返かえれば、有あり坂さかヨルカがそこにいた。

　ちょうど登校してきたタイミングだった。

「支はせ倉くら朝あさ姫きもカラオケに誘さそったの？」

「俺の後こう輩はいが誘さそったの！　俺じゃない！」

「でも、あの子も行くんでしょ？」

「ま、まぁ流れでそういうことに……」

　じーっと物言いたげに俺を睨にらむヨルカ。

　嫉しつ妬とを爆ばく発はつさせるように、彼女は文句の代わりにこう言った。

「わたしも行く！」

　朝あさ姫きさんの参加が『よっぽどのこと』だったらしい。

　ヨルカ、参加決定。
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　カラオケは予定通り、金曜日の放課後に開かい催さいされた。

　駅前にある大手カラオケチェーン店の一階受付に集まったのは、以下のメンバー。

　俺、七なな村むら、紗さ夕ゆ、みやちー、朝あさ姫きさん、そしてヨルカの総勢六名。

　受付の順番を待つかたわら、俺は初顔合わせのふたりを緊きん張ちようしながら見守る。

「はじめまして。きー先せん輩ぱいの後こう輩はいの幸ゆき波なみ紗さ夕ゆです」

「有あり坂さかヨルカです。こんにちは」

　ヨルカは澄すました表情で静かに話す。

　うーん、声が硬かたい。でもまぁふつうに挨あい拶さつを交かわしているだけでも大した進歩だ。

　去年までのヨルカなら緊きん張ちようして無言のままだろう。他人から見れば不ふ機き嫌げんそうにしか見えず、ただ近寄りがたい美人という印象を持たれて距きよ離りを置かれてしまった。

　あるいはヨルカの美しさに見み惚とれて相手が変に恐きよう縮しゆくしてしまう。

　ところが、紗さ夕ゆは尻しりごみしない。

「知ってます。きー先せん輩ぱいの彼女さんですよね。こんな美人とお付き合いしてるなんてビックリですよ。近くで見ると、ほんと綺き麗れいなお顔。女の私も見み惚とれちゃいます」

「──ねぇ、どこかで会ったことある？」

　対するヨルカはいきなり紗さ夕ゆに訊たずねる。

「いえ、こうして話すのははじめてですよ」

「……そう。わたしの勘かん違ちがい、か」

　ヨルカは腑ふに落ちない様子だが、それ以上の追つい及きゆうはしなかった。

「それより、あまりじっと見ないで。見られるの、苦手なの」

「えー恥はずかしがり屋やさんなんですね。かわいい。あ、ヨル先せん輩ぱいって呼んでいいですか？」

　ヨルカは物理的にも精神的にも距きよ離りをつめてくる紗さ夕ゆにどう接していいかわからない様子だ。

「ねぇ、希き墨すみ助けて。この子、グイグイ来る」

「そうだな。紗さ夕ゆ、そのへんにしとけ」

「きー先せん輩ぱいはいつもヨル先せん輩ぱいとイチャついてるんですから、たまには譲ゆずってくださいってば」

「い、イチャついてないから！」

　ヨルカはすかさず否定する。

「即そく答とうですねぇ。きー先せん輩ぱいがデレデレかと思えば、案外逆なのか。へぇ」

　あっさり紗さ夕ゆに見み透すかされて、ヨルカはさらに無防備になった。

「からかわないで。そういうの嫌きらいだから」

「あ。すみません、調子乗りましたね。許してください、ヨル先せん輩ぱい。代わりに中学時代のきー先せん輩ぱいのこと、たくさん教えるので」

「許すわ」

　早いよ、ヨルカ！

「さぁ具体的に、知っていることすべてを話して」

「じゃあ私のことを紗さ夕ゆちゃんって呼んでくれたらいいですよ」

「紗さ夕ゆちゃん。お願い」

　ヨルカはあっさりその要求も受け入れる。

　なんでそんなに前のめりなの？

「六名でお待ちの瀬せ名な様。受付カウンターまでお越こしください」

　俺が釘くぎを刺さそうとする前に、呼び出されてしまう。

　受付で手続きを済ませる。

「部屋取れたから、エレベーターで上がろう」

　俺が声をかけると、みんなは受付ロビーの一角に集まっていた。

「紗さ夕ゆちゃん。このたくさんの衣い装しようってなに？」

「コスプレ衣い装しようを無料レンタルしてるんですよ。そうだ、みんなで借りません？」

「えー恥はずかしいよ」

「ヨル先せん輩ぱいも着き替かえて一いつ緒しよに写真撮とりましょう。絶対楽しいですって」

　俺が目を離はなした隙すきに、ヨルカと紗さ夕ゆはなんか打ち解けていた。

「コスプレ、面おも白しろそう！」とみやちーも同意する。

「私も借りよ。ねぇ希き墨すみくん、なんかリクエストあったりする？」

　朝あさ姫きさんはヨルカの目の前で、わざわざ俺に訊きいてくる。

「えー支はせ倉くらちゃん、俺には訊きいてくれないの？」

「七なな村むらくんは遠えん慮りよなくエロい衣い装しようを選びそうだもん」

「当然っしょ」と怯ひるまない七なな村むら。

　ヨルカは俺の側そばに来て「希き墨すみはどれがいいの？」と確かく認にんしてくる。

「俺が決めていいの？」

「あんまりエロいのは駄だ目めだからね」

「ガチなのはふたりきりの時にお願いするから」

「バカ」とヨルカは俺の腕うでを軽く叩たたいた。

　俺が希望を言うと「これなら大だい丈じよう夫ぶか」とヨルカは俺のリクエストした衣い装しようを選んでくれた。

　うん、今日は来てよかったかも。




　　◇◇◇




　各自衣い装しようを携たずさえ、俺達はエレベーターで上の階に上がる。

　部屋に着くなり女じよ性せい陣じんは衣い装しように着き替かえるということで、俺と七なな村むらは廊ろう下かで待機。

「いやぁー面おも白しろいことになってきたな。瀬せ名な」

「それはおまえだけだよ」

「こんだけレベル高い女子ばかり集めて闇やみ鍋なべになるとか、とんだモテ男がいたものだぜ」

「やかましいわ」

「素す直なおに楽しめない瀬せ名なはご愁しゆう傷しよう様さま」

　七なな村むらの笑いは止まらない。

　恋こい人びと、俺が告白を断った女子ふたり、そして、そんな事情をまるで知らない中学の後こう輩はい。

　本来揃そろってはいけないような人物達が一堂に集結していた。

「あの有あり坂さかちゃんも支はせ倉くらちゃんが来るって知った途と端たんに参加なんて、かわいい嫉しつ妬と心しんじゃないの。まぁ支はせ倉くらちゃん相手なら警けい戒かいするのも無理ないし」

「正直すげー落ち着かない」

「なんかあれば宮みや内うちがフォローするだろうし、幸ゆき波なみちゃんとも上う手まくやってるから大だい丈じよう夫ぶだろ」

「そこはまぁ、俺も正直意外だった」

「とにかく、だ！　まずはこれからのことに期待しようぜ」

　楽しもうぜと七なな村むらが俺の背中を軽く叩たたく。

　そして、ついにその時が来た。

「はーい。先せん輩ぱい方がた、着き替かえ終おわったので中にどうぞ！　素す敵てきな天国が待ってますよ」

　部屋に入ると、待っていたのはテンション爆ばく上あがりな光景だった。

「瀬せ名な。これは、ヤバいな」

「あぁ、ちょっと想像以上だぞ」

　目の前に広がる桃とう源げん郷きように圧あつ倒とうされる。息を吞のんだ俺達は、言葉少なに幸せを嚙かみしめた。ありがとう、オタク文化。コスプレ万ばん歳ざい。

「じゃーん。どうですか、みなさん似合ってますよね！　私が紹しよう介かいするので、おふたりはナイスなコメントをお願いします」

　紗さ夕ゆは嬉き々きとして、まずは自分の格好から説明する。

「トップバッターの私は、ミニスカポリスでーす」

　キャップ型の制帽、水色のシャツにネクタイ、女性警察官にあるまじきミニスカート。付属品にオモチャの拳けん銃じゆうと手て錠じようまである。

「逮たい捕ほしちゃうぞ。バキューン☆」

　紗さ夕ゆは拳けん銃じゆうをホルスターから抜ぬいて発はつ砲ぽうの仕草。

「予告なしに発はつ砲ぽうとか、凶きよう悪あくな警察だなぁ」

「ウッ。こんな子になら逮たい捕ほされてもいい」

　七なな村むらは胸むな元もとを押さえて、膝ひざから崩くずれる芝しば居いを演じる。律りち儀ぎな男だ。

「きー先せん輩ぱい、ノリ悪い。七なな村むら先せん輩ぱいはナイスリアクションです！　じゃあ次、宮みや内うち先せん輩ぱい！」

「はーい。あたしは猫ねこ耳みみメイド」

　みやちーがその場で一回転すると、長いスカートの裾すそがふわりと広がる。金きん髪ぱつにピアスという攻せめたファッションセンスのみやちーが、フリルで縁ふち取どられたメイド服を身に着けるというギャップ。しかも猫ねこ耳みみと猫ねこ尻尾しつぽまでついている。新たなるマリアージュ！

「ご主人様、ご奉ほう仕しするニャン」

　みやちーはすっかり役になりきっていた。

「ばっちり猫ねこっぽいポーズまで。みやちー似合ってる」

「うはぁ、ご奉ほう仕しされたーい」

　鼻息を荒あらくする七なな村むら。

「ななむーテンション上げすぎ」と素すに戻もどったみやちーがお腹なかを抱かかえて笑う。

「続きまして、アサ先せん輩ぱい！　どうぞ」

「見ての通りナース服です」

　朝あさ姫きさんが着ているのはピンク色のナース服。なぜか絶ぜつ妙みようなピチピチサイズで、身体からだのラインが強調されている。頭にはナースキャップ。聴ちよう診しん器きを首から下げ、手には注射器。羽織っている自前のカーディガンがかえって本物っぽさを演出している。

「お注射我が慢まんできてえらいね」

　注射器片手に決めポーズな朝あさ姫きさん。

「白衣の天使」

「むしろ俺に注射させ──」

　言い切る前に、俺が七なな村むらの腹にパンチする。

「七なな村むら。それはさすがにやめろ」

　相変わらずの硬かたい腹筋に、殴なぐった俺の拳こぶしの方が痛い。

「うほん。最後はヨル先せん輩ぱい、お願いしますッ！」

「キャビンアテンダントの衣い装しようを選び……リクエストされたので」

　小さめの帽ぼう子し、大ぶりで涼すずやかなスカーフ、金ボタンに刺し繡しゆうが入ったボーダーの濃紺のジャケットにタイトスカート。いわゆるスッチーでヨルカの大人っぽい雰ふん囲い気きとよくマッチしている。

　他の子と同様、紗さ夕ゆに台詞せりふを仕込まれたのだろう。

　モジモジしながらも俺の目を見ながら意を決したように一度口元を引き結び、口を開いた。

「あ、アテンション・プリーズ」

「ファーストクラスでお願いします！」
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　俺は秒速で予約した──もとい、真しん剣けんな顔で感想を述べる。

「きー先せん輩ぱい、早すぎ！」「スミスミ、超ちよう前まえのめり」「希き墨すみくん、ちょっと引くかも」

　女じよ性せい陣じんがすかさずツッコんできた。

「ハハハ、瀬せ名なも似たようなもんじゃねえか」

　七なな村むらも爆ばく笑しようする。

「ねぇ希き墨すみ、あんまりジロジロ見ないでよ。変じゃないよね？」

「めちゃくちゃ似合ってる。もうヤバいくらいに」

　みんなの言葉など耳に届かず、俺は目の前のヨルカに見入ってしまう。

「はい、じゃあここから撮さつ影えいタイム！　あ、男だん性せい陣じんは自前のスマホでの撮さつ影えいは禁止です。女性限定ですから。ＳＮＳに集合写真をアップするのも今日はダメです」

「そんな殺せつ生しような！　幸ゆき波なみちゃん、あとで俺にも送って」と七なな村むらは懇こん願がんする。

「ヨル先せん輩ぱいからＮＧが出てるんです！」

　紗さ夕ゆは容よう赦しやなく却きやつ下かする。

「男だん性せい陣じんは気合いで目に焼きつけてください。この場にいられるだけで幸せじゃないですか」

「いいさ、こっそり撮とるから」

「そしたら私達は、即そく帰りますから。支し払はらいは全額七なな村むら先せん輩ぱい持ちで」

　諦あきらめの悪い肉食系の先せん輩ぱいに一歩も引かない紗さ夕ゆ。

　他の女子三人の非難するような視線に負け、七なな村むらも大人しく引き下がる。

　どうでもいいがこのカラオケ店、衣い装しようといい小物といい、充じゆう実じつしすぎではないだろうか。







　撮さつ影えいタイムが終わり、みんなはしゃぎすぎて喉のどがカラカラだ。

「歌う前からテンション上がりすぎちゃいましたね。ドリンクおかわりする人！」

　紗さ夕ゆの言葉に全員分の新しいドリンクを俺が注文する。

　コの字状に配置されたソファーに奥から七なな村むら、みやちー、朝あさ姫きさん、紗さ夕ゆ、ヨルカ、最後に俺の順番で座った。

　一発目の曲は決めていたとばかりに、七なな村むらが素す早ばやく端たん末まつに打ちこむ。

「カラオケに来たんだ！　ここからは歌いまくるぞ！」

　先せん陣じんを切る七なな村むらがマイク片手に立ち上がって叫さけぶ。

　曲が流れ出すと同時に部屋の明かりが暗くなり、天てん井じようのミラーボールが回りはじめた。光の破は片へんが部屋中に散りばめられ、極ごく彩さい色しきの光線が絶え間なく交こう錯さくする。

　七なな村むらは得意のラップを披ひ露ろう、ノリのいい曲で一気に場を盛り上げる。

　よくもあれだけ口が回ると感心するほど見事に韻いんを踏ふみ、言葉を畳たたみかけて歌う様はカッコよかった。

　これだけ芸達者だと女子がなびくのも、ちょっと納なつ得とくだ。

「幸ゆき波なみちゃん。次よろしく！」

　二番手の紗さ夕ゆは流行のアイドルソングを、しかも振ふりつきで歌った。

　明るく可か愛わいらしい曲調は聞いているだけで楽しくなる。

　非日常的なコスプレのおかげでアイドルの現場感も半はん端ぱない。その完かん璧ぺきにトレースしたダンスに合わせて、七なな村むらと俺は思わずサイリウムを振ふる代わりにタンバリンとマラカスを鳴らす。

「オタ芸くらいしてくださいよー！」

　紗さ夕ゆの無茶ぶりに、みんなで笑う。

　七なな村むらと紗さ夕ゆの見事な歌唱で一気にヒートアップ。

　三番手に名乗りを上げたのはみやちー。

　選んだ曲はまさかの洋楽。日本のＣＭにも使われているテンポのいい陽気なポップナンバー。みんなメロディーは知っているけど歌詞まではよくわかっていない。それを英語で完かん璧ぺきに歌い切る。

　そういえば、みやちーは英語の成績が抜ばつ群ぐんによかった。

「英語すごい上う手まーい」と紗さ夕ゆは感動している。

　次の曲がまだ入力されてないため、みやちーが連続で歌う。

　今度は一転してアニソン、しかも俺達が生まれる前の曲。『ラムのラブソング』を猫ねこ耳みみメイド姿のみやちーがかわいらしく歌い上げる。その破は壊かい力りよくたるや半はん端ぱない。

「はい、お次は誰だれ!?」

　みやちーが勇ましくマイクをバトンのごとく差し出す。

　受け取ったのは朝あさ姫きさん。歌うのは椎しい名な林りん檎ごの『本能』。

　ナース服姿でガラスを砕くだくＰＶが有名なカッコイイ曲だ。キャッチーなメロディーと独自の世界観を描えがく歌詞を、力強く官能的に歌い上げる。苛いら立だちと倦けん怠たい感かんを乗せて歌う朝あさ姫きさんの声に聞きき惚ほれてしまう。

「歌うと気持ちいいね」と朝あさ姫きさんは、さっぱりした顔をしていた。

　そして俺の番が回ってくる。

　ここまでみんな上手だったから、ちょっとプレッシャーだ。

　印象的な前奏が流れ出す。

　俺が選んだ曲は、少しよう女じよ漫まん画がが原作のドラマ『逃にげるは恥はじだが役に立つ』の主題歌であった星ほし野の源げん『恋こい』。エンディングで出演キャストが踊おどる通つう称しよう・恋こいダンスと合わせて社会現象にもなった。

「これ、紗さ夕ゆも好きです。ドラマ毎回リアルタイムで見てました！」

「あたしも毎回欠かさず録画してたよぉ」

「私いつもラストの引きが気になって、翌週が待ちきれなかった」

「わたしも、これはお姉ちゃんと一いつ緒しよに見てた」

　ヨルカも知っている曲を選べてよかった。我ながらナイス選曲。

　サビのところでは、みんなが音楽に合わせて恋こいダンスの振ふりつけを座りながら踊おどっていた。

「ありがとー！」と歌い切ったハイテンションで俺は叫さけぶ。

　わーっと拍はく手しゆの後、満を持してヨルカである。

　美しい旋せん律りつではじまるのは竹たけ内うちまりやの代表曲『プラスティック・ラブ』だ。

　近年はシティポップというジャンルが海外で再評価され、人気を博しており、この曲をカバーした動画がとんでもない再生数を記録しているそうだ。

　大人っぽいメロディーの名曲を、ヨルカは超ちよう絶ぜつ美声で歌いこなす。

「「「「「激うま」」」」」とオーディエンスの俺達五人は同じ感想を抱いだく。

　静かに聞き入っていると、曲で歌われる眩まばゆい都会の夜景が目に浮うかんでくるようだった。

　俺の彼女はなんでも人並み以上にできてしまうな、と感心するしかない。

　すべてが平均以上、苦手なことなど無きに等しい完かん璧ぺき超ちよう人じん。

　人前で緊きん張ちようするのが数少ない弱点だが、基本的になにをやらせても上手だ。

　二番のサビにさしかかろうとした次の瞬しゆん間かん、

「お代わりのドリンクをお持ちしましたー」とガチャリと店員が入ってくる。

　途と端たん、ヨルカは歌うのをピタリと止やめてしまった。

　曲だけが流れるあの微び妙みような間ができる。

「歌えばいいじゃん。店員さんは慣れているし気にしないぜ」と俺は耳打ちする。

「知らない人には聞かれたくない」

「この面々はいいんだ？」

「ギリギリ」

「次は俺抜ぬきでみんなと行ってみれば？」

「無理。希き墨すみは前提。必ひつ須す条件」

「そ、そうか」

　ド直球で言われると、俺も照れる。

　店員はテキパキと新しいドリンクを置き、空になったグラスを回収して早々に出ていった。無む駄だのないベテランの仕事である。

　扉とびらが閉じると、ヨルカは再び歌い出す。

　うーん、やっぱり上う手まい。

　聞いていた俺達は余よ韻いんに浸ひたってしまい、曲が終わってもすぐには動けなかった。

「お粗そ末まつ様さまでした」

　ヨルカがマイクをテーブルにそっと置く。

「有あり坂さかちゃん、ヤバいね！　歌手目指せば？　俺めちゃくちゃ応おう援えんするよ！」

「ヨル先せん輩ぱい、今すぐオーディションに応おう募ぼを！　いや、もう一回歌ってください！　動画撮さつ影えいしてＳＮＳにアップします！」

　七なな村むらと紗さ夕ゆはテーブルから身を乗り出すほど興奮している。

「目立つの嫌きらいだからやめて」

　ヨルカはきっぱり断る。

　みんなでカラオケに来たところで、ヨルカはやっぱりヨルカのままだ。

　そのままカラオケは二に巡じゆん目めに突とつ入にゆう。

　各おの々おのバラエティーに富んだ選曲で歌声を披ひ露ろうしていく。

「ヨルカは、なんでそんなに歌が上手なんだ？」

　歌の合間に、ヨルカに質問してみた。

「お母さんが音楽好きで、昔から家でいろんなジャンルの曲がよく流れてたのよ。小さい頃ころはピアノも習っていたし」

「音楽が日常的に溢あふれてたんだな。でも、歌うのは？」

「それはお姉ちゃんが上手で、真ま似ねしてよく歌ってたの。そうやって一いつ緒しよに歌っているうちに自然と上達したって感じかな」

「へぇ。今とはちょっと違ちがう印象だな」

　ヨルカが誰だれかの真ま似ねをするなんて今では考えられないことだ。

「子どもの時の話だから」

　ヨルカはちょっと嫌いやそうに答える。

「ま、わかるよ。俺も妹と風ふ呂ろ入ると必ず歌ったもん。浴室って声が響ひびくし」

　俺は思わず兄目線で小さい時の思い出を語ってしまった。

　肉体的にはすっかり成長した妹の映えいにも幼児の時期は当然あった。

　俺が小学生の時は一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったりもした。

　湯ゆ舟ぶねに浸つかりながら「きすみくんも一いつ緒しよにお歌を歌って」とよくねだられたものだ。

「え？　希き墨すみまさか今でも映えいちゃんとお風ふ呂ろ入っているの？」

　ヨルカは疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けてくる。

「入るか！　ありえんわ！」

「そうよね。映えいちゃん、希き墨すみのこと大好きだからつい。この前お邪じや魔ました時もお風ふ呂ろ上あがりなのに全然動じなかったから」

「あれは映えいが無防備なだけだから。むしろ慎つつしみや羞しゆう恥ち心しんを覚えろって言ってるんだけどさ」

　俺はため息交じりに愚ぐ痴ちる。

　夏場なんかはいまだにバスタオル一枚巻いただけでうろつくから勘かん弁べんしてほしい。

「いいじゃない。そのうちお兄ちゃんを嫌きらいになるかもよ？　そうしたら今みたいに懐なついてた頃ころを振ふり返かえってさびしくなるんじゃない」

「むしろ、兄あに離ばなれしてくれて清々するよ」

「強がっちゃって」

「ほんとさ」

「けど映えいちゃんに助けてって言われたら、いくらでも力貸すでしょ」

「……ヨルカ、そんなに俺達兄きよう妹だいのこと見み抜ぬいて楽しいか？」

「じゃあ当たりなんだ。よかった」

　ヨルカは自分の読みが正解だったことに満足げだ。

「たったひとりの妹だからな。それにヨルカのお姉さんだって一いつ緒しよだろ。この前は神かん崎ざき先生に協力してくれたじゃないか」

　大雨で俺の家に泊とまった翌朝、たまたま駅まで俺がヨルカを見送りした場面を誰だれかに見られていた。それが学校中の噂うわさとなった時、神かん崎ざき先生の計らいでかつての教え子であったヨルカのお姉さんが口裏を合わせてくれて、大事にならずに済んだ。

「希き墨すみが恋こい人びと宣せん言げんしたせいで危あやうく台無しになりかけたけどね」

「お姉さん、怒おこった？」

「むしろ大笑いしてた。面おも白しろい彼かれ氏しだねって」

　恋こい人びとのご家族の心証が悪くなっていないようで、俺はほっと胸を撫なでおろす。

「お手間をかけましたってお礼と謝罪をしておいて」

「嫌いやよ。するなら自分の口で言って」

「え？　会わせてくれるの？」

「……、違ちがう!?　そういう意味じゃない。まだ早いから！」

　ヨルカはあたふたしながら拒きよ絶ぜつする。

「お姉ちゃんが無理やり訊きき出だすから、最低限伝えてるだけ。恋こい人びとができたのは知ってるけど、まだ希き墨すみの名前だって教えてないもの」

「有あり坂さか家では俺の存在ってそんなにアンタッチャブルなの？」

　心配になって、思わずマジなトーンで確かく認にんしてしまう。

「単純にわたしが気き恥はずかしくて、必死に隠かくしてるだけ。お姉ちゃんはわたしと違ちがって友達や知り合いが多いから、あっという間に希き墨すみのこと調べられちゃいそうで」

「ずいぶん過保護なお姉さんみたいだな」

　俺はできるだけ好意的に捉とらえてみる。

「うーん、単純にお姉ちゃんはわたしで遊ぶのが好きなのよ」

「それ含ふくめて妹への愛情表現なんだよ」

「妹的にはさすがに迷めい惑わくなんですけど」

　ヨルカは複雑な表情をしていた。

「まぁ大目に見てほしいかな」

「それは、お兄ちゃん側としての本音？」

「ノーコメント」

「希き墨すみと映えいちゃんが仲良しなのはバレバレだから」

「そっちだって。俺から見ても、ヨルカとお姉さんはいい姉し妹まいな気がするぞ」

　ヨルカの言葉の端はし々ばしから想像するに、妹が好きすぎて猫ねこかわいがりしているタイプだろう。

「……ま、そのうち顔を合わせることになるのかな。媚こび売って、お姉ちゃんの味方にならないでよ」

「その時は全力でヨルカを褒ほめちぎるから安心してくれ」

「そういうのお姉ちゃんが一番喜ぶからやめて」

「いいだろ。俺の目から見た有あり坂さかヨルカの魅み力りよくを余すことなく伝えたいんだよ」

「それなら今度瀬せ名な家行った時に、まったく同じことをわたしもするよ」

　ヨルカは悶もだえながらも脅おどしてくる。

「……すげえきついな」

　映えいは喜んで話に乗ってくるだろう。そこに親まで同席された日には平静さを保てる自信がない。

　恋こい人びとの口から家族に自分の違ちがう一面をバラされるのは、なかなかに気き恥はずかしいものだ。

「でしょ」

　褒ほめちぎられるのに慣れていない人間からすれば、かなりムズムズする状じよう況きようである。

「おいおい。さっきからふたりだけの世界に入ってるんじゃねえぞ」

　七なな村むらの茶化す声で、我に返る。

　いつの間にか曲が終わっていた。

　他の四人がじーっと俺達を見ていたらしい。

　鼻の穴を膨ふくらませてニヤつく七なな村むら。微ほほ笑えましく見守るみやちー。呆あきれかえっている朝あさ姫きさん。

そして、恋こいに浮うかれる先せん輩ぱいの俺に冷ややかな視線を送る紗さ夕ゆ。

「きー先せん輩ぱい。妄もう想そうは自由ですけど、もうご両親に挨あい拶さつとか気が早すぎ。女子的には重いですってば」

「いいだろ。俺達だけの話なんだから」

「高校生の恋れん愛あいで結けつ婚こんまで考えちゃうなんてロマンチストですね」

「ロマンなもんか。いつかはお互たがいの家族と顔を合わすだろ」

「はぁ。熱愛なのは結構ですけど、最初から強火だとすぐに燃もえ尽つきちゃいますよ」

「むしろ燃え続けるね」

「そりゃ、ヨル先せん輩ぱいは美人さんですから、きー先せん輩ぱいが浮うかれちゃう気持ちもわかりますよ。だけど、あんまり期待しすぎると足元掬すくわれますからね」

　紗さ夕ゆはたしなめるように助言してくる。

「幸ゆき波なみさんは、ドライな考え方をしてるんだね」

　みやちーは興味深そうに聞いていた。

「まぁ、別れる時は別れるだろ。喧けん嘩か別わかれにならなくても、どうしたって新しん鮮せんさは無くなるし、慣れて、飽あきることもある。そこで別れるかは当人同士の問題だろ」

　七なな村むらはさっぱりと割り切っていた。

「恋れん愛あいに夢がないね、七なな村むらくんは」

「恋れん愛あいは現実だろ。恋こいに恋こいする子だって、生身の相手と接するうちに嫌いやでも目が覚める。むしろ覚めないとヤバイ。なんでもかんでも思い通りにはいかないし、自分だって相手の理想通りにはなれない。……支はせ倉くらちゃんもてっきりこっち側だと思ってたけど」

　朝あさ姫きさんの言葉に、七なな村むらは意外そうな反応だった。

「私が簡単に人を好きになれないタイプだからかな。誰だれかを好きだって気づく瞬しゆん間かんは、やっぱり特別な気がする。他人から見ればきっと何気ないことなんだろうけど、私にとっては決定的なことだったりするし」

　朝あさ姫きさんは雑然としたテーブルにわずかに視線を落としながら、自身の恋れん愛あい観かんをこぼす。

　俺達はそれを黙だまって聞いていた。

　その雰ふん囲い気きに気づいた朝あさ姫きさんは空気を読むように慌あわてて「まぁ恋こい多き人には夢見がちにも感じられるのかもしれないけどね！」と誤ご魔ま化かす。

「それ、ちょっとわかる」

　最初に同意したのはヨルカだった。

　ヨルカと朝あさ姫きさんの目が、今日はじめて合ったと思う。

　俺も七なな村むらもみやちーも静かに驚おどろいた。

　なにより朝あさ姫きさんが一番びっくりしていた。

「ありがとう、有あり坂さかさん」

「もう少し聞きたい」

　ヨルカのリクエストに、朝あさ姫きさんは言葉を続ける。

「恋れん愛あいって相手と付き合ってるの状態だけじゃなくて、その前の緩ゆるやかな過程も含ふくまれてると思うの。極論を言えば、恋こいはひとりからでもできるって感じ」

「うん」とヨルカが相づちを打つ。

「好きな人を想おもってる時間も立派な恋れん愛あいかなって。だって、それだけでも楽しいじゃない。頭の中の出来事だけかもしれないけど、想像するだけで心が躍おどるのって素す敵てきなことだと思うし」

　人を好きになる──それはとても豊かな時間だ。

　報むくわれるだけが恋れん愛あいではない。

　切ない気持ちに襲おそわれることもある。

　片かた想おもいでいることが楽な場合だってあるだろう。

　先に進みたくて、でも両りよう想おもいになることが夢や幻まぼろしで終わるかもしれない。

「片かた想おもいで終わるのか、相手に告白するのか。告白したいなら、まずは連れん絡らく先さきを交こう換かんして、とりあえず遊びに誘さそって仲を深めようとか、具体的な行動に移す。そこでやっと現実と繫つながってくのかなって」

　ヨルカは真しん剣けんな表情で頷うなずく。

　恋れん愛あいをしたことがあるなら誰だれにでも身に覚えのある実感だと思う。

　それは、もしかしたら初う心ぶな感傷や稚ち拙せつな思いこみなのかもしれない。

　たくさんの恋こいをすれば、もしかしたら慣れて、あるいは鈍にぶくもなるのだろう。

　だけど青春とは未熟で敏びん感かんで──だから特別なのだと俺は思った。




「──そうやって失しつ恋れんを美化して、大人になれってことですか？」




　不満げな声を上げたのは、紗さ夕ゆだった。

「どうしてそう思うの？」

　朝あさ姫きさんは後こう輩はいに静かに訊きき返かえす。

「だって乙おと女めチックに片かた想おもいを肯こう定ていして、失敗した恋れん愛あいを楽しかった思い出にしろってことですよね。悔くやしくないんですか？　つらくないんですか？」

「おい、紗さ夕ゆ。急にどうした？」

「きー先せん輩ぱいは黙だまっててください」

　仲ちゆう裁さいに入ろうとした俺を、紗さ夕ゆは鋭するどく睨にらむ。

「……紗さ夕ゆちゃんがどうしてムキになってるかはさておき、その答えは簡単よ」

「聞きたいですね」

「たとえ振ふられても真しん剣けんに応えてくれた人なら、私の見る目は間ま違ちがってなかった。そう思えるじゃない。それは傷じゃなくて、きちんと私の自信になる」

　朝あさ姫きさんは涼すずやかな声で答える。

「そうやって糧かてにして、相手が死ぬほど後こう悔かいするくらい、いい女にならなきゃ駄だ目めでしょう」

　一いつ瞬しゆんだけ俺の方を見た気がする。

　そう言い切れる支はせ倉くら朝あさ姫きという女の子は、やはり素す敵てきだと思った。
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「ちょっとお手洗いに行ってきます」と幸ゆき波なみさんは部屋を飛び出す。

「私も熱いこと言っちゃったね。あ、飲み物のお代わり注文しておいて。念のため様子を見てくる」

　すかさず朝あさ姫きちゃんも後を追うように廊ろう下かに出ていく。

「どうしたんだろうね幸ゆき波なみさん」

「幸ゆき波なみちゃんも悩なやめるお年とし頃ごろ？」

「紗さ夕ゆにすんげえ睨にらまれた」

　あたしの一声をきっかけに、ななむーもスミスミも感想をこぼす。

「幸ゆき波なみちゃん、ノリよさげに見えて意外と純情派とか？」

「なんだか心の琴きん線せんに触ふれちゃったんだろうねぇ。スミスミも予想外っぽいし」

　あたしが振ふると、面めん喰くらっていたスミスミが先に謝ってくる。

「空気悪くしたならすまん。普ふ段だんはああいう感じじゃないんだ。俺も、正直びっくりした」

「別に気にすんなって。あれくらいどうってことない」

「そうだよ。スミスミも別に幹事とか先せん輩ぱいだからって気を遣つかわないで」

「だけど、一応俺の後こう輩はいだからさ。こうやってみんなと遊ぶことになったんだ。せっかくだから、紗さ夕ゆと仲良くしてやってほしいんだ」

　スミスミは我が事のように恐きよう縮しゆくしていた。

　こういう律りち儀ぎなところを評価して、神かん崎ざき先生は彼をクラス委員にしたのだろう。

「んー部活の先せん輩ぱい後こう輩はいってやっぱりそういう感じなの？　それって中学時代だけの話でしょ？　いつまでも同じってどうなんだろ？」

「宮みや内うち、しゃーねーよ。連帯責任は体育会系の悪あしき習慣だからな」

「ななむーはその割に好き勝手やってる印象なんだけど」

「ハハハ、チームを背負う大エースにのみ許された特権ってやつだ」

「じゃあスミスミもバスケ部に復帰させてあげてよ。その特権ってやつでさ」

　あたしがチクリと言うと、ななむーはその上背のある身体からだを縮める。

「宮みや内うち、そこは突つつかないでくれよ」

「そうだよ、みやちー。俺も今さら戻もどる気もないし」

「男の子の連帯感ってズルいよねぇ。ヨルヨルもそう思わない？」

　あたしは黙だまったままの彼女に同意を求めた。

　彼女は答えず、なにか考えこんでいた。

「……ヨルヨル、どうしたの？」

「さっきの紗さ夕ゆちゃんの言葉を思い返してたの。そしたら、わたしには無理だなって」

「無理って、なにが？」

「『失敗した恋れん愛あいを楽しかった思い出にしろ』ってところ」

　ヨルヨルは神しん妙みような面おも持もちで答える。

「ヨルカ。それは失しつ恋れんを引きずらずに、次に活いかせって意味だぞ」

「わかってるってば。ただ、それは今している恋れん愛あいが終わって、過去になるってことでしょ。それは絶対に嫌いやだなって。無理だなって思ったの。だからね」

　彼女は言葉を一度切って、恋こい人びとの彼を見ながら告げた。




「わたしは希き墨すみとずっと一いつ緒しよにいたい。ずっと未来がいい」




　彼は呆ぼう然ぜんとしながら彼女の顔を眺ながめていた。

「いいでしょう、わたしの希望よ。そんなに見つめないで」

「俺、今日の日を一生忘れない！」

「大げさ」

「それぐらい俺は感動した。心に焼きつけたい。忘れたくない！」

　狂きよう喜き乱らん舞ぶしているスミスミは、ヨルヨルにぐっと距きよ離りをつめようとする。

「ここは美術準備室じゃない、バカ！」と押し返されていた。

「有あり坂さかちゃんがピュアすぎて眩まぶしい」

「ヨルヨル、こっちが恥はずかしくなるよぉ」

　思いもよらず、瀬せ名な希き墨すみと有あり坂さかヨルカのあまりに純な熱愛ぶりを見せつけられてしまう。

　目を合わせたあたしとななむーは、部屋から一時退室しようかと思った。
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　朝あさ姫きがトイレに向かうも、中には誰だれもいなかった。

「帰っちゃったのかな。けど荷物は部屋に置いたままだし、制服にも着き替かえてないわけだし」

　二基あるエレベーターの階数表示は共に上の階を示していた。

「とすると……」

　朝あさ姫きは外階段に出る扉とびらに目をつけた。

　重いその扉とびらを開ける。

　見晴らしがよく、空が広くて気持ちがいい。

　だが下を見れば、ビルが狭せま苦くるしそうに肩かたを寄せ合う駅前らしい雑然とした景色。

　幸ゆき波なみ紗さ夕ゆは階段を少し下りた踊おどり場ばにいた。

　手すりに身を預けて、夕日が沈しずむのを眺ながめている。

「ハンカチ貸そうか？」

　朝あさ姫きは、紗さ夕ゆの背中の気配から状じよう況きようを察してそう声をかけた。

「……、大だい丈じよう夫ぶです。自分のあるので」

「ミニスカポリスなのに？」

　そう言われて、紗さ夕ゆはオモチャの拳けん銃じゆうと手て錠じようしか持っていないことに気づく。

「はい、どうぞ。涙なみだを拭ふきなよ」

　ナース服の上から自前のカーディガンを着ていた朝あさ姫きは、そのポケットに予備のハンカチをいつも忍しのばせていた。

「用意がいいんですね」

「ハンカチ、二枚持っているから」

「アサ先せん輩ぱいが男の子なら絶対惚ほれちゃいますね」

　紗さ夕ゆはハンカチを大人しく受け取ると、頰ほおをそっと拭ぬぐった。

「紗さ夕ゆちゃんは女の子。そして私も女の子」

　朝あさ姫きは軽い調子で答えながら、紗さ夕ゆのとなりに並んだ。

「ふつうの男子ならこんなスマートにはいきませんよ」

「大たい抵ていの男の子は遠えん慮りよしすぎか、気持ちを押しつけがちだからね」

　わかるー、とばかりにふたりは同時に笑う。

「ほんと、アサ先せん輩ぱいタイミングよすぎ。ここにいるのも、よくわかりましたね」

「私、こういう流れとか空気とか、相手がして欲ほしいことを読むのが得意なの」

　それは支はせ倉くら朝あさ姫きの才能のひとつだった。

　相手の感情や本心を繊せん細さいに感じ取り、どんなことをしてあげればいいかを的確に判断できる。

　相手が欲ほつしている言葉をかけてあげれば、大たい抵ていは嫌いやがられない。

　多くの場合は好意として返ってくる。

　ゆえに朝あさ姫きは小さい時から人間関係で苦労したことはない。

　男女問わずバランスよく相手との距きよ離りをとり、どんなコミュニティに所属しても自然と中心に置かれるようになる。

　幸いなことに朝あさ姫き自身、そんな自分を望まれるのが嫌いやではなかった。

　学校ならばクラス委員。所属している茶さ道どう部ぶでは大勢いる同学年の中でもリーダー的役割を務める。周りからは「来年の部長は支はせ倉くらさんしかいないよね」とも言われていた。

　要するに、人の心を摑つかむのが上う手まいのだろう。

　他人への好こう奇き心しんも強く、自然と人の名前を覚えるのが得意になった。

　丹たん念ねんに相手を観察するほど、その人となりを発見できるのが面おも白しろい。

　その反面、膨ぼう大だいな人のヴァリエーションを記き憶おくしているからこそ、胸がときめくような相手にめぐり会えない。

　大たい抵ていは、出会ったことのある相手の類型だ。

　七なな村むら竜りゆうからは夢見がちと評されたが、むしろ恋れん愛あいに対して冷静すぎるのだと自分では思っている。

　告白される度たびに友人達は口を揃そろえて「とりあえず付き合ってみれば？」と言う。

　だけど最初から相手の人となりが想像ついてしまうため、朝あさ姫きはどうしても付き合おうとは思えなかった。

　第一そんな風に気軽に付き合う感覚がわからなかった。

　しかも、わざわざ退たい屈くつだとわかっていることに時間を割さくのは惜おしい。

　大学の推すい薦せん入にゆう学がくを目指している朝あさ姫きにとって、恋れん愛あいという娯ご楽らくより次の未来への準備の方が大事だ。

　結果として支はせ倉くら朝あさ姫きにとっては恋れん愛あいの優先順位が低くなるのは必然だった。

　その例外として現れたのが、瀬せ名な希き墨すみである。

　一見、目立ったところのない男の子。

　彼は無自覚に人に合わせるのが上手な人だ。

　いつも他人に合わせてばかりの朝あさ姫きにとって、他人から合わせてもらえるのがすごく心地ここちよく楽だった。

　そうやって彼との何気ないはずの会話がいつしか楽しく感じるようになっていた。

「アサ先せん輩ぱいみたいな綺き麗れいな人に絶ぜつ妙みようなタイミングで声かけられたら一発で恋こいに落ちますって。もし告白なんかされたなら即そくＯＫ以外、ありませんよ」

「ところが、そうもいかなかったんだよね……」

「例の振ふられた相手ですよね？　一体どんな理由でダメだったんですか」

「強力なライバルがいた。ただ、それだけかな」

「アサ先せん輩ぱいに負けない人なんて、それこそヨル先せん輩ぱいくらいしか──」

　紗さ夕ゆはそう言いかけて、固まる。

　それからワナワナと震ふるえるように答え合わせをした。

「あ、アサ先せん輩ぱいが告白して振ふられたのって、きー先せん輩ぱいなんですか」

「うん」

　朝あさ姫きはあっさり認める。

「噓うそ!?　え、いや。なんで！　もう、これ以上ありえないことなんて起きないでよ！」

　紗さ夕ゆはその場でぐるぐると回るように、激しく動どう揺ようしていた。

「そんなに動くと危ないよ」

　うっかり柵さくから落ちたら無事では済まない。

「あんまりにも思いがけないことで、なんかショックです」

「彼を好きになるのって変かな？」

「変っていうか、わざわざ選ぶ意味がわからなくて」

「それを紗さ夕ゆちゃんが言うんだ」

　朝あさ姫きは見み透すかしているように後こう輩はいを見た。

「……アサ先せん輩ぱいは、どうして告白しようと思ったんですか？」

「お、グイグイ訊きいてくるね」

「この場には私達しかいませんし」

　どうしても聞きたいと紗さ夕ゆの目が必死に訴うつたえかけていた。

　確かに、夕暮れの外階段は内ない緒しよ話ばなしをするにはちょうどいい。

「希き墨すみくんよりカッコイイ人はいる。成績のいい人、運動できる人、お金持ちな人。賢かしこい人、面おも白しろい人、元気な人。そういう誰だれが見ても判断できる特とく徴ちようって、彼にはないと思うの。本人も地味だとか平へい凡ぼんだとか、自分はふつうだとかよく言うじゃない」

「うん、すっごく言いますね」

　紗さ夕ゆは激しく同意する。

「でも、私は誰だれかに自じ慢まんしたいような恋こい人びとがほしいわけじゃないし。正直ずっと友達のままでも別によかったんだと思う」

　二年生になり、支はせ倉くら朝あさ姫きは瀬せ名な希き墨すみと同じクラスになった。

　クラス委員同士、去年から交流はあった。彼の人となりを知っているから今年の相棒としては申し分ない。彼は常に全体を見てくれるし、細やかなフォローが上手で頼たよりになる。

　仕事はしやすいし、悩なやみがあれば同じレベルで共有できて共に考えてくれる。

　そういう日々の小さな積み重ねが好意を育んでいく。

　朝あさ姫きは恋こい心ごころを自覚しつつも、急いで関係性を変えようとは思っていなかった。

　支はせ倉くら朝あさ姫きにとって恋れん愛あいの優先順位は高くない。

　だが、その順位を覆くつがえすような出来事に遭そう遇ぐうしてしまった。

「彼の傷ついた顔を見た時、気づいちゃったの。あぁ、私が彼を慰なぐさめてあげたいって。私と一いつ緒しよにいることで笑ってほしい。もっと、深く付き合いたいって」

　すると、紗さ夕ゆはせっかく収まったはずの涙なみだをまた流していた。

「なんでまた泣くのよ」

「だってぇ、アサ先せん輩ぱい、の話にはぁ、共感ッ、しか、なぁぐてぇ」

「感動の涙なみだなら構わないけど」

　ぐずる紗さ夕ゆの涙なみだが止まるのを静かに待つ。

　空はゆっくり橙だいだい色いろから紫むらさき、そして夜の色へと移り変わっていく。

「ちなみに告白のコツってあります？」持ち直した紗さ夕ゆはさらに助言を求めた。

「振ふられた私に質問する？」

「アサ先せん輩ぱいの告白なら、ふつうは絶対成功しますから！」




「告白が上う手まくいくかは、相あい性しようとタイミング」




　朝あさ姫きは簡潔に言い切る。

「コミュニケーションを重ねて、好意を抱いだかせる。その仕上げに告白する」

「告白が、仕上げ」

「そう。かけた時間は関係ない。その前提が整ってないで告白するから失敗する。その上で、最後に相あい性しようとタイミングが重要になるって感じ」

「アサ先せん輩ぱいは、それがわかっててもダメだったんですよね？」

「最後にどんでん返しを食らっちゃってさ」

　あの放課後、あの瞬しゆん間かんこそがベスト。

　そう直感して、傷ついていた彼に想おもいを告げた。

　迷える彼だったが、あのままいけば恋こい人びとになっていたはずだ。

　だけど運命は、朝あさ姫きの読みを裏切るように最高のタイミングで最強のライバルを登場させた。

　有あり坂さかヨルカは全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭とすように、恋こい人びとである瀬せ名な希き墨すみを取り返しにきた。

　あんな情熱的な振ふる舞まいは自分にはできない。

　そう感心してしまい、あっさり退ひいてしまった。

　思い出しても、少し笑える。

　今日のカラオケも朝あさ姫きの参加が決まった途と端たん、あの有あり坂さかヨルカも来ることになった。

　すっかり警けい戒かいされていると思いきや、先ほどのように恋れん愛あいについて語ると、有あり坂さかヨルカが一番に共感するのだから不思議なものだ。

「恋れん愛あいって面おも白しろいよね。どんなに上う手まくいくと思っても、百パーセントだけはありえないんだから」

　そして、ここに自分と同じ境きよう遇ぐうにいる後こう輩はいと巡めぐり合あえた。




「ていうか、紗さ夕ゆちゃんも希き墨すみくんのこと好きでしょ」




「な、なんでわかるんですか！」

　朝あさ姫きに言い当てられて、紗さ夕ゆは動どう揺ようした。

「そりゃ目は口ほどに物を言うし。希き墨すみくんを見る紗さ夕ゆちゃんの視線にはラブが溢あふれてるもの」

「きー先せん輩ぱいにはバレてないですよね。すっごく戻もどりづらいんですけど」

「気づかれてないでしょ」

　朝あさ姫きは冗じよう談だんっぽく言う。

「さっきものすごく睨にらんじゃいましたよ」

「甘い。あなたが戦うのは有あり坂さかさんなんだよ？　彼女ならもっと鋭するどく睨にらみつけてるんだから」

「あんな美人の視線を真正面から受けて、恐こわくないんですかね」

「それが大だい丈じよう夫ぶだから付き合えてるんでしょ」

「ドＭとか？」

「さぁ。けど他の男の子がみんな有あり坂さかさんにビビっちゃう中で、希き墨すみくんだけが恋こい人びとになってるのが事実だからね」

「きー先せん輩ぱいっていざという時に厚かましいというか、めげないからな」

「けど、そんな彼を一いち途ずに追いかけて同じ高校に入ったんでしょ？」

　紗さ夕ゆは深いため息をつく。

「そんなロマンチックなものじゃないです」

「よかったら、今度は紗さ夕ゆちゃんの話を聞かせてほしいな」

　朝あさ姫きのやさしい呼びかけに肩かたを震ふるわせる紗さ夕ゆ。

「……きー先せん輩ぱいは近すぎたんです。横にいるのが当たり前すぎて、気き兼がねなくて、楽しくて。この気持ちが先せん輩ぱいへの信しん頼らいじゃなくて、恋れん愛あい感情って気づいたのはきー先せん輩ぱいが部活を引退してからなので」

「すぐ告白しなかったの？」

「意識し出したら、急に上う手まく喋しやべれなくなっちゃって。ちょうどきー先せん輩ぱいも引退してから一気に受験モードに入って、ラインする頻ひん度ども少なくなるし」

「部活で会えない。学年も違ちがう。連れん絡らくも控ひかえちゃう。一いつ般ぱん的てきな恋れん愛あいのセオリーからすると真逆の行動だね」

「わ、私はきー先せん輩ぱいに気を遣つかってたわけで」

「そうやって自分が行動できない言い訳にしてたんでしょ？」

「手厳しいですね」

「だって、中学時代に告白してたら、きっと付き合えてたんじゃない？　少なくとも今の百倍は勝算あったと思うんだけど」

　瀬せ名な希き墨すみと幸ゆき波なみ紗さ夕ゆはしっかりとした絆きずなで結ばれていると、朝あさ姫きは見ていて感じた。

　きっかけさえあれば男女の仲に発展するのも容た易やすい。

　──少なくとも中学時代のふたりならば、相あい性しようとタイミングという要件は満たしていた。

「そーなんですよねぇー。高校できー先せん輩ぱいに彼女ができるなんて完全に予想外すぎて」

　紗さ夕ゆはがっくりとうなだれる。

　隠かくしていた絶望感と悲ひ壮そう感かんが一気に露あらわになる。

「きー先せん輩ぱいを好きになるような物好き、他にいないと思ってたんですよ！」

　心からの嘆なげきは見ていても気の毒だ。

「しかも友達関係まで昔より華はなやかなのってなんなんですか？　七なな村むら先せん輩ぱいはバスケ部エースだし、宮みや内うち先せん輩ぱいは超ちようキュート。アサ先せん輩ぱいはめっちゃ空気読めて美人で、一いつ緒しよにクラス委員までやってるし。それで極きわめつけはヨル先せん輩ぱいですよ！　あんな最強スペック女子なのに、なんできー先せん輩ぱいと付き合ってるんです？　ありえないですよ！　ぶぅ！」

　溜ためこんでいた感情が爆ばく発はつする。

　中学時代の地味で平へい凡ぼんな瀬せ名な希き墨すみを知る紗さ夕ゆからすれば、周囲の友人の華はなやかさは驚きよう愕がくだ。

「あはは。失しつ恋れんを拗こじらせてるなぁ」

「笑いごとじゃないです。それに私、まだ失恋すらできてません」

　夕日に照らされる物もの憂うげな紗さ夕ゆ。

「高校まで追いかけてくるなんて勇気あるよ」

「我ながら回りくどいなって思います。けど好きな人と同じ学校で恋れん愛あいできたら楽しいじゃないですか」

「どうして、そこまで希き墨すみくんなの？」

「半分は意地みたいなものです。忘れようとしても、忘れられないし……」

「割り切るのも大事だよ。中学時代から好きなら、三年近く片かた想おもいしてるわけでしょ？　長く抱かかえすぎた感情って性タ質チが悪いし」

「い、一回だけ告白しようとしたんです！　だけど、きー先せん輩ぱいが来てくれなくて」

「希き墨すみくんって約束を忘れるタイプじゃないでしょ？　ちゃんと伝わってたの？」

「私の引退試合を応おう援えんしに来てくださいってラインしましたよ！　既き読どくだって、ついたのに」

　思い出して、しょげてしまう紗さ夕ゆの姿はかわいい。

「そんなショックなら怒おこって、嫌きらいになりそうだけど」

「返事さえ来ないなんて、今までなかったから……」

「それ、きちんと確かめた？」

　紗さ夕ゆは目を逸そらし、だんまりを決めこむ。

「よーし。じゃあ今から確かく認にんしに行こうか」

　ウキウキの朝あさ姫きは回れ右して、階段を上ろうとする。

　紗さ夕ゆは朝あさ姫きの腕うでを摑つかんで、それを押しとどめた。

「そうですよ、去年の夏は恐こわくて確かめられませんでしたよ！　悪いですか！」

　去年の夏ということは、瀬せ名な希き墨すみがバスケ部を辞やめた時期と重なっているかもしれない。

　紗さ夕ゆの口くち振ぶりでは、その事実は知らないようだ。

「踏ふん切ぎりがつかなくて一番苦しいのは紗さ夕ゆちゃんでしょうに」

「わかってます！　わかってるんですけどぉ！」

　長引かせるほどハードルが上がるのは紗さ夕ゆも嫌いやというほど自覚していた。

　片かた想おもいは結ばれない代わりに、白黒がつかないから楽しいままでいられる。

　可能性が残っている──ただ、それだけで救われることもある。

「紗さ夕ゆちゃん。中学時代に戻もどりたいならオススメしないよ」

「むしろお断りです。きー先せん輩ぱい、いまだに私の扱あつかい方かたが中学時代と変わらないのがムカつくくらいなんですから」

「希き墨すみくんらしい」

「そう。きー先せん輩ぱいは全然変わってないんです。だから、余計に悔くやしくて」

「悔くやしい？」

　紗さ夕ゆは下した唇くちびるを嚙かみ、燻くすぶっていた想おもいを言葉にした。

「あの人は近所だって理由だけでずーっと私の世話を焼いてくれました。そのせいで男バスの先せん輩ぱいとかから舐なめられてたんです。幸ゆき波なみ紗さ夕ゆの専属マネージャーだってからかわれて。だけど、おまえらこそ、きー先せん輩ぱいの足元にも及およばないぞって！　どんなに目立たないことでも手を抜ぬかないし、責任をもってやる人なんです。周りの声に流されず、黙もく々もくと地味だけど大切なことを全うする。そういう真面目さと懐ふところの深さが、いいなって……」

「自分以外にも、その魅み力りよくに気づいた人がいて悔くやしいわけか。複雑な乙女おとめ心ごころ」

　朝あさ姫きは、一いち途ずなこの後こう輩はい女子を微ほほ笑えましく思う。

「いっそきー先せん輩ぱいが高校デビューしてチャラチャラしてくれてれば幻げん滅めつできたんですけど」

　紗さ夕ゆは顔を上げて、背筋を伸のばした。

「でも希き墨すみくんに声をかけてきたってことは、まだ諦あきらめてないんでしょ？」

　朝あさ姫きは本心を訊たずねる。

「はい。この恋こいに決着をつけます」

　その元スポーツ少女っぽい快活な言い方に、朝あさ姫きはにっこりと笑った。

「じゃあ応おう援えん代がわりに一個だけヒントをあげる。去年の夏、あなたの引退試合に来れなかった理由を、ちゃんと本人に訊きいてみればいいと思うよ」

　紗さ夕ゆは具体的な助言がもらえたことに目を丸くした。

「はい！　確かめてみます！」

「うん。じゃあ戻もどろうか」

　階段を上がり、扉とびらを開ける前に紗さ夕ゆは謝る。

「さっきはすみませんでした。気晴らしにって、私から誘さそったのに。なんか嚙かみつくような言い方しちゃって」

「迷える後こう輩はいを導くのも、先せん輩ぱいの役目よ。気にしないで」

「あの、これから師し匠しようと呼んでいいですか？」

「それは嫌いや」

「ぶぅ！　アサ先せん輩ぱい、厳きびしぃ」

「はー恋こいする乙女おとめに中あてられちゃったな。がっつり恋こいバナしちゃったよ」

「後こう輩はいを導くって言った矢先に嘆なげかないでくださいよ！」

「だって紗さ夕ゆちゃん、想像以上にガチなんだもん」

「命短し恋こいせよ乙女おとめ──ってやつです」

　その言葉はふいに朝あさ姫きの心の琴きん線せんに触ふれる。

「……あと何回、私達は恋こいに落ちれるのかな」

　朝あさ姫きは扉とびらを開ける。

「アサ先せん輩ぱいなら、いくらでもできると思いますけど」

「付き合うことと本気で恋こいすることは同じとは限らないじゃない」

　中には毎度全力で相手を好きになれる人もいるだろう。

　だけど、支はせ倉くら朝あさ姫きには無理だった。

　──特別に好きな人から愛されたい。

　そして朝あさ姫きはようやく気づく。

　単純なことだ。

「そっか。私、有あり坂さかさんが羨うらやましいんだ」

　誰だれにも聞こえないように、小さく呟つぶやく。

　言葉にした途と端たん、胸むねの奥に抱かかえていた違い和わ感かんが失しつ恋れんの痛みだとようやく気づいた。




　　◇◇◇




　朝あさ姫きさんと紗さ夕ゆが帰ってきた時、ちょうど七なな村むらの熱唱が終わった。

「おかえり。ずいぶん長いトイレだったな」

「七なな村むらくん、デリカシーなさすぎだから。最低」と朝あさ姫きさんは笑いながら元の席に座る。

　紗さ夕ゆはやけに力んだ顔をしながら俺を見ていた。

「……どうした紗さ夕ゆ、恐こわい顔して？」

「えーっと。ちょっと質問があるんですけど、訊きいていいですか？」

「あらたまって、なんだよ。別に構わないけど」

　紗さ夕ゆの緊きん張ちようが伝わってきて、俺まで思わず身構えてしまう。

　ヨルカもみやちーも紗さ夕ゆの次の言葉を待っていた。

「あの！　理由を教えてください！」

「なんの？」

「去年の夏、私の引退試合に来てくれなかったことです」

「引退、試合……」

「私、連れん絡らくしましたよね。既き読どくもちゃんとついてました。後こう輩はいの最後の晴はれ舞ぶ台たいくらい応おう援えんに来てくれてもいいじゃないですか。その、せめて、断りの返事くらい欲ほしかった、です」

　紗さ夕ゆは絞しぼり出だすように、俺に問いかける。

　──去年の、夏。

「あッ!?」

　そうか、ちょうどあの時だ。

「紗さ夕ゆ、すまない。あの時期はかなりトラブってて」

「今さら謝っても許しませんよ！」

　俺の反応を見て、紗さ夕ゆは当然のように不ふ機き嫌げんになる。

「なぁ、幸ゆき波なみちゃんが言ってるのは夏の大会だろ。日時ってまだ覚えてる？」

　七なな村むらがいつになく真面目な声で訊たずねた。

　紗さ夕ゆが日付を答えると、七なな村むら、みやちーは合が点てんがいった様子である。

「……──あ。もしかして、あの時？」

　ヨルカも思い至ったようだ。

「え。なんですか？　去年の夏になにかあったんですか？」

　二年生達の反応に、紗さ夕ゆが不ふ審しんそうに訊たずねる。

「悪い、幸ゆき波なみちゃん。瀬せ名なが応おう援えん行けなかったのは、俺が原因だ。あの時はゴタゴタしてて、瀬せ名なはまったく悪くない」

「どうして七なな村むら先せん輩ぱいが謝るんです？　私にもちゃんと教えてくださいよ」

　あの自信家の七なな村むらが自ら謝る状じよう況きように、紗さ夕ゆはいよいよ困こん惑わくする。

「バスケ部で他校と練習試合中に喧けん嘩かが起きたの。で、ななむーを庇かばったスミスミが責任をとらされて退部したの」

　みやちーは淡たん々たんとした声で事実だけを語った。

「紗さ夕ゆ。連れん絡らくしなくて悪かった。あの時は、かなり参ってたんだ。すまん……」

「い、いやぁ。きー先せん輩ぱいも、中々やりますねぇ。えーさすがにビックリだな。友達を庇かばうなんて男気ありますね。そーいうことなら仕方ないですもんね。いやーてっきり嫌きらわれたとばかり」

　はじめて知る一年前の真実に紗さ夕ゆも面食らっている。

「そんなわけないだろ！　ちゃんとわかってたら応おう援えんに行ってた！」

「はい。……無視されたんじゃないってわかって、よかったです」

　俺の謝罪を受けて、紗さ夕ゆは急にしおらしくなる。

「うんうん。希き墨すみからの返事遅おくれたら腹立つよね」

　隣となりでヨルカは深く共感していた。

「そこでヨルカが賛同するなよ」

「反応がないって不安なの」

「俺と付き合うまではロクにラインもしてなかったくせに」

「希き墨すみとラインするのは楽しいわよ。もし迷めい惑わくなら、少しは、我が慢まん、するけど……」

　毎日のようにラインでやりとりをするヨルカは悲しそうな顔になった。

　うっかり先に寝ね落おちすると翌朝には不満のメッセージが届いている。

　俺は、それすら愛いとおしく感じるのだ。

「この前だって零れい時じピッタリに送ってきただろ」

　半日も我が慢まんできないヨルカが、何日もラインを封印できるのだろうか。

「あ、あれは翌朝遅ち刻こくしないように起きてるうちに送っただけ！」

「わかってるって。俺も楽しいから今のままでお願いします」

「ならよかった！」

　パッと晴れやかな表情に変わるヨルカ。

　そんな恋こい人びとの素す直なおな反応に俺も嬉うれしい気持ちになる。

「おいおい、どさくさに紛まぎれてイチャついてんじゃねーぞ。湿しめっぽいのはおしまい！　まだ終しゆう了りよう時じ刻こくまで時間はあるぞ。カラオケ来たんだから、もっと歌え！」

「ふたりがいない間に、あたし達で歌ってたからたくさん予約いれて大だい丈じよう夫ぶだよ」

　七なな村むらとみやちーが選曲を促うながす。

「じゃあ、私が歌いまーす！」

　急に元気になった紗さ夕ゆが勢いよくマイクをとった。

　アップテンポな明るい曲が流れはじめ、水を得た魚のようにノリノリで歌う。

　間奏になり、紗さ夕ゆはちらりと朝あさ姫きさんの方へ目をやった。

　朝あさ姫きさんはその嬉うれしそうな後こう輩はいの顔を見て、満足げに頷うなずく。

　帰ってきたふたりは、なにやら固い信しん頼らいで結ばれているように見えた。




　　◇◇◇




「私の分まで出してもらっちゃって。ありがとうございます！」

　入学祝いということで、紗さ夕ゆの分は俺達二年生がおごることになった。

　幹事の俺が会計を済ませて店の外に出ると、すっかり夜になっていた。

　外で待っていたみんなも心なしか疲つかれ気ぎ味みだ。かなり長い時間歌っていた。

「あー最後叫さけびすぎて喉のど痛いてぇ」

「ななむー、部活で普ふ段だんから声出してるんじゃないの？」

　騒さわぎすぎた七なな村むらに対して、歌上手なみやちーは余よ裕ゆうそうだった。

「退室時間が近づくと、なんか全力出し切らなきゃって思わね？」

「わかるー。まだ歌ってない曲を急に思い出しちゃう的な」

　しょうがないなぁー、とみやちーがカバンから取り出したのはのど飴あめだった。

「お。サンキューな、宮みや内うち」

「スミスミやヨルヨルは大だい丈じよう夫ぶ？　舐なめる？」

「俺は大だい丈じよう夫ぶ。用意いいね」

「わたしも平気。ありがとう」

　ヨルカは澄すました顔で、みやちーの横に立つ。

　本日のヨルカを振ふり返かえれば主に俺とみやちーとしか話さず、七なな村むらや朝あさ姫きさん、紗さ夕ゆにわずかに反応する程度。ほとんど会話らしい会話はなかった。

　安定のヨルカだった。

　まぁ今日こうやって校外での大人数の集まりに参加してくれただけでも一歩前進だ。

「ふたりものど飴あめいるー？」

「もらいます！」

「私も欲ほしい。ありがとう、ひなかちゃん」

　紗さ夕ゆと朝あさ姫きさんものど飴あめを受け取る。

「なんだか、朝あさ姫きちゃんと幸ゆき波なみちゃんは仲良しになったね」

　ふたりの距きよ離り感かんの変化についてみやちーは興味を示す。

「アサ先せん輩ぱいは、私の師し匠しようなので！」

「だから師し匠しようって呼ばないでよ」

　朝あさ姫きさんが苦く笑しようする。

「紗さ夕ゆ。あんまり甘えすぎるなよ。朝あさ姫きさんも紗さ夕ゆの相手は適当でいいからね」

　俺が思わず苦言を呈ていすると、

「聞きました、アサ先せん輩ぱい？　これですよ、これ」

「なるほど。中学生レベルの反応ね」

　ふたりは目を合わせて、なにやら納なつ得とくしていた。

「今日は面おも白しろかったから、またみんなで集まって遊ぼうぜ。幹事は引き続き、瀬せ名なに一任する。言わば瀬せ名な会かいの発ほつ足そくだな」

「瀬せ名な会かい、賛成」

　七なな村むらとみやちーが勝手に話を進めていく。

「なんだよ、瀬せ名な会かいって」

「そりゃ幹事様へのリスペクトだって」

「七なな村むらが遊びたい時に、俺に手配を丸投げしたいだけだろ？」

「そうとも言う」と七なな村むらはあっさり認める。

「いいんじゃない。私も参加する」

　朝あさ姫きさんも乗り気だ。

「わ、私もいいですか？」

　後こう輩はいである紗さ夕ゆも遠えん慮りよ気ぎ味みに手を挙げると、七なな村むら・みやちー・朝あさ姫きさんは当然ＯＫ。

「あとは、有あり坂さかちゃん次し第だいかな？」

　七なな村むらが代表して訊たずねる。

　みんなの視線が集まり、ヨルカはわずかに緊きん張ちようしながらもこう答える。

「……今日は思ってたより楽しかった。希き墨すみがやってくれるなら、わたしも入る」

　恋こい人びとにそう言われてしまっては、俺が断る理由はない。

　満まん場じよう一いつ致ちで、瀬せ名な会かいの発ほつ足そくが決まった。

　俺は幹事として本日最後の仕事をする。

「今日はお疲つかれ。みんな集まってくれてありがとう！　またゴールデンウィーク明けに学校で」

　最後に一言述べて、第一回・瀬せ名な会かいは解散となった。







[image: 第六話　会えない時間に愛は育ち、そして魔も差す]

　みんなと別れた後、俺とヨルカはもう少し一いつ緒しよにいることにした。

　カフェに入ろうとも思ったが、歌いながらドリンクもたくさん飲んだからお腹なかは膨ふくれている。ずっと密室にいたからリフレッシュもしたいと、駅周辺を適当に歩くことにした。

「疲つかれた」

　俺とふたりだけになり、ヨルカはふぅと肩かたの力を抜ぬいていた。やはり緊きん張ちようしていたらしい。

「ご苦労様。今日はどうだった？」

「カラオケは楽しかった。けど、大人数はまだ慣れないかな」

　まだ、と自分で言うところにヨルカの前向きさが感じられた。

「その、瀬せ名な会かいってやつ、ほんとに入ってよかったのか？」

「なんで希き墨すみが照れてるのよ」

「自分の名前がついた集まりなんて恥はずかしいだろ」

　俺は正直に答える。

「わかりやすくていいじゃない」

「……ヨルカ、ちょっと面おも白しろがってる？」

「賛成なのは本心だよ。希き墨すみやひなかちゃんのいる集まりなら、わたしも参加しやすいし」

「ヨルカの負担になってないならいいけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ。無理ならすぐ断るから。だけど、わたしはふたりでいるのが一番好き」

　ヨルカの指先がかすかに俺の手をなぞる。

　それを合図にしたように、俺はヨルカの手を握にぎった。

　彼女は拒こばむことなく指先を絡からめ直なおして恋こい人びと繫つなぎにする。

　子どもの頃ころから見慣れた景色も、恋こい人びとと手を繫つなぎながら歩くと違ちがって見える。

「ちょうど、あのビルに入ってる日につ周しゆう塾じゆくってところに通って受験勉強してたんだよ。個人経営の小さい塾じゆくだったんだけど面おも白しろいバイトの講師がいてさ、すげえお世話になったんだ」

「へぇ、男の人？」

　珍めずらしい。ヨルカの直感が外れた。カラオケで疲つかれたせいかな。

「一応、女の人。理系の大学生でしょっちゅう研究室に寝ね泊とまりしてるから、いつも白衣にサンダルなんだよ。ファッションに無む頓とん着ちやくで長い髪かみをアップにしてお団子にするのにボールペンをかんざし代わりに挿さしてたりするんだぜ。化け粧しようするのも面めん倒どうくさいのか、すっぴんで年中マスクしてるんだよ。ああいうのを天てん才さい肌はだって言うのかな。面おも白しろい人だった」

　俺は地元での思い出話を饒じよう舌ぜつに語る。

「よくそんないい加減そうな人が希き墨すみを合格させられたわね」

「俺にとっては恐怖の大魔王だったよ。無茶ぶりばかりのスパルタ方式だったけど、頭の回転が抜群に速くて、教えるのが上手かった」

　合格したから笑って話せるが、当時はマジで大変だった。

　それこそ勉強漬けの日々で『はい、スミくん。次はこれ解いて』と笑顔で増やす課題を意地になってこなした。

「じゃあ恩人ってことで、今回は見み逃のがしてあげる」

「寛かん容ような恋こい人びとに感謝するよ」

「毎度疑ってたら、くたびれるからね」

「安心しろよ。俺にはヨルカ以外ありえない」

「うん。知ってる」

　ヨルカは当然とばかりに余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる。

「──けど、やっぱり物足りない」

「え、なにが？」

「……希き墨すみとハグしたい」

「ここで？」

　さすがに往来で抱だきしめ合あうのは憚はばかられる。

　どうする？　ヨルカの要望は叶かなえてあげたい。ていうか、俺もそうしたい。

　だが人目につかない場所を探そうにも見当たらなかった。

　こういう時、他のカップルの皆みなさんはどうしてるの？

　気にせず抱だきついちゃうとか。そういえば酔よっ払ぱらった大学生のカップルとか駅の改札前で別れを惜おしんでチュッチュしてたな。

　けど俺達は高校生、アルコールの勢いを借りて羞しゆう恥ち心しんを捨てるのはもちろん法律違い反はん。

　どこかいい場所はないものか。そうだ、漫まん画が喫きつ茶さの個室なら周りの目を気にしなくて済む。

　ってハグするために漫まん画が喫きつ茶さに行くのか!?

　もういっそ、また我が家にご招待する？　いや前回が例外だっただけで今日は両親もいる。いきなり両親に紹しよう介かいは色んな意味でハードルが高い。

　あーだこーだと考えを巡めぐらせていると、ヨルカが俺の手を引いた。

「あっち」

　横道に入る。さらに細い路地に進むと自じ動どう販はん売ばい機きの脇わきが死角になっている。これなら人目につきにくい。

「今日の分のごほうび。それと──前借り」

　ヨルカはそこで当然のように俺に抱だきついてきた。俺の背中まで手を回し、全身で密着する。

　あの恥はずかしがり屋やなヨルカがすごく積極的になってるッ！

　俺は内心で大喜びしつつも、せっかくのムードを壊こわさないようにグッとこらえた。

「いくらでもどうぞ」

「うん。希き墨すみはあったかい」

「そりゃ生きてますから」

「死なれたら困るわ」

　俺はヨルカの頭を手でそっと撫なでた。やわらかくて指通りのいい髪かみが心地ここち好よい。

「それ好き」

　俺達は幸せに浸ひたるようにしばらくそのままでいた。

　この時間が一生続けばいい、とそう心から思う。

『高校生の恋れん愛あいで結けつ婚こんまで考えちゃうなんてロマンチストですね』

　だけど、カラオケで紗さ夕ゆに言われた言葉がふいによぎる。

　そんなことくらいわかっている、と頭の片かた隅すみにいる冷静な自分が反論する。

　高校生という若い時期に出会い、そのまま長い人生を死ぬまで一いつ緒しよに生きていく。

　今の時代、それがどれほどの奇き跡せきだろう。

　高校生の恋こい人びと達たちが語る「ずっと一いつ緒しよ」や「永遠の愛」がいかに現実味のない軽い言葉で、その先に待つ現実がいかに容よう赦しやのないことか。

　どれだけ今の気持ちが本気でも、些さ細さいなきっかけで簡単に壊こわれてしまうかもしれない。

　不安になるとキリがなく、だからこそヨルカの言葉は心の底から嬉うれしかった。

「カラオケでさ、『希き墨すみとずっと一いつ緒しよにいたい』って言ってくれてありがとう」

　きっとヨルカも同じ気持ちなのだろう。

　恋こいに浮うかれる一方で、未来への不安もある。

　それでも自分の想おもいをきちんと口にするのが、どれだけ尊く大事なことか。

「繰くり返かえさないでよ」

「印象的だったから」

　あんな男おとこ冥みよう利りに尽つきる言葉、一生忘れるはずがない。

「……ただの本心だから」

「俺も同じ気持ち」

「うん」

　俺とヨルカの絆きずなは強まった。そう実感する。

「ヨルカ。明日からゴールデンウィークだろ。休み中に、ふたりで遊びに行かないか？」

　この前から温めていた休日デートの件、ようやく言えた。

　ヨルカがゆっくりと顔をあげる。

　その表情は大変申し訳なさそうだった。

「あのね、ゴールデンウィークはずっと海外行ってるから無理。家族旅行で南の島なの」

「海外ッ!?」

　そうだった。俺の彼女はすんげえお嬢じよう様さまだった。

　普ふ段だん、彼女のご両親は海外で仕事をしていると聞いた。おそらく娘むすめ達たちの休みに合わせて前々から計画していたのだろう。

「わたしだけでも日本に残って、希き墨すみと一いつ緒しよにいたいんだけど」

「それで、ゴールデンウィークに会えない分のハグを前借りってことか」

「付き合ってからこんなに顔を合わせないのって、はじめてでしょ。なんか不安で……」

　旅行に行く前から、こんな調子ではむしろ俺の方が心配になる。

「そう思ってくれるだけでも嬉うれしいよ。こっちのことは気にするなって」

「時差あるし、ネットも常時繫つながるかわからないけど、マメに連れん絡らくを入れるから！」

　ヨルカは一いつ生しよう懸けん命めいに訴うつたえる。

「せっかくの海外旅行だぞ。スマホの電波ばっかり気にしないで、きっちり楽しめ。そんで俺にいっぱい話を聞かせてくれ」

「うん。わかった」

「いつ出発するの？　帰国日は？」

「出発は明日の早朝で、帰ってくるのはゴールデンウィーク最終日の夜。なかなか言い出せなくてごめんなさい」

「そんな謝るなって。デートは逃にげないよ」

「旅行を決めた時には、まさか恋こい人びとになれるなんて思ってもなかったから……」

　ヨルカは必死になって弁解する。

「俺も同じだよ。ヨルカと付き合えるってわかってたら、俺も家族旅行を不参加にしてたさ。だからさ、お互たがいゴールデンウィークは家族優先で問題なし」

「ありがとうね。希き墨すみも楽しんで」

　いくら通信技術が発達しようとも、面と向かって会う喜びには敵かなわない。

　仕方のないこととはいえ、さびしくないと言ったら噓うそになる。

「って、明日の朝出発なのに今日カラオケに来てよかったのか？　準備とか間に合うの？」

「慣れてるから、荷造りはもう済んでる」

「さすが。……って悪い、カラオケやってる場合じゃなかったな」

　今日ヨルカはふたりきりですごしたかったに違ちがいない。

「希き墨すみにも友達付き合いがあるわけだから。わたしの都合で振ふり回まわしちゃうのも悪いし」

　この気き遣づかい。恋こい人びとのいじらしさに俺はキュンときてしまう。

「いいんだよ、ヨルカは俺に遠えん慮りよしなくて」

　俺は折れてしまいそうな細く柔やわらかい身体からだを一層大切に抱だきしめる。

「もう十分甘えさせてもらってる」

「ヨルカ、帰ってきたら今度こそ休日デートしよう」

「うん。お休みの日のデート、楽しみにしてる」

　ゴールデンウィークに会えない分を補うように長いハグをしてから、俺はヨルカを駅まで送った。

　改札を抜ぬけ、ヨルカの後ろ姿が見えなくなるまで手を振ふる。

　ヨルカは何度も何度も名残なごり惜おしそうにこちらを振ふり返かえった。

　恋こい人びとと別れる時はいつだってさびしい。







　翌朝。いつもより早く目が覚めてしまった。

「ヨルカは今いま頃ごろ成なり田たか……。そろそろ搭とう乗じようしてるのかな」

　ベッドの上でダラダラしながら天てん井じように向かって呟つぶやく。

「なーんか春休みに戻もどった気分だな」

　会えない間にヨルカのことばっかり考えるこの感じ。あの時は連れん絡らく先さきの交こう換かんさえしてなかったから完全に八はつ方ぽう塞ふさがりだった。それに比べれば、今は遥はるかにマシである。

「……いってらっしゃい、くらい送っておくか」

　枕まくら元もとのスマホに手を伸のばし、手早くメッセージを送信する。

　直後、すぐに返事が届く。


ヨルカ：朝まで起きてたの？　もしかして寝ねれなかった？



　なんだか誤解させてしまったようだ。



希き墨すみ：ちゃんと寝ねたよ。で、この時間に目が覚めた。

　　　そろそろ飛行機に乗るの？




ヨルカ：うん。今、自分の席に着いたところ。





　となれば、もうスマホの電源を切らなくてはいけないはずだ。間に合ってよかった。


希き墨すみ：トラブルがないように祈いのってる。楽しんで。



　これが最後のつもりでメッセージを送り、スマホを置いた。

　そのまま二に度ど寝ねをしようとしていたところ、ギリギリでヨルカから写真が送られてくる。

「──こ、これはッ!?」

　俺の眠ねむ気けは一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とび、ベッドから身体からだを起こす。

　それは昨日のキャビンアテンダントのコスプレをしたヨルカの写真だった。

　そういえば、みやちーに言われるがまま撮とられていたような気がする。

　慣れない格好で恥はずかしそうにしながらも、ばっちりカメラ目線なヨルカ。かわいらしいお宝写真に顔がほころぶ。



ヨルカ：特別だからね。わたしがいない間、さびしがらないでよ。

　　　　いってきます！





　嬉うれしくて恥はずかしくて、にやけが止まらない。

　一生の宝物を獲かく得とくした喜びと、彼女への恋こいしさが同時に押し寄せてくる。

　俺は部屋のカーテンと窓を開けた。今日もよく晴れそうだ。

「あ──今すぐに会いてぇな」

　写真を眺ながめながら、俺は機上の人となったヨルカを想おもう。

　そして、早く休日デートもしたかった。




　　◇◇◇




　ゴールデンウィークなんてはじまってしまえば、あっという間にすぎていく。

　前半はのんびり家ですごし、後半は二に泊はく三みつ日かで瀬せ名な家の家族旅行。

　目的地は温泉だ。

　妹の映えいがまだ小さいからと、両親はここぞとばかりに連れ回したがった。

「きすみくん。そろそろ出発するってパパが言ってる……なに見てるの？　映えいにも見せて！」

　ノックもなく、いきなり部屋に乱入してくる妹の映えい。

　映えいは、ベッドで横になっている俺めがけて容よう赦しやなく飛びこんでくる。

　小学四年生にしては背が高く大人びた容姿をしているため、割と衝しよう撃げきもすごい。女性的な身体からだつきにただいま成長中だが、中身はまだまだ無む邪じや気きなお子ちゃまだった。

「ええぃ、離はなれろマイシスター！　おまえにはまだ早い！　あとお兄ちゃんと呼びなさい！」

　暇ひまさえあればヨルカのキャビンアテンダント姿を眺ながめている俺に、小学四年生の妹は躊ちゆう躇ちよなくじゃれついてくる。ていうかこんな写真見られたら兄としての威い厳げんが揺ゆらぐ。

「最近ずっとスマホばっかり見てる。もっと映えいに構ってよ！」

「わかったから。出発もするから、上着を着させろ」

　年ねん齢れいの割には発育のいい妹はどかすのも一苦労。

　身体からだばかり大きいちびっ子だから大変に厄やつ介かいである。

　俺はハンガーラックから上に羽織る薄うす手でのコートを探す。

「ねぇねぇ、きすみくん。このビニールかかってるのって中学校の制服だよね？　映えいも中学生になったらこれ着るの？」

　なにが楽しいのか、わざわざ横に来て俺の上着選びを眺ながめている。

　律りち儀ぎな母親は俺の中学の学ランをわざわざクリーニングに出していた。当然もう着る機会もないので透とう明めいなビニールカバーがかかったままだ。

「女の子はセーラー服だよ」

「紗さ夕ゆちゃんが着てたやつ？」

「そうだよ。あと紗さ夕ゆ、俺と同じ高校にも入ったんだぞ？　びっくりだよな」

「今はヨルカちゃんと同じあのかわいい制服着てるの？」

　子どもと言えど、映えいも女の子だ。

　映えいなりのこだわりがあるようで、ファッションには結構うるさい。

　なので永えい聖せいの制服のオシャレさをよくわかっていた。

　俺が小学生の時なんて親に買かい与あたえられた服をそのまま着てた記き憶おくしかないのだが。

「そうだよ」

「映えいも同じの着たい！」

「ヨルカと同じ制服着たいなら、うんと勉強しないと永えい聖せいには入れないぞ」

「映えい、お勉強得意だよ。いつもテストで百点だもん」

　そう。アホな言動に反して、映えいは勉強ができる。ここぞという集中力が高く、記き憶おく力りよくも悪くないので通知表はいつもオール５だった。

　階下から親が俺達を呼ぶ。

　コートに袖そでを通し、着き替がえをつめたリュックサックを肩かたにかけ、映えいと階段を下りていった。







　旅行中くらいは映えいの世話は両親に任せて、俺は荷物持ちとカメラ係に徹てつするつもりでいた。

　が、癖くせというものは中々直らない。

　いつもの調子ではしゃぐ妹から目を離はなせず、終始振ふり回まわされる羽目になった。

　屋台があれば、あれ食べたい。

　土産みやげ物ものがあれば、これ欲ほしい。

　疲つかれた。トイレ。もっと遊ぶ。あれがしたい。これもしたい。もっとしたい。もっともっとしたい。

　両親がひたすら甘やかすせいで、映えいは大変楽しそうだった。

　映えいが眠ねむそうにしているだけで「希き墨すみが映えいをおんぶしてあげなさい」と母親の鶴つるの一声が飛ぶ。小学生女子ひとりを背負って歩き続けるのは結構しんどい。

　耳元では、すぴーすぴーと気持ちよさそうな寝ね息いきが聞こえてくる。

　挙げ句の果てに両親は吞のん気きに「希き墨すみと映えいは仲良し兄きよう妹だいね」なんてのたまう。

　夕飯時に復活した映えいは浴衣ゆかた姿すがたでまたはしゃぎ、かたや俺は軽い筋肉痛に苦しめられた。

　俺は逃にげるように露ろ天てん風ぶ呂ろに浸つかり、ようやくひとりの時間を得る。

　ヨルカは、異国の空の下で今どのようにすごしているのだろう。

　会えないほどに相手のことを想おもう時間が増える。

「愛情ってのは自分の中で勝手に育つもんなんだなぁ」

　ぬるめのお湯でリラックスしているせいか、つい感傷的な気分になってしまう。

　昼間は映えいの相手で忙いそがしかったが、こうしてひとりになるとやっぱり考えることはヨルカのことばかりだ。

　満天の星空を見上げながら長い時間お湯に浸つかった。

　風ふ呂ろから上がると浴衣ゆかたに着き替かえて、湯冷ましの休きゆう憩けいスペースでのんびりする。

　気まぐれに、湯上がりに飲んだ瓶びん牛ぎゆう乳にゆうの写真をヨルカに送ってみた。

「返事は時差もあるから、明日かなぁ」

　そのまま身体からだが冷めるまでスマホをいじりながらリラックスしていると、タイミングよくラインが届いた。


ヨルカ：ちゃんと牛乳飲む時、腰こしに手を当てて飲んだ？



　そのメッセージを見て、俺は笑った。


希き墨すみ：もちろん（笑）。



　しばらくすると、また着信音が鳴る。

　ヨルカだと思ってメッセージを開くと、送信者は幸ゆき波なみ紗さ夕ゆになっていた。



紗さ夕ゆ：今どこですか？　お家うちの前通ったら電気ついてなかった。

希き墨すみ：旅行で温泉来てる。

紗さ夕ゆ：え、まさか！　もうヨル先せん輩ぱいとしっぽり温泉旅行ですか!?

希き墨すみ：飛ひ躍やくすんな。家族とだよ。ヨルカは海外旅行中。

紗さ夕ゆ：わぁーいいな。温泉気持ちよかったですか？





　何事もなかったように元の会話に戻もどるな。



希き墨すみ：極ごく楽らく。もう帰りたくない。

紗さ夕ゆ：いつ帰るんですか？

希き墨すみ：スルーかよ。

紗さ夕ゆ：じじくさいこと言わないでくださいよ。

希き墨すみ：気分の問題だ。

紗さ夕ゆ：で、いつ帰るんですか？　答えてプリーズ。

希き墨すみ：明日の夜には帰る。

紗さ夕ゆ：了りよう解かいでーす。





　なーにが了りよう解かいなのか、さっぱりである。


紗さ夕ゆ：あ、お土産みやげよろです！　買ってこなかったら怒おこりますから！



　欲ほしがりかッ！

「高校生になっても、なんも変わんねぇ」

　こうやって夜に紗さ夕ゆとラインしたのも久しぶりだった。

　タイムラインを遡さかのぼる。最後にメッセージのやりとりをしたのは去年の夏前。

「確かに返事してないな……」

　そこにはとっくに終わった紗さ夕ゆの引退試合の日時と場所、そして応おう援えんに来いという内容が書かれていた。

　返信していない以前に、目を通した記き憶おくさえない。

　あの頃ころはバスケ部を退部処分になるかどうかのゴタゴタで精神的に参っていた。なにをするにも億おつ劫くうで、あらゆる気力が失われていた。

　いや、違ちがう。

　そんなひどい状態だったからこそ俺は有あり坂さかヨルカのいる美術準備室に足を運んでいたんだ。

　ヨルカと話している時だけは不思議と悩なやみを忘れることができた。

　それが、彼女への恋こい心ごころだと自覚するまでさほど時間はかからなかった。

「あーきすみくん、ここにいた！　早く帰ってきなよ！」

　迎むかえにきた映えいに手を引っ張られて、俺はようやく腰こしを上げた。

「ほら、映えい。パジャマと違ちがうんだから、浴衣ゆかたであんまはしゃぐなって」

　着慣れない浴衣ゆかたに浮うかれる映えいは、廊ろう下かでもスリッパでパタパタ走り回ろうとする。

「ヒラヒラして面おも白しろいんだもん」

「着き崩くずれるから激しく動くな。部屋まで大人しくしてろ」

「えーじゃあアイス買ってくれたら我が慢まんする」

　俺の返事を待たずロビーの売店にパタパタと向かう我が妹。

　まだアイスを買えるくらいの小こ銭ぜにの持ち合わせはあった。

「……食べたら、もう一回歯を磨みがけよ」

「わーい、アイスぅ！　ハーゲンダッツ！」

「ここじゃ売ってないだろ。もっと安いのにしろ」

　映えいの第一希望の高級アイスはやはりなかったが、いわゆる観光地価格なのかアイスの値段はそれなりに高かった。

「俺にも一口ちょうだい」

「やだ。これ、映えいのだもん！」

「買ったのは俺だろ」

「しょーがないなぁ。きすみくんだから特別だよ」

　もったいぶって木のスプーンで掬すくって差し出してきたのは、ほんとうに小さな一口だった。それでも冷たくて美お味いしい。

「もうちょい食べさせろよ。あと、ちゃんとお兄ちゃんと呼べって」

「両方嫌いや！」

　わからん。俺の妹はなぜ兄をお兄ちゃんと呼ばないのだろうか。

　映えいがアイスを食べ終わるのを待っているとヨルカからメッセージが届く。

　一いつ緒しよに送られてきた画像を先に見た。

「ぶふぇあッ!?」

　俺は盛せい大だいに吹ふき出だす。

「どーしたの？」

　映えいが不思議そうに俺を見る。

「いや、なんでもない……」

　はち切れそうにバクバクしている心臓を押さえ、平静を装よそおいながら俺はメッセージをしっかり確かく認にんする。

　送り主は確かにヨルカだ。だが、その文面はヨルカではなかった。


ヨルカ：感謝してね彼かれ氏しクン　ＢＹヨルちゃんの姉



　送られてきた画像は水着姿のヨルカだった。

　南国の白い砂浜に立つヨルカ。

　おそらくヨルカのお姉さんがこっそり撮さつ影えいしたのだろう。

　ヨルカの目線がカメラの方を向いていない。写真の手前側にはビーチパラソルの濃こい影かげが落ちており、その下でチェアに寝ねそべっていたと思われる撮さつ影えい者しや・ヨルカのお姉さんの美しいおみ足も見切れている。

「それにしても──」

　ヨルカは息を吞のむほどスタイル抜ばつ群ぐんである。身体からだは細いのにメリハリがしっかりしていた。胸むな元もとのボリュームは言わずもがな、お尻しりもすごい。

　あと割と水着ビキニの布の面積が少なめでビックリした。

　先日我が家に泊とまった時に触ふれたやわらかい肌はだの記き憶おくが蘇よみがえり、生々しいほどに想像がついてしまう。

　ヨルカのお姉さん、ほんとうにありがとうございますッ！

　しばらくしてからヨルカからまたメッセージが届く。



ヨルカ：あの画像はお姉ちゃんが勝手に送っただけだから!!




今すぐ削さく除じよして!!　消して!!　お願いだから!!





　どうやらお姉さんの悪いた戯ずらに気づいたようだ。

　すまん、画像は速そつ攻こう保存した。




　　◇◇◇




　ゴールデンウィークも残すところあと一日。

　昨晩のうちに帰宅した瀬せ名な家は、各自思い思いに最終日をすごしていた。

　両親は少し前に買い物に出かけて、夕方まで帰ってこない。

　俺は特にすることもないので部屋着のままリビングのソファーでまったりしていた。

　スマホで海外の天候をチェックすると、ヨルカの旅行先の天気は荒あれ模も様よう。

「帰りのフライトに影えい響きようでないといいな」

　明日からまた学校だ。休みが終わるのは残念だが、ようやくヨルカに会える。

　もう暇ひま潰つぶしの定番となってしまったヨルカの写真を眺ながめていると家のチャイムが鳴った。

「きー先せん輩ぱい、遊びましょう」

「小学生か！」

　玄げん関かん先さきに出ると、私服姿の幸ゆき波なみ紗さ夕ゆが立っていた。

　スポーティーでカジュアルながらも抜ぬかりのないオシャレな格好だ。オーバーサイズのアウターをわざと着き崩くずしており、左の白い肩かたが露あらわになっている。インナーのノースリーブシャツは裾すそが短く、おへそがちらりと見える。ボトムはかなり丈たけの短いショートパンツで、ほぼ太ももの付け根から細い足首までを惜おしげもなく晒さらしている。足元には底が厚めのボリューム感のあるスニーカー。

「わぁー気の抜ぬけた休日スタイル。ジャージにＴシャツって油断しすぎ」

「楽だから、これでいいんだよ」

「よくそれで人前に顔を出せましたね」

「宅配便だと思ったからなッ」

　旅行中にきた紗さ夕ゆからのラインはこのためか。

「サプラーイズってやつです。ご近所さんならではの気軽さで会いに来ました！」

　紗さ夕ゆは小首を傾かしげて、かわいらしく微ほほ笑えむ。

　化け粧しようや服装から見るに、気まぐれで我が家に寄ったわけではなさそうだ。

「さぁ着き替かえて、お出かけしましょう。どうせ最終日くらいお家うちでのんびりすごそうって思ってたんですよね。甘い、大甘です！　遊あそび倒たおしてこそのお休みじゃないですか！　ほら、服を選べないなら私がコーディネートしますから。お邪じや魔ましまーす」

「いや、ナチュラルに家に上がろうとすんな」

　お邪じや魔まします、とばかりに家の中に入ってくる。

「えー準備できるまで外で待ってろって言うんですか。鬼き畜ちくぅ」

「そもそも行く、とさえ言ってないんだけど」

　玄げん関かんで話していると「あー紗さ夕ゆちゃんだー！」と気づいた映えいが駆かけてくる。

「映えいちゃん！　元気？　今日も超ちようキュートだね！」

　両手を合わせながら喜ぶ映えいと紗さ夕ゆ。

　こうやって紗さ夕ゆと顔を合わせれば、いつもきゃいきゃい賑にぎやかに話してた。

「きすみくんと紗さ夕ゆちゃん、どっか行くの？　映えいも一いつ緒しよに連れてってよ」

　映えいは仲良しの紗さ夕ゆなら当然ＯＫしてくれると思っている。

「おいおい、映えい。無理なことを言ったらダメだろう。大人しく俺と一いつ緒しよに留守番してような」

「え。ちょっときー先せん輩ぱい、マジで行かないんですか？」

「妹ひとり家に置いておけん」

「シスコン！」

「防犯意識が高いの」

「ぶぅ！　じゃあ映えいちゃんも一いつ緒しよに行きましょ！　それなら構いませんよね！」

　ちょっとキレ気味に紗さ夕ゆがゴリ押ししてくる。

「賛成！」とすかさず映えいが紗さ夕ゆの味方につく。

「映えいね、バドミントンの練習がしたい。最近友達とよく遊んでいるの！」

　玄げん関かんの棚たなからバドミントンのラケットとシャトルを取り出して、アピールしてくる映えい。

　子どもかッ！　あ、小学四年生だ。むしろガキで助かった。

　紗さ夕ゆも一いつ瞬しゆん驚おどろいたようだが「バドミントン賛成」と映えいにすぐ同調。余よ程ほど、出かけたいらしい。

　ふたりして、じーっと俺の顔を見る。

「……わかった。近所の公園くらいなら付き合う」

「さすが、きー先せん輩ぱい。映えいちゃんには甘いですよねぇ！」

　紗さ夕ゆもそれで納なつ得とくした。

「そうだ。土産みやげ、温おん泉せん饅頭まんじゆう買ってきたぞ」

「えー女子高生へのお土産みやげに温おん泉せん饅まん頭じゆうってどうなんですかぁ」

「嫌いやならやらねえ」

「わーもらいます！　もらいますってば！　甘い物大好き！」

　紗さ夕ゆは慌あわてて下手に出る。

「映えいも食べたけど、美お味いしかったよ」

「そうなんだ！　映えいちゃんのお墨すみ付つきなら食べるの楽しみだね」

　紗さ夕ゆと映えいは姉し妹まいのように息ピッタリに笑い合う。

「着き替かえるついでに持ってくるよ」

「あ。炎えん天てん下かで持ち歩くのも心配なんで、帰りにいただきます」

「了りよう解かい」

　俺はすぐに部屋に行って着き替かえる。

　今日はよく晴れているし、身体からだを動かすから暑くなるだろう。

　選んだのは細身の黒いアンクルパンツにクルーネックの白いＴシャツ、その上から薄手のジャケットを羽織ってセットアップ風に。足元には長年履はいて足に馴な染じんだナイキの白いエアフォース１。

　玄げん関かんに戻もどると、紗さ夕ゆは俺の格好をチェックする。

「スポーティーになりすぎない綺き麗れいめシンプルコーデ、合格点はあげましょう」

「ファッションチェックするな」

「一いつ緒しよにいる人がダサいとテンション下がるじゃないですか。ていうか、そのスニーカーまだ履はいてるんですね」

「そうか、これ買った時は紗さ夕ゆもいたんだっけ？」

　運動部に所属していると、なにかと消しよう耗もう品ひんが多い。今履はいているスニーカーもたまたま紗さ夕ゆと買い物に行ったついでに買ったものだ。

「うわー悩なやんでたから、散々アドバイスしてオススメしてあげたのに忘れたんですか。ひどーい」

「気に入ってるから長く履はいてるんだぜ。こまめに洗ったりもしてるし」

「そ、そりゃ私がオススメを外すなんてありえませんからね！」

　すでに外に出た映えいの声に急せかされて、俺達は公園に向かった。







[image: 第七話　その周回遅れの恋はやっと追いついて]

　家から歩いて五分くらいのところにある公園は都内の住宅地にありながら、そこそこ大きい。

　子どもが全力で鬼おにごっこして走り回るのも余よ裕ゆうな広さだ。

　俺も小さい頃ころはここでよく遊んだものだ。

　映えいのリクエストでバドミントン。俺、紗さ夕ゆ、映えいの三人に対してラケットは二本。ふたりずつローテーションで遊ぶことになった。ベンチに座って、俺は最初に審しん判ぱん係がかり。

　木の枝を拾ってざっくりコートの大きさに線を引く。当然ネットがないので、そこは目測で。

　十点先取で勝利というルールで、ゲームをはじめる。

「映えいちゃん、行くよ！」

「オッケー、紗さ夕ゆちゃん！」

　紗さ夕ゆの運動神経は相変わらず抜ばつ群ぐんだ。専門外のバドミントンでも練習なしで難なくこなす。綺き麗れいにサーブが相手コートに飛んでいく。

　対する映えいも負けていない。あの小学生特有の俊しゆん敏びんさを発はつ揮きし、紗さ夕ゆのサーブを意外と鋭するどく打ち返す。

「お、やるね。映えい、ちゃんッ！」

「映えいはクラスで一番うまいんだよ！」

　一番なら練習する必要ないじゃん、と俺は心の中でツッコむ。

　ふたりとも平然と会話しながらラリーを続けているが、シャトルの行いき交かう速度はかなり速い。

　紗さ夕ゆも最初はレクリエーション感覚で手を抜ぬいていたようだが、映えいの本気っぷりに感化されたのか、いまやマジで打ち返している。

　映えいは全力を出せる相手にはしゃいでおり、笑いながらも遠えん慮りよなく攻せめている。線の際きわをめがけて鋭するどいスマッシュを放った。

　紗さ夕ゆもバスケ部時代に鍛きたえた足あし腰こしで追いつき、ギリギリのところで打ち返す。

「え。おまえらレベル高くね。俺、無理なんですけど」

　妹が予想以上に動けることに素す直なおに驚おどろいた。いつの間にこんな上手になったんだ。そういえば体育の成績も一年生の時からずっと５だったな。

「いや、こんだけ体力あるなら旅行中に俺におんぶさせるなよ」

「きすみくん、なんか言った？」

　空中のシャトルを目で追いながら、映えいが訊きき返かえす。

　直後、放たれたスマッシュが紗さ夕ゆのコートに突つき刺ささる。

　全速力で走ったが、紗さ夕ゆのラケットは惜おしくも届かなかった。

「はいはい、審しん判ぱん！　今ギリギリ線の外でした。アウトです、アウト！」

　紗さ夕ゆがジャッジに異議を申し立てる。

「小学生相手にムキになるな。ちゃんとインしてたよ。はい、映えいの勝ち」

「やったー!!」

　勝利に喜ぶ妹は無む邪じや気きに飛とび跳はねる。

　え、あんだけ動いたのに、そんなにジャンプできるの？　小学生の体力は底なしか。

「今の試合見ましたよね。映えいちゃん、超ちようレベル高いじゃないですか。ほんとうに小学生ですか？」

「おむつしてる時から一いつ緒しよに暮らしてるから、間ま違ちがいなく小学生だよ」

「最近の小学生ってすごいんですねぇ」

「結果に不満なら、もう一試合するか？　順番は譲ゆずるぞ」

「無理です、もうヘトヘト。一度休まないと身体からだもちませんよぉ」

　ベンチに座る俺の横に紗さ夕ゆが倒たおれこんでくる。

「はい、きー先せん輩ぱいの番ですよ。がんばってカッコイイところ見せてくださいね」と俺にラケットを渡わたしてくる。

「映えいは休まなくていいのか？」

「大だい丈じよう夫ぶ」とまだまだ余よ裕ゆうのある映えいはむしろ急せかしてくる。

「勝てる気がしない。が、兄として負けるわけにはいかない」

　正直、道具を使ったスポーツは苦手だ。

「きすみくん、手抜ぬいてあげようか？」

「妹に劣おとる兄など存在しない！」

　今ここに瀬せ名な兄きよう妹だいの意地とプライドをかけた戦いがはじまる。

「きー先せん輩ぱいも映えいちゃんもがんばれ！」

　紗さ夕ゆの声せい援えんを合図に、映えいがサーブ。俺はシャトルの軌き道どうを追いながら、落下地点まで移動してラケットを力強く振ふるう。

　が、ラケットは盛せい大だいに空を切り、シャトルはコートにインしていた。

「……映えいちゃん、一点。これは圧勝っぽいですねぇ」

　紗さ夕ゆの予言通り、俺は妹に大差をつけられて敗北したのであった。

「無む闇やみに悔くやしい」

「きすみくんもよくがんばったね」と小学四年生に慰なぐさめられる始末。

「だから、お兄ちゃんと呼べと……」

　第三試合は俺と紗さ夕ゆの対決になった。

「いよいよ白黒つける時が来ましたね。この勝負、私のいただきです」

「全敗だけは絶対回かい避ひする！」

　負けられない戦いだった。

　俺も映えいとの試合でコツを摑つかみ、紗さ夕ゆ相手にはなんとかラリーが続くようになった。

「映えいちゃんにはッ、手加減、してたんですか？　さっきより上達、してません？」

「そっちこそッ、受験勉強明けの割には、素す早ばやく動ける、なッ！」

「きー先せん輩ぱいこそ、バスケ部辞やめたくせに、案外やります、ねッ！」

「紗さ夕ゆだけには、負けられないんだよッ！」

　ラリーが延々と続く。

　暑い。汗あせかいてきた。五月なのに夏みたいな陽気だ。

　俺渾こん身しんのスマッシュが決まる。これで同点に並んだ。まだ勝つチャンスは残ってる。

「女子相手に容よう赦しやないですね」

「俺が接待試合したって、おまえ喜ばないだろ？」

「──。よくわかってるじゃないですか」

　紗さ夕ゆは嬉うれしそうに笑う。

「ねぇ、きー先せん輩ぱい。この勝負、勝った方にごほうびってどうですか？」

「いいぜ。じゃあ俺が勝ったら、飲み物おごりな。紗さ夕ゆは？」

「私は──」

　紗さ夕ゆは唇くちびるをかすかに震ふるわせ、それから希望を伝えてくる。

「私が勝ったら、その後の私の言葉をぜんぶ、ほんとうだって信じてください」

「……よくわからんが、そんなんでいいのか？」

「そんなんでいいんです。いつもの冗じよう談だんや噓うそじゃないって、本気と思って聞いてください」

　紗さ夕ゆの表情は真しん剣けんそのもの。俺をからかって遊ぶ気は微み塵じんもない。中学時代、バスケ部で一いつ生しよう懸けん命めい練習していた時の雰ふん囲い気きそのものだ。

「おら！」

「せい！」

「ふん！」

「えい！」

　一進一退の攻こう防ぼう。

　どちらも全力で勝とうとしていた。シャトルが落ちそうなギリギリを、紗さ夕ゆは執しゆう念ねんで掬すくい上あげる。俺のミスを見み逃のがさず、的確にスマッシュを打ちこむ。

　大接戦の末、勝利したのは紗さ夕ゆだった。

「わーい。私の勝ち！」

「畜ちく生しよう。負けたか。この勝負だけは勝っておきたかったのに」

　うつむくと、汗あせがしたたる。どれだけ長い時間戦っていたのだ。

　あー疲つかれた、と俺はベンチに座りこむ。

「ちょっと休きゆう憩けいしよう。さすがに水分とらないと危ない」

「そしたら映えいちゃん。あそこのコンビニで飲み物買ってきてくれる？　私ときー先せん輩ぱいはお水ね。映えいちゃんはお菓か子しでもアイスでも好きなもの買っていいよ」

「わかった！」

　紗さ夕ゆからお金を受け取った映えいは、公園から目と鼻の先にあるコンビニに向かった。

「それくらい出すよ」と自分の財さい布ふに手を伸のばそうとする。

「勝者からの施ほどこしです。黙だまって受け取ってください。その代わり、試合の時に言ったこと覚えてますよね？」

「ほんとうだって信じろ、だろ。一体なにを言われるんだか」

　暑あちぃ、と俺はシャツの襟えり首くびをパタパタさせて、少しでも涼りよう感かんを求めた。

「……──、紗さ夕ゆ？」

　ふと違い和わ感かんを覚える。俺の前に立ち、真しん剣けんな顔をした後こう輩はい女子を見た。




「瀬せ名な希き墨すみさん、好きです。私と付き合ってください」




　陽ひ射ざしと暑さで頰ほおを赤くしながら、紗さ夕ゆは告白をしてきた。
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　いつもみたいな噓うそ告こく白はくとは違ちがう。

　彼女の今の言葉には冗じよう談だんめかすような含ふくみ笑わらいもない。

　代わりに、すごく緊きん張ちようしているのが手に取るようにわかった。

「おふざけ、じゃないんだよな？」

「いつまでも中学時代の後こう輩はいじゃありません。気軽で気楽で気安い年下の女の子。そんなのは、もうおしまいです」

「なんで今さら？」

　俺は混乱する。

　家が近所で部活も一いつ緒しよ。中学時代はそれなりに多くの時間を幸ゆき波なみ紗さ夕ゆとすごしてきた。

　だからといって紗さ夕ゆに特別な感情を抱いだいたことはない。

「……仕方ないじゃないですか。きー先せん輩ぱいに会えなくなって、やっと本気で好きだって気づいちゃったんですから」

「会えなくなってって俺が卒業してからか？」

「正確には部活を引退してからですね。朝練のお迎むかえがなくなって、部活終わってからの帰り道もひとりだと毎日妙みようにさびしくて物足りないんですよ」

「紗さ夕ゆなら友達が多いから、いくらでも他の人がいただろ」

「私も最初はそうだと思ってたけど、違ちがいました。友達じゃダメなんです。それに気づいて、ようやく瀬せ名な希き墨すみが特別な男の人だって自覚したんです」

「けど、部活引退しても廊ろう下かですれ違ちがえば立ち話くらいしてたよな？　全然そんな気配を感じなかったんだけど」

　受験勉強もあり、どうあっても紗さ夕ゆと会う頻ひん度どは減った。

　それでも卒業まではちょこちょこ話はしていた。

　……あの頃ころから、こいつが俺のことを好きだったって？

　噓うそだろう。

「それはだって、きー先せん輩ぱいがあまりにも近すぎて、馴な染じみすぎて。いざふたりで話すといつも通りの私に戻もどされちゃうからですよ」

「紗さ夕ゆなら好きって自覚すれば自分からアプローチしそうだけど……」

「だから、その認にん識しきが間ま違ちがってるんです！」

「……すまん」

　今告白している彼女は俺の中の幸ゆき波なみ紗さ夕ゆではない。

　先せん輩ぱい後こう輩はいとして積み重ねた日々から作り上げられた紗さ夕ゆというイメージ。

　だが俺の知っている紗さ夕ゆの人となりは、どこまでいっても表層にすぎないのだろう。

　人の内面、特に恋こい心ごころは容易に明かせるものではない。

　どれだけ親しくても本心を打ち明けるのは難しい。

　俺にとって高たか嶺ねの花な有あり坂さかヨルカが、実は俺と両りよう想おもいだったように。

　クラス委員の相棒である支はせ倉くら朝あさ姫きが、密ひそかに俺を好きでいたように。

　親しいクラスメイトの宮みや内うちひなかが、俺への好意を隠かくしていたように。

　中学校からの後こう輩はいである幸ゆき波なみ紗さ夕ゆが、片かた想おもいをしていても不思議ではない。

　だから、俺は彼女の気持ちをしっかり受け止めなければならないのだ。

「好かれることはあっても、自分から本気で好きになったのってはじめてだから。そんな簡単に告白なんてできないです」

「あぁ」

「ひとりで朝練行くようになっても毎朝、きー先せん輩ぱいの家の前を通ってから学校行ってました。もしかしたら窓から顔出したりしないかなって」

　中学に行くなら俺の家に寄るのは遠回りになる。まさか、そんなことまでしてたとは。

「自分ばっか寝ねててズルいぞ～～みたいなノリで朝から電話かけてきそうだけどな」

「それやったら怒おこるでしょう？」

「もちろん」

「それがわかってるから嫌きらわれるかもって、なにもできなかったんですよ」

　今明かされる乙女おとめの純真。

「きー先せん輩ぱい、永えい聖せいに入学するために超ちよう本ほん気きで勉強してたじゃないですか？　邪じや魔ましちゃ悪いと思って」

「いやまぁ、そこは気を遣つかってくれてありがとう。おかげで合格できたよ」

　それは間ま違ちがいない。当時の俺の学力では永えい聖せい高等学校への入学は限りなく難しかった。

　周囲からも無理と言われたからこそ、意地になって勉強した。当時通っていた塾じゆくの講師が大変教えるのが上手だったおかげもあり、なんとか合格できた。

「受験終わったら、今度こそアプローチできるぞって気合い入れて待ってたんですよ。でも、きー先せん輩ぱいの合格が決まったら急にビビっちゃって。意識しすぎて、結局なにもできないまま卒業式になっちゃって……」

　今語られる驚きよう愕がくのバックストーリーに、俺は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　幸ゆき波なみ紗さ夕ゆは本気で俺が好き。

「あー覚かく悟ご決めてきましたけど、やっぱメチャクチャ恥はずかしいですね！」

　紗さ夕ゆはついに耐たえ切きれなくなったように、無理に笑う。

「なんなんですか、この辱はずかしめ。ここぞとばかりに私の過去を暴ばく露ろさせて！」

　紗さ夕ゆは目をぐるんぐるんさせて俺をポカポカ叩たたいてくる。

「俺も結構恥はずかしいんだぞ」

「……あ。すみません」

　お互たがいの近さに我に返った紗さ夕ゆは、しおらしく俺の隣となりに座る。

「……紗さ夕ゆは今みたいにずっと緊きん張ちようしてたんだな」

　紗さ夕ゆは顔を真っ赤にして、こくりと頷うなずく。

「──三年生になって告白しようとは思ったんです。だから、引退試合の応おう援えんに来てくださいって連れん絡らくしたのに……。他のどうでもいい人は来ても、きー先せん輩ぱいだけがいなくて」

　あの引退試合の連れん絡らくの真の目的は俺に応おう援えんしてもらうことではなく、紗さ夕ゆが俺に告白することだったとは。

「紗さ夕ゆ。今さらで遅おそすぎるけど謝るよ。返事できなくてごめん。応おう援えんに行けなくてごめん」

「いいですって、私も少し誤解してました。去年の夏がきー先せん輩ぱいにとって、本気でしんどかったのはこの前のカラオケでわかりましたから」

「応おう援えんに俺が行かなかったのに、気持ちは変わらなかったのか？」

「私が一番ビックリですよ。告白し損そこねたんだから、怒おこって嫌きらいになればいいのに……どうしても無理でした」

　紗さ夕ゆは他ひ人と事ごとのように呟つぶやく。

「じゃあ同じ高校に入ってきたのもか？　制服が理由っていうのも噓うそ、なのか……？」

「こっ、この取り調べ、精神的にキツイですッ！」

「紗さ夕ゆ、今は自分で希望したごほうびタイムだろ！」

　ここで退ひかせたら、すべてが有う耶や無む耶やになる。そう思った俺は自ら訊ききに行く。

「ぶぅ！　私をイジメて楽しいですか？」

　紗さ夕ゆは最初の勢いや覚かく悟ごが揺ゆらぎつつあった。

「永えい聖せい入学を黙だまっていたのは？」

「た、タイミングを窺うかがってたんです！　きー先せん輩ぱいに会いに行かなきゃと思ってたら、ヨル先せん輩ぱいとの恋こい人びと宣せん言げんなんて事態になって……」

　長い片かた想おもい。苦手な勉強をがんばり同じ高校に入学。

　その末に現れた恋こいのライバルが、あのヨルカでは怯ひるむのがふつうだ。

　だけど、紗さ夕ゆは俺の前にまた現れた。

　そして今日、噓うそ告こく白はくではない本気の告白をしてくれた。

　汗あせは止まらないのに、緊きん張ちようで俺の指先は冷たい。

　わずかな沈ちん黙もくを置いてから俺は質問する。

「──それでも恋こい人びとがいる俺に、告白するのか？」

「今は私にとってのごほうびタイムなんです。止やめませんよ」

　紗さ夕ゆもまた怯ひるみそうになった自分を鼓こ舞ぶするように、強く出る。

「ヨル先せん輩ぱいはそんじょそこらの美人とは次元が違ちがうんですよ。同じ高校生とは思えません。芸能人が紛まぎれてるようなものです。……いつか、きー先せん輩ぱいは振ふられますよ」

「おまえはヨルカのことを知らないから……」

「冷静になってください！　高校生の恋れん愛あいがずっと続きますか？　愛情だけで繫つなぎとめられると思いますか？　現実はそんな簡単じゃないですよ！」

「人それぞれだ。紗さ夕ゆには関係ない」

「好きな人には傷ついてほしくないんです！」

　紗さ夕ゆは声を張り上げる。

「……おまえが、勝手に俺の未来を決めるなよ」

「恋こいして浮うかれてるきー先せん輩ぱいには現実が見えてないんですよ」

「いつか別れるだろうから傷つく前に、自分と付き合えって？　強ごう引いんすぎるだろ。そんな未来のこと一体誰だれがわかる？」

「それでもッ！　私は、きー先せん輩ぱいの側そばにいたいんですッ！　話せなくなるのが嫌いやなんです！」

　俺はもう紗さ夕ゆを直視できない。

「いくら紗さ夕ゆでも、俺の恋こい人びとを悪く言うなら今までみたいにはもういかないな……」

　俺だって紗さ夕ゆとまた疎遠になるのは残念だ。

　悲しいけれど、こうなってしまっては難しい。

　中ちゆう途と半はん端ぱな態度は余計に紗さ夕ゆを傷つけてしまう。

　気持ちに応えられない以上、潔く関係を断つしかない。

「──じゃあ悪く言わないから、好きにさせてもらいます」

「？」

　訊きき返かえす前に、俺はベンチに押おし倒たおされていた。

「え、待って。なに、どういうこと？」

「そう簡単に喧けん嘩か別わかれで、自分だけスッキリさせませんよ」

　俺を上から押さえつける紗さ夕ゆは白い歯を見せて、獰どう猛もうに笑う。

「いいですよ。ヨル先せん輩ぱいを傷つけたくないんですよね？　きー先せん輩ぱいの意志はわかりました」

「わかってない！　多分なにもわかってないって！」

「私も私の意志を押し通します！　もうどうなろうと知ったことじゃありません！」

　紗さ夕ゆは俺に馬乗りになり、両手で肩かたを押さえつけてくる。

「待て待て！　真っ昼間からなにやるつもりだ！　ここ公園ッ！　映えいも帰ってくる！」

「もう待てません！　強ごう引いんにいきます！　今！　ここで！　キスします！　既き成せい事じ実じつです！」

　決意表明と同時に、紗さ夕ゆは顔を近づけてくる。

　俺の胸に重ねられている紗さ夕ゆの身体からだはとても熱くてしっとりしていた。

「自分を安売りするなッ！」

「私はきー先せん輩ぱいにファーストキスをあげたいんです」

　接近する紗さ夕ゆの目がゆっくり閉じられていく。

「大だい丈じよう夫ぶ、きー先せん輩ぱいさえ黙だまっていれば問題ないです。私も秘密にしますから」

　なりふり構わず強ごう引いんに攻せめてくる紗さ夕ゆ。

　頭の芯しんが痺しびれるような甘い誘ゆう惑わく。

　男の克こつ己き心しんを試ためす女性の密着。

　目の前に迫せまるのは少女の顔。

　動どう揺ようを誘さそう汗あせばんだ香り。

　紗さ夕ゆの影かげが陽光を遮さえぎる。

　受け入れてしまえ。

　悩なやむ必要はない。

　さぁ楽になれ。

　秘密なんだ。

　唇くちびるが近い。

「────ッ」

　俺は咄とつ嗟さに摑つかんだラケットを自分の顔の前に持ってきて、唇くちびるを重ねようとする紗さ夕ゆを遮さえぎった。

「……この防ぼう御ぎよひどくありません？」

「非常事態につき、手段を選べなかった」

「嫌いやなら突つき飛とばせばいいのに」と紗さ夕ゆはそっと離はなれる。

「そんなことできるか」

　俺はベンチから身体を起こす。

「動どう揺ようしてましたよね」

「慣れてないんだよ、こういうことは」

「……そんな、ほっとしないでくださいよ。また傷つくじゃないですか」

「紗さ夕ゆ」

「いいんです。私が勝手に長期戦を選びましたから」

　顔を伏ふせた紗さ夕ゆは髪かみに隠かくれて、どんな表情をしているのかわからない。

「まだ続けるのか？」

「私の気持ちは変わりませんよ！　今の、惜おしかったけど私もすごくドキドキしました」

「紗さ夕ゆ！」

「結論はきー先せん輩ぱいに任せます。できれば両りよう想おもいで、ふつうの恋こい人びとになりたいですけど」

「だから、俺は」

「近くにいたいんです」

　そう訴うつたえた紗さ夕ゆの顔を見てしまい、俺は思わず言葉を詰つまらせる。

「紗さ夕ゆちゃーん、きすみくーん。買ってきたよぉ──！」

　映えいがコンビニのレジ袋ぶくろをぶら下げて、こちらに走ってくる。

「今日は帰りますね。また学校で」

　紗さ夕ゆは背を向け、戻もどってきた映えいから自分の飲み物だけをもらって公園を出ていった。

「紗さ夕ゆちゃん、どうしたの？　帰っちゃうんだ？」

「なんか急に用事ができたんだってさ」

　俺は適当に誤ご魔ま化かす。

「ふーん。嬉うれしいことでもあったのかな」

「え？」

「紗さ夕ゆちゃん、泣きながら笑ってた」

「……映えい。水ちょうだい」

　握にぎりっぱなしだったラケットをベンチに置き、冷えたミネラルウォーターを一気に呷あおった。

　程ほどなくスマホからラインの着信音が鳴る。



紗さ夕ゆ：ＯＫの返事ならずっと待ってます。

　　　ヨル先せん輩ぱいに相談するならご自由にどうぞ。

　　　あ、嫉しつ妬とされないように気をつけてくださいね（笑）





「（笑）じゃねえぞ！」

　告白の返事を待たされたことはあっても、告白の言いい逃にげをされるのははじめてだった。




　　◇◇◇




　紗さ夕ゆに告白された後、俺はどうしたものかと思おもい悩なやんだ。

　いや、結論だけは決まっている。

　俺の恋こい人びとはヨルカだ。

　それが覆くつがえることはない。

　ただ、俺は紗さ夕ゆの顔を見たあの瞬しゆん間かん、躊躇ためらってしまったのだ。

　映えいが来ようともあの場で即そく座ざに言うべきだった。

　先延ばしした分、もう一度紗さ夕ゆと真しん剣けんに向き合う段取りをしなければならなくなった。

　そのために生じる精神的な消しよう耗もうや今後の対応を思うだけで気が重かった。

　相手の真しん剣けんな気持ちをないがしろにはできない。

　もはやバドミントンなど上の空になり、映えいと一回試合をしたがまともな勝負にならなかった。

　大差で圧勝した映えいは歯応えのない俺に怒おこるよりも、逆に心配した。

「きすみくん、なんか変だよ。お家うち帰ろうか」

「悪い、そうさせて」

「うん。ラケットも映えいが持ってあげるよ」

　小学生の妹にやたら気を遣つかわれ、珍めずらしく手を繫つないで帰ってしまった。

　家に帰ると、紗さ夕ゆに渡わたすはずだったお土産みやげが玄げん関かんに置かれたままだった。

　俺は部屋に籠こもって、ベッドに倒たおれこむ。

「とんでもない爆ばく弾だんを落としていきやがって……」

　ゴールデンウィーク中、恋こい人びとは海外旅行で会えない。

　さびしさが募つのっているタイミングで玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの告白。

　既き成せい事じ実じつを作るために強ごう引いんにキス。

　しかも俺さえ黙だまっていればいいなんて秘密の関係を持ちかけてくるとは。

「あんな無茶なことをするくらい、紗さ夕ゆが思おもい詰つめてたなんて」

　全然気づかなかった。心が痛む。

　きっと紗さ夕ゆはこの俺の罪悪感まで見み越こした上で告白したのだろう。

　そうやって揺ゆさぶり、大だい胆たんな行動に出ることで関係性を強ごう引いんに変えようとした。

　無理に押せばどうにかなる男。

　中学時代の俺ならば舞まい上あがって、恥はずかしがりながらも受け入れただろう。

「そりゃ基本的なところは変わんないけどさ、昔と同じと思ったなら見くびりすぎだぞ」

　──俺だって成長しているのだ。

　果たして再会した紗さ夕ゆが、数回会っただけで俺の変化を正しく見み抜ぬけるのか。

　もしも理解していたとして、失しつ恋れんするとわかった上で告白をする意味とは──

「……──告白の結果よりも告白自体が大切なのか」

　なんとなくあの後こう輩はいならそう考えるだろうと思った。

　紗さ夕ゆは去年の引退試合で想おもいを告げることができず、今日まで来てしまった。

「なら、きちんと白黒つけないと」

　俺達は高校生になった。

　もう、あの頃ころには戻もどれない。

「お土産みやげ、渡わたしそびれたからな」

　紗さ夕ゆの告白を断る。そう決めた。

　あいつが直接想おもいを伝えてくれた以上、俺も面と向かって伝えようと思った。

　夜よる遅おそく、ヨルカからラインが届く。

　俺は紗さ夕ゆの件に区切りをつけるまではと、あえてメッセージを開かなかった。







[image: 第八話　嘘]

　翌朝、俺はいつもより早起きして幸ゆき波なみ家の前で、紗さ夕ゆが出てくるのを待ち構えた。

　片手には昨日渡わたし損そこねたお土産みやげの入った紙かみ袋ぶくろ。

　文句を言われたところで、これが会うための口実だ。

　そうしてこの後の展開をシミュレーションしてると、幸ゆき波なみ家の玄げん関かんの扉とびらが突とつ然ぜん開いた。

　現れたのは紗さ夕ゆ──そっくりのお母さんだった。

「あれ、希き墨すみくん？　どうしたの！　元気してた！」

　朝のゴミ捨てに出てきた紗さ夕ゆのお母さんは俺に気づくや否いなや、つっかけたサンダルで小走りに近づいてくる。

「お久しぶりです。あ、ゴミ捨てですよね。手伝いますよ」

「あら、悪いってば」

「今さら遠えん慮りよしないでください」

　ゴミ袋ぶくろを受け取り、近くの電柱まで運んでいく。

「希き墨すみくんに手伝ってもらうのも何年振ぶりかしらねぇ。会えて嬉うれしい！　希き墨すみくんずいぶん背が伸のびたわね。男の子って、こんなに成長するんだぁ。今からでも紗さ夕ゆに弟をつくろうかしら。あ、もちろん冗じよう談だんよ。ウフフ」

　娘むすめの知人である俺に対してお友達感覚で接してくるのが、紗さ夕ゆのお母さんだった。

　相変わらずとても高校生の娘むすめがいるようには見えない。

　その若々しい容姿は、娘むすめとふたり街を歩けば姉し妹まいですかと言われるレベルだ。

　おしゃべりが大好きで、中学時代は紗さ夕ゆが支し度たくする間にこうして朝の立ち話をしたものだ。

「今日はどうしたの？　まさか私に会いに来てくれたの？　そうだったら嬉うれしいわ」

「おはようございます。俺も会えて嬉うれしいですよ。あ、これ先日家族旅行に行ったお土産みやげです。よかったらどうぞ」

　俺はとりあえず紗さ夕ゆのお母さんに手て渡わたす。

「ありがとう！　あ、温おん泉せん饅頭まんじゆう！　今日のおやつはこれで決まりね」

「ところで、紗さ夕ゆいます？」

「あら。紗さ夕ゆちゃんなら今朝はずいぶん早く家を出たけど」

「もう登校したんですか？　なんで？」

「なんでだろうねぇ」

「紗さ夕ゆって昔はあんなに寝ね坊ぼうしてたのに早起きできるようになったんですね」

「そんなことないわよ。紗さ夕ゆちゃん、小さい頃ころから寝ね起おきがすごくいい子なのよ」

　紗さ夕ゆのお母さんはさらっと聞き捨てならないことを言った。

「え？　どういうことですか？」

「……──、あ。これは希き墨すみくんには言っちゃいけないやつだった。紗さ夕ゆちゃんから口止めされてたのに。けど、もう時効よね。黙だまっていてごめんなさい」

　やってしまったと無む邪じや気きなノリで紗さ夕ゆのお母さん。

　紗さ夕ゆは早起きが得意だって？

「えーっと、じゃあ。紗さ夕ゆが朝起きれないから朝練に来れないっていうのは……」

　俺は恐おそる恐おそる訊たずねる。

「あの子、昔から早起きなのよ。朝はいつも余よ裕ゆうをもって起きてたから、最初は単純に朝練に行きたくなかったみたいよ。けど、希き墨すみくんが迎むかえに来てくれるようになって嫌いや々いやだったのが、段々楽しくなって。だから希き墨すみくんのお迎むかえがなくなってすごくショックだったみたい」

「はぁ。そう、なんですね」

「引退試合も希き墨すみくんが応おう援えんに来てくれるのを楽しみにしてたんだけどね。都合がつかなかったなら仕方ないものね」

「…………」

「そうそう。だから急に高校は永えい聖せい行きたいって言い出した時はびっくりしたわ。紗さ夕ゆちゃん、お勉強苦手なのに一いつ生しよう懸けん命めいにがんばったのよ。これも希き墨すみくんのおかげね」

　紗さ夕ゆのお母さんは目を細めて微ほほ笑えむ。

「……俺は、なにもしてません。紗さ夕ゆが自力でがんばった結果ですよ」

「それでもあの子にきっかけをくれたのは希き墨すみくんよ。ありがとう」

　紗さ夕ゆのお母さんはぜんぶ知っている。たぶん、そんな気がした。

「希き墨すみくん、高校で彼女できたんだって？」

「はい」

「うちの子より美人？」

「心底惚ほれた女の子が世界で一番美人です」

「フフフ、百点満点の答え方ね」

「すいません」

「いいのいいの。あの子はいい青春してるわね。きっと、いい思い出になるわ」

　俺は幸ゆき波なみ家を後にして、そのまま学校へ向かう。

　人気のない住宅地をひとりで歩く。

　まだ始業までかなり時間があるので急ぐ必要はない。なのに俺の歩調は段々と速くなりはじめ、すぐに苛いら立だち交まじりの早足に変わった。

「人を散々振ふり回まわして」

　思わず不平を漏もらす。

「しかも自分で告白しておいて、逃にげてるんじゃねえよ」

　気づいたら走っていた。

「なにが噓うそ告こく白はくだ。なにが朝苦手だ！　ほんとうに、ぜんぶ噓うそじゃねえか!!」

　幸ゆき波なみ紗さ夕ゆだと思っていた女の子の正体は全然違ちがっていた。

「噓うそをつくならつきとおせよ！　手て遅おくれなのを知ってるくせに」

　俺は行き場のない怒いかりを走ることで必死に消そうとした。

「失しつ恋れんするってわかって告白して、また先延ばしにする気かよ！」

　元々誰だれが悪いわけでもない。

　あの頃ころの俺は鈍にぶくて、紗さ夕ゆが噓うそつきで。

　その噓うそさえ元を辿たどれば、ただの照てれ隠かくしだ。

　気き兼がねない友達のような先せん輩ぱい後こう輩はいの関係が当たり前すぎて、それ以上の変化なんて考えもしなかった。

　部活を引退した俺は、受験勉強に集中してたから恋れん愛あいなんて眼中になかった。

　そして永えい聖せい高等学校に入り、有あり坂さかヨルカに恋こいをした。

　皮肉なことに俺とすれ違ちがうたびに紗さ夕ゆは本来の行動力を取とり戻もどしていく。

　俺が引退試合に応おう援えんに来なかったから、自分から会いに行くとばかりに紗さ夕ゆは永えい聖せい高等学校に合格した。

　だけど追いついた時には、俺はもうヨルカと付き合っていた。

　学校に着く。俺は紗さ夕ゆにラインを送る。



希き墨すみ：今どこだ？

紗さ夕ゆ：まだベッドの上です。眠ねむい。





　幸ゆき波なみ家を訪おとずれた俺は彼女が自宅にいないのを知っている。それなのに噓うそをつくということは、紗さ夕ゆのお母さんは連れん絡らくしていないということだ。

　俺はあえて紗さ夕ゆの噓うそに乗ることにした。



希き墨すみ：どんだけ朝弱いんだよ。おまえ寝ねすぎ。

紗さ夕ゆ：仕方ないじゃないですか。きー先せん輩ぱいが迎むかえに来るなら、早く起きれるかも。

希き墨すみ：じゃあ今日は特別に行ってやるよ。

紗さ夕ゆ：寝ね起おきの紗さ夕ゆちゃんの顔を見たいなんて、きー先せん輩ぱいも変態さんだなぁ。

希き墨すみ：誰だれが変態だ。

紗さ夕ゆ：はいはい。じゃあこれから朝ごはんなので失礼しまーす！





　そうやってラインは一方的に打ち切られる。だが──

「朝ごはんがなんだって？　今朝はずいぶん早起きみたいだな、紗さ夕ゆ」

「えっ……どうして、ここにいるんですか？」

　一年生の自分の教室に突とつ然ぜん現れた俺に、驚おどろく紗さ夕ゆ。完全にフリーズしている。

　ラインをしながら俺は上うわ履ばきに履はき替かえ、大急ぎで一年生の教室まで駆かけ上あがっていた。

「話をしよう。今度こそ、ぜんぶ、ほんとうのことだけだ」

　もう噓うそは通じない。




　　◇◇◇




　教室ではいつ誰だれが来るかわからないので屋上まで移動した。

　誰だれもいない屋上は見晴らしがよく、眼下のグラウンドからは朝練に精を出すサッカー部の声が聞こえる。爽さわやかな朝の空気を深く吸いこむ。

　五月の空は青くて気持ちがいい。

「なんでもう学校にいるんですか？」

「さっき、おまえの家に寄ったんだよ。そしたら紗さ夕ゆのお母さんが色々教えてくれてな」

「もう～～ママったら！」

「俺が勝手に訊きいたんだ。責めないでくれ」

「昨日の今日で早起きしてまで会いに来るなんて、どんだけ私のこと好きなんですかぁ」

「あぁ。俺は好きだぞ、紗さ夕ゆのこと」

「うえっ!?」

　紗さ夕ゆは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「な、なにを突とつ然ぜん言い出すんですか？　どんな企たくらみが？」

「公園での出来事があって、よく考えたんだ。幸ゆき波なみ紗さ夕ゆは俺にとってどんな女の子だったのか」

「いい刺し激げきだったみたいですね」

「あぁ。今までで一番とびきりのな。で、わかった」

「はい」

「俺達はさ、よく一いつ緒しよにいた。それは先せん輩ぱい後こう輩はいとか関係なしに、そもそも気が合ってたんだ」

「私もそう思います」

「多分さ、中学時代に紗さ夕ゆに彼かれ氏しができたら、あの頃ころの俺は結構さびしがっていたと思う。そのくらいには、おまえといる時間は楽しかったんだ」

　あの他愛もない、無む邪じや気きな日々。

　そうやって俺は誠心誠意、自分の本音を言葉にしていく。

「や、やっと素す直なおになりましたね」

　紗さ夕ゆは頰ほおが緩ゆるむのを、辛かろうじてこらえているようだった。

「実際、中学時代で一番話した異性は紗さ夕ゆだ」

　クラスメイトの女子より、よっぽどたくさんの言葉を交かわしたのは間ま違ちがいない。

「きー先せん輩ぱいの相手してあげるやさしい女の子なんて、私以外いませんでしたもんね」

「そうだな」

　俺は正直に認める。

「あ、あの、きー先せん輩ぱい。ちょっと、待って。あんまり素す直なおすぎるとなんか、想定と違ちがうから、その……」

　俺が喋しやべれば喋しやべるほど、紗さ夕ゆの顔が赤くなっていく。

「なんで今さら慌あわててるんだよ。嫌いやならもう結論を言うぞ」

「あーなんか焦あせることもないかなぁ。また別の機会にしません？」

　逃にげ出だそうとする紗さ夕ゆの手首を俺は摑つかむ。

「ご、強ごう引いんですねぇ。返事はずっと待つって言ってるのに」

　平静な口くち振ぶりを保ちながらも、紗さ夕ゆは身をよじり、俺の手を振ふり払はらおうとする。

「噓うそはなしだ。誤ご魔ま化かしも」

「きー先せん輩ぱい、離はなしてッ！」

「紗さ夕ゆ」

「嫌いやだ、聞きたくない！」

「それでも俺が一番大事にしたいのはヨルカだ。だから、おまえの気持ちには応えられない」

　紗さ夕ゆは必死に離はなれようとして暴れていたのをピタリと止めて、急に大人しくなる。

　顔を背そむけ、髪も乱れているので今紗さ夕ゆがどんな表情をしているのかまったくわからない。

「これが、俺の答えだ」

　言った。

　包つつみ隠かくさず本気の言葉で打ち明けた。

　白黒をつけて、俺達の中学時代を終わらせる。

　それがどんな変化を呼ぶのであれ、もう答えを先延ばしにはできなかった。

「そりゃ夢中なのはわかりますよ！　ヨル先せん輩ぱい、綺き麗れいだもの！　今は幸せでしょう！　けど、どう見ても、どう考えても、きー先せん輩ぱいとヨル先せん輩ぱいは釣つり合あいません！　いつか必ず別れます！」

「最初から別れることを考えてたら、誰だれも好きになれないって」

「相手のレベルが高すぎるんです！」

「その無む謀ぼうさに可能性を感じられるくらい、ヨルカは俺を好きでいてくれる」

「何度でも言います！　ふつうでいいじゃないですか。高望みして傷つくのは自分でしょ！」

　罵ば倒とうじみた言葉を浴びても、俺は態度を変えない。

「紗さ夕ゆも特別だよ。こんなかわいい女の子に告白してもらえて嬉うれしかった」

「今さら、お世辞なんていらないんですよ！　私をかわいいって思うなら、中学の時にさっさと告白してくださいってば！」

「…………」

「きー先せん輩ぱい、わかってますか？　自分の首を絞しめているんですよ」

「なにが？」

「クラス委員として接して、相手に合わせるのが上手なきー先せん輩ぱいしかいないから、ヨル先せん輩ぱいは付き合ったんです。だけどヨル先せん輩ぱいが当たり前のように他人と話せるようになったら、平へい凡ぼんなきー先せん輩ぱいを頼たよる必要なくなっちゃうんですよ？　捨てられちゃう可能性を自分で引き上げてるなんて……バカみたい」

　紗さ夕ゆが思おもい描えがくコミュニケーション能力を身につけたヨルカは確かに無敵だろう。

　パーフェクト・ヨルカ。そこに欠点は見当たらない。

「ヨル先せん輩ぱいみたいな美人は、いくらでも好きに相手を選べるんです。もっとすごくて、もっとやさしくて、もっとかっこいい人に口説かれて──」

「未来は断言できないって。紗さ夕ゆも高校に入った俺に恋こい人びとができるなんて思わなかっただろ？」

「ずるいですよ、自分ばかり先に行って」

　ボソリと暗い声で紗さ夕ゆは呟つぶやく。

「おまえにとって有あり坂さかヨルカは完かん璧ぺきな女に見えるかもしれない。けど、俺が知ってるヨルカは違ちがう。ほっとけないし、頼たよりないし、だから力になってあげたいんだ」

「そうやっていつもみたいに世話焼いて、好きになったわけですよね？　私の時となにが違ちがうの？　どうしてヨル先せん輩ぱいにだけ告白したんですか！」

「紗さ夕ゆ。俺は」

「……もういいです、きー先せん輩ぱいの気持ちはわかりました。手を離はなしてくれて大だい丈じよう夫ぶです」

　紗さ夕ゆはゆっくりと顔を上げ、俺と向き合う。

「ハンカチ。まだ使ってないから綺き麗れいだ」

　俺はそっと手を離はなす。そして泣いている紗さ夕ゆにハンカチを差し出した。

「きー先せん輩ぱいも、用意がいいんですね」

　ボソリと呟つぶやいて、紗さ夕ゆはハンカチを叩たたき落おとす。

　怒おこっているはずなのに彼女の声は冷たい。

「紗さ夕ゆ」

「ねぇ、きー先せん輩ぱい。ヨル先せん輩ぱいの朝帰りの噂うわさあったじゃないですか？」

「それがどうした？」

「あんな噂うわさが学校中に流れて、正直どう思いました？」

「そりゃ恋こい人びととしては腹も立ったさ。誰だれだって不本意な噂うわさを流されたら気分悪いのは当然じゃないか」

「でも、火のない所に煙けむりは立たないって言うじゃありませんか」

「噂うわさなんて真に受けるなって。あれは別人だったんだろ」

　神かん崎ざき先生の手による別人説の筋書きに沿そった答えを返す。

「──それこそ大おお噓うそですよね」

　紗さ夕ゆの声には確信がこもっていた。

「どうしてそう思うんだよ？」




「だって、あの噂うわさを流したの──私なんですよ」




　紗さ夕ゆは底意地の悪そうな歪ゆがんだ笑いを口元に浮うかべていた。

「今さら、しょうもない噓うそを言うなって」

　俺はまともに取り合うつもりはない。

「もう面めん倒どうな噓うそはつきませんってば」

　挑ちよう発はつするように嘲あざけりと怒いかりをにじませた声。

　そして、紗さ夕ゆは三さん文もん芝しば居いの犯人役のごとく饒じよう舌ぜつに語り出した。

「あの土曜日の朝、手を繫つないで歩いてるふたりを近所で偶ぐう然ぜん見かけちゃったんです。まさかと思って、そのままこっそり追って、駅でお別れするまでずっと見てました。あの人ひと嫌ぎらいの有あり坂さかヨルカが男の人と手を繫つないでるだけでも驚おどろきなのに、相手がきー先せん輩ぱいだなんて。私、ショックで死んじゃうかと思いましたよ」

　わざとらしい頭の悪そうな喋しやべり方かた。

「俺達を見かけて、どうしたんだってんだよ？」

「恋こいしさ余って憎にくさ百倍、みたいな。ちょうど茶さ道どう部ぶの活動日で顔を出す予定だったので、気づいたら色んな人に伝わってました。いやぁ嫉しつ妬とって恐こわいですねぇ」

「それで、開き直って俺に声をかけてきたのか」

　恋こい人びと宣せん言げん後ごの放課後、神かん崎ざき先生の説教から解放された直後にタイミングよく現れた紗さ夕ゆ。

　あれは偶ぐう然ぜんではない。

　懐なつかしの再会は、すべて紗さ夕ゆによって仕組まれた必然だった。

「そういうことです！　私の計画では朝帰りの噂うわさが原因でヨル先せん輩ぱいと別れる。傷心のきー先せん輩ぱいとの劇的な再会、そして告白。めでたく長年の片かた想おもいが実る──はずだったのになぁ」

　大おお仰ぎような身み振ぶりを交えて語りながらも、最後は力ちから尽つきたみたいにパタリと両りよう腕うでを下ろす。

「まさか恋こい人びと宣せん言げんとは恐おそれ入いりました。私の上を行くなんて、きー先せん輩ぱいも中々やりますねぇ」

　まるで自分を責めろと言わんばかりの語り方だった。

「そんな性しよう悪わるな態度、紗さ夕ゆには似合わねえよ」

「幻げん滅めつしましたよね？　めでたく噂うわさを流した犯人もわかったことですし──どうします？」

　紗さ夕ゆは挑ちよう発はつ気ぎ味みに問う。

「またおまえが噓うそをついてる可能性だってあるだろう」

「お人ひと好よしだな、きー先せん輩ぱいは。まぁそこが好きだったんですけどね」

「紗さ夕ゆの言葉は真に受けないようにしてるからな」

「けど、ほんとうです」

「紗さ夕ゆが犯人だって証しよう拠こもない！」

　俺は信じたくなくて、思わず声を張る。

「……証しよう拠こならありますよ。茶さ道どう部ぶの顧こ問もんの先生なら、きっと知ってます」

「神かん崎ざき先生が？」

　急に自分の担任の名前が出てきて、一いつ瞬しゆん理解できなかった。

「あとは自分で確かめてください。怒おこることもできない弱虫のきー先せん輩ぱい」

　嘲あざけるように言い残して、屋上を去ろうとする紗さ夕ゆ。

「紗さ夕ゆ！　なんで、わざわざ打ち明けた？」

「──せめて叶かなわない恋こいなら、忘れられないくらい嫌きらわれたいんです。そうやって相手の傷として刻まれていたい。そう思っただけです」

　振ふり返かえる紗さ夕ゆの横顔に、俺の知っている快活さはない。

　俺を見る冷めた眼まな差ざしは虚うつろだった。

　これでおしまい。

　彼女はそう決めて実行した。

　失しつ恋れんするための告白。傷つけるための告白。忘れさせないための告白。

　俺達はもう過去には戻もどれない。

　屋上の扉とびらが閉じられ、俺はひとり立ちつくす。

「それはさすがにきついって」

　屋上のフェンスにもたれかかってしまう。

　告白を断るという慣れぬ難行の最後に待っていた仕打ち。

　縁えんが切れるだけではなく、これまでの楽しい思い出さえ変質させてしまう暴ばく露ろ。

　どれだけ爽さわやかな朝の空気を吸いこもうとしても上う手まくいかない。

　この胸のよどみがスッキリする方法があれば教えてくれ。

　行き場のない感情に締しめ上あげられて、俺はフェンスの金かな網あみを強く握にぎる。

　ふと俺は昨夜ゆうべヨルカから届いていたメッセージを思い出す。

　スマホを取り出し、メッセージの内容を確かく認にんした。


ヨルカ：天候不良でフライト遅おくれたから、明日の学校に間に合わない。



「噓だろう……」

　ショックすぎて返事をすることさえままならない。ゴールデンウィークが明けて、やっとヨルカに会えると思ったのに彼女はいまだ機上の人だ。

　まさかの追い打ちに、全身の力が抜ぬけてしまった。




　　◇◇◇




「起立ぅ！　気をつけぇ！　礼ッ！　着席！」

「……瀬せ名なさん、なんで今朝はそんなにテンション高めなんですか？」

　朝のホームルーム。

　俺がいつになく高らかに号令をかけたのを、神かん崎ざき先生は不ふ審しんがる。

「別に！　特になにもありません！」

　先生は怪け訝げんそうに俺を見つつも、その場で深くは追つい及きゆうしなかった。

　事務的な連れん絡らく事じ項こうと休み明けの一言を述べると、先生はいつもより手短にホームルームを終わらせる。

　屋上での紗さ夕ゆとのやりとりに、俺は一日分の気力と体力をすでに使い切っていた。

　空元気で無理やりテンションを上げて、今日一日を乗り切ろうとする。

「スミスミ、今日はなんだか変だよ？」

「もしかして休み中に有あり坂さかちゃんに振ふられたか？　学校も休んでるみたいだし」

　一時間目がはじまる前に、みやちーと七なな村むらが俺の机に寄ってくる。

「ヨルカは帰りの飛行機が遅おくれてるだけだ！　振ふられてない！　ふざけんな！」

「……フッ、さすが彼かれ氏し。ちゃんと把は握あくしてるわけだ」

　七なな村むらはヒューと口笛を吹ふく。ハリウッド映画のアメリカ人か。

「当たり前だろ」

「まぁ、長い休み明けで恋こい人びとに会えなくてざまぁ」

「褒ほめて落とすな！」

　俺は七なな村むらの腹に拳こぶしを打ちこむ。やっぱり鋼はがねのように硬かたく、こっちの手の方が痛い。

「でも、明日までに元に戻もどらないとヨルヨルが心配するよ？」

　みやちーがこちらの目をじっと見てくる。

　心配してくれるが詳しよう細さいは訊きいてこない。その気き遣づかいがありがたかった。

「わかってる」

「その返事、聞いたからね！　ちゃんとしないとダメだぞ」

「宮みや内うちは瀬せ名なに甘いな。もっと根ね掘ほり葉は掘ほり訊きいて、弄いじり倒たおそうぜ」

「ダメ！　今は冗じよう談だんでもそれはしちゃいけない時なの」

「エスパーかよ。え、なに、そんなにピンチなの？」

　七なな村むらもおふざけの気配を収めて、こっちを見てくる。

　ふたりに助けを求めれば親身になって相談に乗ってくれるし、力を貸してくれるだろう。

　だけど、紗さ夕ゆとのことはすでに終わってしまったことだ。

　俺の情けない感傷に付き合わせたくなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。ありがとう、ふたりとも」

　ちょうど鳴った予よ鈴れいが区切りであるように、みやちーと七なな村むらは席に戻もどっていった。







　俺は昼休みが来るまで、幸ゆき波なみ紗さ夕ゆとの苦い結末を思い返していた。

　考えてみればムシのいい話だ。

　自分こそ紗さ夕ゆを応おう援えんしに行かなかったくせに、今さら裏切られたからショックを受けるなんて心とは身勝手なものだ。

　紗さ夕ゆにしても恋こい心ごころを長年隠かくしながら俺に接してきた。

　──身近な人の本音を取とり違ちがえていたという事実が単純にすごくショックだ。

「やっぱり、悪いのは俺じゃん」

　去年の夏、俺がきちんと紗さ夕ゆの引退試合に応おう援えんに行けたのなら、あんな風に悲しませることはなかった。

　せめて返事をしていれば、ここまで紗さ夕ゆを追いこむことはなかった。

「ほんと、既き読どくスルーってよくないな」

　返事がないことで余計な心配をさせてしまう。

　誤解から思わぬ行動に駆かり立たててしまうことがある。

　たとえあの頃ころの俺がしんどい状じよう況きように置かれていたとしても、紗さ夕ゆには直接関係がない。

　最低限のマナーを守れなかったのは事実だ。

　後こう悔かい先に立たず。

　そして、もう終わってしまったことだ。

「だからこれ以上、余計なゴタゴタはごめんだ」

　職員室の扉とびらを叩たたく。

「失礼します。お昼休み中、申し訳ありません。神かん崎ざき先生、お時間よろしいでしょうか？」

　俺は神かん崎ざき先生にどうしても確かく認にんしなければならないことがある。
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「ねぇ朝あさ姫きちゃん。この前のカラオケで幸ゆき波なみさんとどんな話をしてたの？」

　上の空なスミスミを不ふ審しんに思ったあたしは、朝あさ姫きちゃんがひとりになった時に訊たずねた。

「内ない緒しよ話ばなしを教えるのはちょっとね。ごめんなさい。でもどうして？」

　やんわりと断りながらも、朝あさ姫きちゃんは興味を示す。

「スミスミの様子が変なのって、なんとなく幸ゆき波なみさんが関わってるのかなって……」

「有あり坂さかさんがお休みだからじゃないの？」

「そういう単純なことなら素す直なおにななむーやあたしに言うよー」

「言わないことは、詮せん索さくしない方がいい気がするけど？」

「いつでも手助けできる準備はしておきたくてさ」

「ひなかちゃんは友とも達だち想おもいだよね」

「朝あさ姫きちゃんは違ちがうの？」

　あたしが見た支はせ倉くら朝あさ姫きの印象は、みんなの中心で人望が厚い優等生だった。

「クラス委員だからって全員希き墨すみくんみたいな人じゃないよ」

「まぁ、スミスミは世話焼きだからねぇ」

「しかも引きずりやすいタイプ」

「本人、隠かくしてるつもりだけど微び妙みようにバレてるんだよねぇ」

　朝あさ姫きちゃんにつられて、するすると瀬せ名な希き墨すみの話題が弾はずんでしまう。

「まぁ噓うそをつけない正直者とも」

「気を遣つかいすぎてストレスが心配だよねぇ」

「鈍にぶいところは鈍にぶいし、案外大だい丈じよう夫ぶじゃない」

「──女の子の好意にも？」

　そう返して朝あさ姫きちゃんの反応を細かく観察する。

「鎌かまをかけようとしても乗らないよ」

　彼女の方が一枚上手だった。

「ねぇ、ひなかちゃんってちょっと前まで私のこと警けい戒かいしてなかった？」

「昔はね。ま、それもだいぶ前から無意味になったけど」

　あたしは過去形で語る。

「あー……私のお仲間だったってわけ。すごいね、全然気づかなかった」

　朝あさ姫きちゃんはすぐに察した。そこはさすがだと思う。

「誰だれにも話してなかったからね」

「ひなかちゃんは、彼に告白したの？」

「したよー。断られちゃったけど」

「はぁーひなかちゃんがね。希き墨すみくんと仲良しだと思ってたけど、そこまでとは」

「あたしみたいなちんまい子が彼かれ氏し欲ほしがったらいけない？」

「ひなかちゃんはかわいいよ。私よりずっと素す直なおでまっすぐだし」

　そうして目を合わせて、あたし達は笑い合う。

「もうひとり加わるよ」

　その朝あさ姫きちゃんの言い方で察した。

「やっぱり幸ゆき波なみさんか。あの子のスミスミを見る目は最初からただの先せん輩ぱいを見る目じゃなかったもんね。告白を断ったからスミスミは凹へこんでたのか」

「告白されるまで気づかない男子って、ほんとうになんなんだろう」

　朝あさ姫きちゃんは珍めずらしく愚ぐ痴ちる。

「実はスミスミって鈍にぶいんじゃなくて、好きな子以外には純じゆん粋すいにフラットなんじゃないかな。男女関係なく、相手がどんなタイプでも平等な態度で接することができる人」

　教室には色んなタイプの生徒がいる。

　瀬せ名な希き墨すみがクラス委員を任されたのも、そういう個性の違ちがう子達をうまく束ねて、繫つなぎ合あわせられるからだろう。どこにも拠よらず、なににも偏かたよらない。

「あー、それすごく納なつ得とくかも！」

　朝あさ姫きちゃんは目から鱗うろこが落ちたように頷うなずく。

「……でも片かた想おもいする側からすれば、結構残ざん酷こくな態度だよね」とどこかさみしそうに呟つぶやく。

「恋こいしたのもこっちの都合でしょ？」

「難しいね、恋れん愛あいって」

「ほんとにね」

　あたし達は恋こいという怪かい物ぶつの理り不ふ尽じんさをひしひしと嚙かみしめる。

「紗さ夕ゆちゃん大だい丈じよう夫ぶかな」

「慰なぐさめにいくなら、あたしも付き合うよ」

　あたしが提案すると、朝あさ姫きちゃんは困った顔で打ち明ける。

「それが朝、紗さ夕ゆちゃんから『振ふられたことより後こう悔かいしている』ってラインがあって。つっこんで訊きこうにも返事もないし、どうも断られてショックって感じだけじゃないのよね」

「んン？　じゃあスミスミはなにに悩なやんでるの？」

　そうとなれば話が変わってくる。

「さぁ。とりあえず私達の予想よりずっとこじれてるのは確かかも」

「スミスミも中々落ち着かないねぇ」

「……有あり坂さかさん、今日休みでよかったね」

「うん。もし彼かれ氏しが別の女子のことで思おもい悩なやんでるって知ったら、血の雨が降っちゃうかも」

　ヨルヨルのいざという時の熱ねつ烈れつさと行動力を知るあたし達は、思わず冗じよう談だんみたいな想像をしてしまった。
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　俺が神かん崎ざき先生を訪ねると、「場所を変えましょう」と言って茶さ道どう部ぶの茶室に移動した。

　先生はいつものように抹まつ茶ちやを点たてるのではなく、煎せん茶ちやを淹いれる準備をはじめる。

　急きゆう須すと茶ちや筒づつ、湯飲みを二人分用意した。

　ただそれだけのことなのに、相変わらず綺き麗れいな姿勢と美しい所作に見み惚ほれてしまう。

　俺も正座しながら、お湯が沸わくのを待つ。

「お茶を飲む時間なんてあるんですか？」

「五時間目までには終わらせます。最悪、次の授業は二年Ａ組なので少し遅おくれても……」

「自分の担任のクラスだと融ゆう通づう利ききますよね」

「戯たわ言ごとはいいですから、相談があるなら洗いざらい話してください」

　急せかしながらも先生の表情は変わらず、流りゆう麗れいな手元には淀よどみがない。

「……後こう輩はいの女の子から告白されて、断りました」

　茶葉を急きゆう須すに入れようとした先生の手がピタリと止まる。

「──なんですって？」

　俺は紗さ夕ゆとの一連の出来事を包つつみ隠かくさず打ち明ける。

　先生は煎せん茶ちやを淹いれながら黙だまって聞いてくれた。そして一言、

「瀬せ名なさんに、空前のモテ期到とう来らいです」

　神かん崎ざき先生、ドン引き。

「いや、相談というのは俺についてじゃなくて、その後こう輩はいの子についてです」

　俺の真しん剣けんな態度に、先生はすぐに凜りんとした表情に戻もどる。

「聞きましょう」

　そう言って、湯飲みを差し出す。

「一年の幸ゆき波なみ紗さ夕ゆです。先生、知ってますか？」

「そういえば茶さ道どう部ぶの体験入部に来た子に、そんな名前の子がいましたね」

「彼女がヨルカの朝帰りの噂うわさを流したってことも知ってますか？」

「その幸ゆき波なみさんが、自分で言ったのですか？」

「はい。今朝、本人から」

　先生は仕方ないと、ため息を落とす。

「別に瀬せ名なさんや有あり坂さかさんのためではありません」と前置きをした上で語りはじめる。

「朝帰りの噂うわさの出で処どころについては、個人的に調べていました。ちょうど茶さ道どう部ぶの全部員に聞き取りを終えたところです」

「全員、ですか……？　それはお疲つかれ様さまです」

　そんな素そ振ぶりを微み塵じんも感じさせなかった先生に俺は驚おどろく。

　永えい聖せい高等学校の茶さ道どう部ぶといえば文化系部活動でも群を抜ぬいての大所帯。どの学年も十人以上所属していると聞いた。それをわずか二週間やそこらで全員から話を聞くなど、とんでもない大仕事だ。

　ただでさえ忙いそがしい教師という職業。

　部活の顧こ問もんに加えてわざわざそんなことにまで時間を割さいてくれたとは。

　そんな労を惜おしまない神かん崎ざき先生に俺は深い尊敬の念を抱いだく。

「噂うわさの出で処どころが茶さ道どう部ぶとあっては、部の品格を著いちじるしく損そこねる振ふる舞まいです。顧こ問もんとして断固許しがたいことです」

「じゃあ先生は、噂うわさを流した最初の人を特定できたんですね？」

「部員一人ひとりに誰だれから例の噂うわさを聞いたのか確かく認にんしました。その伝言ゲームを辿たどった結果、部員は全員シロでした」

「部員は、ってことは部員でない人が該がい当とうしたと」

「有あり坂さかさんが駅前で目もく撃げきされた土曜日は朝から茶さ道どう部ぶの活動がありました。部員が聞いた相手を数じゆ珠ず繫つなぎにさかのぼると、体験入部に来ていた一年生に行き着きました。それが幸ゆき波なみ紗さ夕ゆさんでした」

　神かん崎ざき先生の調査と紗さ夕ゆの自白が一いつ致ちしてしまった。

　俺の現げん実じつ逃とう避ひ的てきな願望は、先生の地道な調査によって完かん膚ぷなきまでに打うち砕くだかれた。

　黙だまりこんでしまった俺に「ショックですか？」と先生は声をかける。

「……どうするんですか？」

「どう、とは？」

「その、幸ゆき波なみ紗さ夕ゆに対して、なにか」

「なにもしませんよ」

　先生ははっきり言った。

　いつの間にか伏ふせていた顔を俺は勢いよく上げる。

「いいですか、瀬せ名なさん。そもそも有あり坂さかさんの朝帰りはなかった──そういう風にしたのは他ならぬあなたであり、私です。それとも、瀬せ名なさんは犯人に仕返しでもしたいのですか？」

「違ちがいます。そんなこと望んでません！」

　俺は身を乗り出すようにして先生に訴えた。

「事実無根として決着した以上、今さら事を荒あら立だてる気はありません。ただでさえ誰だれかさんが恋こい人びと宣せん言げんなどしたせいで、私がどれだけ慌あわてたと思ってるんです」

　先生は、先日の一件をやっぱり怒おこっていた。

「すみません」

　それこそ俺は平身低頭で謝るしかなかった。

「親しい後こう輩はいとはいえ仮にも犯人を庇かばうなんて、瀬せ名なさんはやはりおやさしい人ですね」

「元を辿たどれば、悪いのは俺なんです」

「……聞いたところによれば、幸ゆき波なみさんは言いふらすというより、思わずこぼれてしまったといった様子だったそうです。それを周りの子達が面おも白しろがって広めた、というのが今回の真実なのでしょう。必ずしも噂うわさの拡散は幸ゆき波なみさんの本意ではない。私は、そう感じました」

　先生のその言葉に、俺は屋上で紗さ夕ゆらしからぬ暴ばく露ろをした彼女の真意がわかった気がした。

「だから、あんならしくない真ま似ねをしたのか」

　紗さ夕ゆはいい子だ。彼女に悪ぶった芝しば居いなんて似合わない。

　人をわざと傷つけ、その場でさえ後こう悔かいを隠かくせないくらいだ。

　発ほつ作さ的てきに行ったのか、あるいはそうすることで自分自身を罰ばつしたいのか。

　少なくとも、俺にはあれが幸ゆき波なみ紗さ夕ゆのほんとうに望んだ結末とは到とう底てい思えなかった。

「なにかヒントになりましたか？」

「俺、そんなに顔に出てます？」

　思わず自分の頰ほおを触さわってしまう。

「生徒の変化に気づくのが教師の仕事です」

　まったく、うちの担任には隠かくし事ごとはできないようだ。

「先生。一度壊こわれた関係を、やり直すことってできますか？」

「相手側が望んでない限り、かなり難しいでしょうね」

　先生の助言はあくまで客観的だ。

　それが今はありがたかった。

「好意に応えられない相手と、せめて仲直りしたいなんて俺自身もムシのいい話だってわかってはいるんです。けど……」

「一度でも禍ケ根チのついた関係を修復するのは並なみ大たい抵ていのことではありません。それが恋れん愛あい沙ざ汰たならなおさらです」

「そう、ですよね……」

　今朝の屋上で俺と紗さ夕ゆは終わった。それは間ま違ちがいない。

「割り切るのも大人の立派な作法です。残念ながら見込みのないものに時間や感情を割さくには人生は短すぎます」

　それは終わった恋こいに未練を残すのと似ている。

　叶かなわない夢を追いかけることに近い。

　報むくわれない愛を盲もう信しんするに等しい。

　──人間はありもしないものを信じたくなる生き物なのだ。

　その上で、神かん崎ざき先生はこう問う。

「ただ、幸ゆき波なみさんがあなたをよく知るように、あなたも幸ゆき波なみさんをよく知っているはずです。ほんとうの彼女は一体どんな人ですか？　心の底で、彼女はなにを望んでいますか？」

「え？」

「時間は戻もどりませんが、感情は不可逆ではありません。友情が愛情に変わり、また友情に戻もどることだって十分ありえます」

「そんな、都合のいいこと」

「じゃあ瀬せ名なさんは、どうして諦あきらめないんですか？」

　言外で幸ゆき波なみ紗さ夕ゆに拘こだわる理由を掘ほり下さげてくる。

「俺が、割り切れないガキだから」

「拗すねないでください。あなたは自分が思っているよりは大人です。どうにもならないことにはきちんと見切りをつけられます。拘こだわるのは罪悪感からだけではなく、まだ関係性を修復できる可能性を見み出いだしているからでしょ。……それは、何事も諦あきらめないいつものあなたじゃないですか」

　それでも、先生は最後に背中を押してくれた。

　割り切って他人に戻もどるのは簡単だ。

　校内で見かけても気づかないふりをする。すれ違ちがっても話しかけることはしない。

　だけど、そんな他た人にん行ぎよう儀ぎは嫌いやだった。

　紗さ夕ゆがもし噂うわさを流したことを後こう悔かいしているなら、俺にはまだかけるべき言葉がある。

「止められるのかと思いました」

「瀬せ名なさんが素す直なおに言うことを聞いてくれる生徒なら、どんなに楽だったことか」

「じゃあ俺をクラス委員にした先生のミスですね」

「まさか。私自身が選んだんですよ。手間に見合う活かつ躍やくはしてくれています。これからもがんばってください」

「まだこき使うんですか？」

「むしろ本番はこれからですよ。秋の体育祭や文化祭は穏おん便びんにお願いしますね」

「別にトラブルを増やしてるつもりはないんですけど」

「どの口が言うんですか」

　先生は頰ほおに手を添そえ、この先のことを憂うれえているようだった。

「信しん頼らいされてるんだか、心配されてるんだか」

「両方ですよ。瀬せ名なさん」

　俺は先生が淹いれてくれた煎せん茶ちやにようやく口をつける。

「あ。美お味いしい」

「いい茶葉ですから」

「お気を遣つかわせて、すみません」

「あんな深刻な表情で職員室に来られては、念のために場所を移したくもなります」

「モテる先生にアドバイスをもらえてよかったです」

　神かん崎ざき先生に話したことで、俺は胸のつかえがとれた気分になった。ようやく普ふ段だんの自分に戻もどれた気がする。

「……どうして、私がモテる前提なのですか？」

「違ちがうんですか？」

「そんな状じよう況きよう、なったこともないから知りません」

「えぇ。先生ならひっきりなしにアプローチ受けてるでしょう？」

　神かん崎ざき先生は絶対にとぼけていると思う。

　教師にしておくのがもったいないほどの美び貌ぼうの女性が色いろ恋こいのエピソードのひとつやふたつ、ないわけがない。

「たとえば大学生の頃ころとかは？　合コンに呼ばれたり、男性に誘さそわれたり」

　どう考えても神かん崎ざき紫し鶴づるのような女性がいたら、周りが放っておくはずがない。

「入学した頃ころはクラスの子によく声をかけられたのですが、いつの間にか呼ばれなくなりましたね。『紫し鶴づるがいると、合コンが女子会になる』って泣きそうな顔で言われまして……。あまりにも必死な剣けん幕まくで言われて、なんだか申し訳なかったです」

　あー先生がいると男性を全員かっさらってしまうから遠ざけられたわけだ。

「どんな小こ粋いきな受け答えで男心を摑つかんだんですか？」

「摑つかんでません。訊きかれたことに、ただ答えただけです」

　よくわからない、と神かん崎ざき先生は顎あごに手を当てる。

「じゃあバイトやサークルの方では？」

「アルバイトは親に禁止されていました。日にち舞ぶのサークルに所属していましたが、『変な男に騙だまされたらダメ』と常に女友達に囲まれてました」

「天然記念物扱あつかいでガードされてたと。お友達の気持ちもちょっとわかりますけどね」

　俺は、その先生のご友人に激しく共感を抱いだく。

「どうしてですか？」

「大切な友達が、悪い男の口車に騙だまされるのが心配だったんですよ」

　神かん崎ざき先生の摑つかみどころのなさは見ようによっては世間ずれしてないからのようにも取れる。

　そこにつけこむ悪い男がいないとも限らない。

「過保護の友人ばかりです」

「大学を卒業してからは？」

「新卒で永えい聖せい高等学校の教職に就ついて、毎日忙いそがしいですからね」

「え。じゃあ社会人になって新しい出会いとかは……？」

「ありませんが、それがなにか？」

　うん？　妙みようだ。なんか引っかかるぞ、この麗うるわしき美人教師。アプローチは数多あまたされているけれども、お付き合いしたという具体的な話がまだ一度も出てこない。

「先生って今恋こい人びといるんですか？」

「いませんけど」

「今までは？」

「……、特には」

　神かん崎ざき先生は誤ご魔ま化かすように、そっぽを向く。

「先生」

「なんですか？」

「訊きけば結構答えてくれるんですね」

「──ッ。瀬せ名なさん!?」

　意図せずして担任教師の恋れん愛あい経けい験けん値ちの低さを知ってしまった。

　この事実に俺はなんだかドキドキしてしまう。

　そりゃご友人がガードするのも当然だ。しっかりしてそうなのに隙すきが多すぎる。

　こんな極上な女性が無防備に受け答えをしてくれたら、それだけで男だん性せい陣じんは自分でもイケるんじゃないかと勘かん違ちがいしてしまうだろう。

　お堅かたい教師モードからは想像できない、世間知らずな素すの神かん崎ざき先生を俺は垣かい間ま見みてしまった。

　相変わらず表情にこそ出ないが、先生が恥はずかしがっているのは察した。

「仕事に一いつ生しよう懸けん命めいなのは素す敵てきだと思いますよ、先生」

　怒おこらせてしまう前にフォローする。いつもなら即そく座ざに冷たい声で𠮟しかってきそうなところだが、先生はなぜか黙だまりこんでしまう。

　茶室が沈ちん黙もくに包まれる。

　あれ、なに、この感じ。……なんか俺まで恥はずかしくなってきたんですけど。意外なギャップに戸と惑まどってしまい、冗じよう談だんのひとつも浮うかばない。場の空気が変にむずがゆく、特別に意識していなかった茶室にふたりきりという状じよう況きようが今になって妙みような緊きん張ちようをあたえる。

　俺、なんでこんなに慌あわてているんだ？

「──教師をからかわないでください。そうやって有あり坂さかさんを口説いたんですか？」

　先に口を開いたのは神かん崎ざき先生だった。

「違ちがいますよ！　俺はいち教え子として尊敬の念を言葉にしただけです」

「瀬せ名なさんと話すと口が軽くなるから困ります」

　普ふ段だん通どおりの態度で、先生は会話を進める。

「それって先生がチョロいだけでは？」

「瀬せ名なさん」

　俺の軽口を呆あきれたように𠮟しかりつける。

「でも、先生。生徒相手にこのざまなんですよ。ほんと、悪い男には気をつけてくださいね」

「はぁ。教え子に心配されるとは情けない限りです」

「真面目に言ってるんですよ。先生が悲しい想おもいをしたら、俺だって悲しいですから」

　神かん崎ざき先生を信しん頼らいしているからこそ、気にかかるのである。

　生徒想いの担任にも幸せでいてほしいのだ。

「……そういうところですよ」

「こっちだって赤せき裸ら々らに事情説明したじゃないですか。お互たがい様さまってことでひとつ」

「生徒と教師の間で、なにがお互たがい様さまですか」と先生は聞き流す。

「とにかく事情は把は握あくしました。ただ、今後は女子との密会は避さけた方がいいでしょうね。またトラブルを起こされたら敵かないません」

「先生とのこの場もカウントされます？」

「私まで、あなたのモテ期に巻きこまないでください！」

「失礼しました！」

　神かん崎ざき先生の殺気じみた視線を浴びながら、俺は煎せん茶ちやを一気に飲み干して茶室から退散する。

　時刻は、五時間目がはじまるきっちり五分前。

　授業に間に合うように相談を終わらせてくれた。




　　◇◇◇




　一年生は、五時間目の授業で今日は終わりだ。

　幸ゆき波なみ紗さ夕ゆの浮うかない気分は晴れることなく、気づけば下校時刻になっていた。

　悲しみや怒いかり、後こう悔かいなど様々な感情が激しく渦うずを巻く。

　心はさながら糸の切れた凧たこみたい。あてもなく宙を漂ただよい、いまだにどう着地すればいいのか定まらない。

　いや、待っているのは着地ではなく墜つい落らくだろう。

　一度落ちればバラバラになって、二度と元通りにはならない。

　──繫つながりを切ったのは自分である。

　告白を断る時、瀬せ名な希き墨すみの顔はすごくつらそうだった。

　噂うわさを流したことを打ち明けた時、すごく傷ついていた。

　──どうせ叶かなわぬ恋こい、みじめに引きずるよりも徹てつ底てい的てきに壊こわれてしまえばいい。

　そのつもりだった。

　なのに、あのお人ひと好よしの先せん輩ぱいはそれでも噓うそだと言って、決して信じようとはしなかった。

　信じようとしてくれた彼を裏切ったのは自分だ。

　あの土曜日の朝、ふたりが手を繫つないで歩く姿を見かけなければ素す直なおに失しつ恋れんできたかもしれない。

　近所に住んでいることがあれほど裏目に出たことはない。

　だけど、目に焼きついた光景を忘れることなんてできなかった。

　その事実を受け入れることができないまま、気づけば言葉になって零こぼれていた。

　我に返った時には遅おそかった。

　聞いた瞬しゆん間かんの周りの顔は忘れられない。

　無む邪じや気きさと下世話な好こう奇き心しんに輝かがやいていたみんなの顔。あっという間に噂うわさは広まってしまった。

　自分の迂う闊かつな一言が週明けには学校中に知しれ渡わたっており、恐こわくなった。

　もしも自分が噂うわさの出で処どころだと知られたら彼に嫌きらわれる。そう思って、興味はあったけど茶さ道どう部ぶへの入部は諦あきらめた。

　罪悪感で自分を責める一方、心のどこかでふたりが別れてしまえばいい。

　そう期待する自分がいた。

　結果的に彼らの交際は公おおやけのものとなる。

　もう勝てない、そう紗さ夕ゆは悟さとってしまった。

　きっと、ああいうのを運命の恋こいと言うのだろう。

　どんな障害があろうとも乗のり越こえ、そのたびに絆きずなを強くしていく。

　自分の恋こいとは真逆だ。

　幸ゆき波なみ紗さ夕ゆは勇気を出せず、タイミングを何度も逃のがし、それでも諦あきらめきれず、最後には間に合わなかった。

　男の子から告白してほしい、なんて相手のせいにしていた。

　女の子は待ちの姿勢でいなければならない、なんて一体どこの誰だれが決めたのだろう。

　好きなら好きと伝える。

　そんなシンプルなことができなかった過去の自分が恨うらめしい。

　もっと早く行動に移していれば、と後こう悔かいしても遅おそすぎた。

　その果てに好きな人を傷つけたいなんて逆さか恨うらみもいいところだ。

　もう自分自身でもどうしたらいいかわからなかった。

　逃にげるように教室を飛び出し、一刻も早く学校を後にしようとする。

　階段を下り、靴くつに履はき替かえた。外に出て、校門にさしかかる。

「あ。見つけた」

　すると向こうから歩いてきたのは、制服姿の有あり坂さかヨルカだった。

「タイミングが合ってよかった」

「……なんで、ヨル先せん輩ぱいが外から来るんですか？」

　紗さ夕ゆは今日ヨルカが欠席したことを知らなかった。

　急に自分の目の前に現れた恋こい敵がたきに、いよいよ混乱は極きわまる。

「帰りの飛行機が遅おくれてたからほんとうは休むつもりだったんだけどね……ちょっと来ないといけない理由ができて」

「もう六時間目、ですけど」

「授業は最初から受けるつもりないから」

　颯さつ爽そうと長い髪かみをなびかせて、ヨルカが紗さ夕ゆの横に並ぶ。

「少し話さない？」

「けど……」

　後ろめたさが心に渦うずを巻いて、今すぐにでも逃にげ出だしたい。

　だけど、同じくらいに話してみたかった。

　迷える紗さ夕ゆの気持ちを酌くむように、ヨルカがその手をとる。

「行こう」

　ふたりは校舎と校舎の間にある中庭へと向かった。







「なにか飲みたいものある？」

「じゃあ、ホットのミルクティーで」

　ヨルカはそばの自じ動どう販はん売ばい機きで自分と紗さ夕ゆの分の飲み物を買った。

　中庭を一望できるベンチに、ふたりで座る。

「はい」

「すみません、ごちそうに、なります」と紗さ夕ゆはヨルカからペットボトルを恐きよう々きようと受け取る。

　ヨルカに導かれるままに一いつ緒しよに来てしまったが、ベンチに座って紗さ夕ゆは我に返った。

　この状じよう況きようは一体なんだろうか。

　帰り道にいきなり有あり坂さかヨルカに摑つかまって、ふたりきりで話すことになった。

　冷静に考えるとかなりの異常事態だ。

　人ひと嫌ぎらいで有名な有あり坂さかヨルカが校内で誰だれかと一いつ緒しよにいる。しかもその相手が自分とは。

　校内一の有名人であるヨルカの横にいるだけで、何事かと中庭を通る生徒達がこちらを見てくる。

「ヨル先せん輩ぱい、トマトジュースが好きなんですか？」

　ヨルカが飲んでいたのは缶かんのトマトジュースだった。

　紗さ夕ゆは沈ちん黙もくを埋うめるために、とりあえず目についたことを話題にする。

「なんとなく野菜不足を解消したくて」

　ヨルカは静かに缶かんを傾かたむける。

　長時間のフライトの疲つかれが残っており、彼女が纏まとう空気はいつも以上に気だるげだ。

「美容に気を遣つかってるんですね」

「旅先で食べすぎたから」と、ヨルカは特に太ってもいないウエストをさする。

「えーでもヨル先せん輩ぱいすごく細いじゃないですか」

　紗さ夕ゆが当あたり障さわりのない返事をすると、

「……やっぱり、わたしと話すのって緊きん張ちようする？」

　ヨルカは缶かんを脇わきに置いて、神しん妙みような顔で問うた。

「まぁ、この前のカラオケでは少ししか話しませんでしたし」

「威い圧あつしてるつもりはないんだけどね」

「ヨル先せん輩ぱいの前では緊きん張ちようするなと言う方が無茶です」

「そんなに身構えなくていいのに」

　ヨルカなりに気き遣づかっているつもりだが、今の紗さ夕ゆには無理な相談だ。

　今朝の希き墨すみとの一連のやりとりをヨルカは知っているのか。そのことについて自分になにか文句を言いにきたのか。背中に冷ひや汗あせをかきながら頭の中がぐるぐるしてしまう。

　紗さ夕ゆは自分の一言一言に神経をすり減らしながら、ヨルカの真意を探さぐろうとする。

「ミルクティー飲めば？　冷めちゃうよ」

「はい！　いただきます！」

　促うながされて、紗さ夕ゆはペットボトルにようやく口をつける。

　ミルクティーのやさしい甘さが広がり、わずかに緊きん張ちようが緩ゆるむのを感じた。

「そんなガチガチにならないで。この前のカラオケの時よりぎこちないよ？」

　クラスメイトと普ふ段だんロクに喋しやべらないヨルカは、希き墨すみ以外と会話すると大たい抵ていこんな調子だ。

　それでもあまりにもギクシャクした紗さ夕ゆにはさすがに戸と惑まどう。

　多少なりとも面識がある相手にも拘かかわらず、自分がこんなにも他人に圧をかける存在なのだと知って若じやつ干かんのショックを受けていた。

　お互たがいに気を遣つかいすぎて会話は途と絶だえてしまう。

　五月の昼下がり、中庭のベンチで沈ちん黙もくする少女ふたり。

　中央にある花か壇だんにはネモフィラやチューリップなどの春の花々が咲さき誇ほこり、目を喜ばす。

「──あの、ヨル先せん輩ぱい！　なんで声かけてきたんですか！」

　沈ちん黙もくに耐たえ切きれず、紗さ夕ゆは直球で訊たずねた。

　罵ば倒とうも𠮟しつ責せきも覚かく悟ごの上だ。ここにいる女性にはその権利がある。

　そして自分は責められても仕方のない行こう為いを、有あり坂さかヨルカの男にしたのだ。

　紗さ夕ゆは唇くちびるを嚙かみしめながら、ヨルカの答えをじっと待つ。

「いや、たまたま紗さ夕ゆちゃんがいたから話せば仲良くなれるかなって」

「ピュアすぎませんか!?」

　予想外すぎる返答に、紗さ夕ゆは思わず声を張り上げた。

　この唯ゆい一いつ無む二にの美少女は心まで美しいのかと、紗さ夕ゆは打ちひしがれてしまう。ベンチの背に倒たおれこんだ拍ひよう子しに手が当たり、ヨルカのトマトジュースを盛せい大だいにこぼしてしまった。

「ああああっ!?　す、すみません！　制服とかに飛んでません？　汚よごれてませんか？」

「かかってないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「すぐ新しいの買ってきますから！」

　地面には、赤い水たまりが広がっていく。

　血相を変えた紗さ夕ゆは慌あわてて腰こしを上げた。

「──ねぇ、紗さ夕ゆちゃん。希き墨すみに告白でもした？」

　いきなり核かく心しんを突つかれて、その場に縫ぬいつけられたように紗さ夕ゆは固まってしまう。

　そして諦あきらめたように身体からだの力を抜ぬいて、再びベンチに座った。

「知ってたんですか？」

「ただの当てずっぽう」

「大正解ですよ」

　紗さ夕ゆは捨すて鉢ばち気ぎ味みに認める。

「やった」

「喜ぶとこですか？」

　ヨルカのフラットすぎる態度に紗さ夕ゆの警けい戒かい心しんも毒気も抜ぬかれてしまう。

「んー本音のところを他の人が言葉にしてくれると、楽になったりしない？　あぁ、この人には隠かくし事ごとはできないなって。それをひなかちゃんがわたしに教えてくれたから。不快なら、なにも訊きかないけど」

　希き墨すみに衝しよう動どう的てきに別れを告げた時、思いつめたヨルカを救ってくれたのが宮みや内うちひなかだ。同じ人を好きになり、それでも奮い立たせてくれた恩人。

　ヨルカもそんな風に誰だれかの力になれればと思っていた。

「……じゃあ懺ざん悔げしていいですか？」

「大げさだね」

「いいから聞いてください」

　紗さ夕ゆは意を決して、告げる。

「ヨル先せん輩ぱいの朝帰りの噂うわさ、流したのは私です」




「うん、そっちは知ってた」




「……え？」

　今度こそ理解不能。

　有あり坂さかヨルカは『知ってた』と確かに言った。

「わたし、人に見られるのが嫌きらいだから他人の視線には敏びん感かんなの」

「い、いつから？」

「あの土曜日の朝、駅で希き墨すみに見送られる時」

「最初からじゃないですか!?」

「あー誰だれかにすごい見られているなって。けど、あの時はわたしも希き墨すみと一いつ緒しよで浮うかれてたから珍めずらしく気にならなかったんだよね」

「愛の力は偉い大だい、ですねぇ」

　紗さ夕ゆは思わず唸うなってしまう。

「二度目は生徒指導室から出てきた時。なんか廊ろう下かで覚えのある視線が刺ささるなって。その時はいつ感じた視線かまでは思い出せなかったんだけど」

「確かに、こっそりきー先せん輩ぱいを待ってました」

　あの時点で気づかれていたとは紗さ夕ゆは思わなかった。

「その視線の主が紗さ夕ゆちゃんだってわかったのはカラオケで会ってからだけど」

「私ってそんなに露ろ骨こつでした？」

「希き墨すみが好きって感情と同じくらい、わたしのことが憎にくいって感情も漏もれてたから」

　ヨルカは思い出して、笑ってしまう。

「ヨル先せん輩ぱい、敏びん感かんすぎます」

　こんな有あり坂さかヨルカの繊せん細さいさを思うと、その生きづらさは並なみ大たい抵ていではなさそうだ。

「あなたが希き墨すみを見る目は、わたしと同じだった。だからこの子は彼のことが好きなんだなってすぐにわかった」

「きー先せん輩ぱいを好きなことも噂うわさを流したことも見み抜ぬいた上で、私が近くにいるのを黙だまってるなんて……」

「だって、希き墨すみもあなたのことを気に入ってるから」

　その言葉が紗さ夕ゆの弱った心をさらに痛めつける。

　過去に囚とらわれている紗さ夕ゆと違ちがって、ヨルカは現在と未来しか見ていない。

「ヨル先せん輩ぱいには私を責める権利があるんですよ。どうして、なにも言わないんです？」

「犯はん人にん捜さがしには興味ない。それに希き墨すみが苦しむ」

　ヨルカは揺ゆるがない。

　もともと周りに興味がない上、ヨルカの中ではすでに終わったことを蒸むし返かえすのは面めん倒どうでしかない。

　ただ、瀬せ名な希き墨すみの迷めい惑わくにならなければそれでよい。

「腹立たないんですか？　憎にくくないんですか？　ものすごく迷めい惑わくかけたじゃないですか？　成り行きによっては別れてたかもしれないんですよ？」

「でも、希き墨すみが解決してくれたから」

「────」

　ほんとうに、別格すぎる。

　類たぐいまれなる美び貌ぼうゆえに人の耳じ目もくを集めてしまうこの少女は、ただ愛する人への信しん頼らいだけであっさりと心のバランスをとっていた。

　彼女は本気だ。

　そこらへんにありふれた、青春の一ページとして終わるような浅い恋れん愛あいではない。

　夢や妄もう想そうではなく、現実の恋れん愛あいとして未来まで見み据すえている。

「それに、今は恋こい人びと宣せん言げんも悪くないかなって」

　ヨルカは気き恥はずかしそうに認める。

「女の子的には、好きな人から特とく別べつ扱あつかいしてもらえるのは悪い気分じゃないですよ」

　紗さ夕ゆは、身体からだの強こわ張ばりが解けていくのがわかった。相あい槌づちを打つ言葉も軽くなっていく。

「やっぱり、そういうものだよね！　最初はなんなのよって慌あわてたけど、ああやってみんなに言うことで守ってもらえてるんだろうなって」

「そりゃつまらない独どく占せん欲よくなら論外ですけど、あのきー先せん輩ぱいですからね。相当勇気が要いったんじゃないですか」

「うん。だから、今は嬉うれしい」

「ヨル先せん輩ぱいは、本気できー先せん輩ぱいが好きなんですね」

「好きよ」

　あの有あり坂さかヨルカの恋こいする乙女おとめな顔を見せられては、紗さ夕ゆはもはや張り合う気もない。

　この美しい人は、自分の好きな男の人を疑いようもなく愛している。

　完敗だ。

　紗さ夕ゆは、ようやく認めることができた。

　この長い片かた想おもいをやっと終わらせることができる。

　叶かなわなかった恋こいの夢から覚めると、紗さ夕ゆの両目から大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちた。

「うっ、うっ、うわああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ──────!!」

　全身で叫さけぶように号ごう泣きゆうし、とめどなく涙なみだが流れ続ける。

　どれだけ声に出しても、涙なみだがこぼれても、心の痛みは消えてはくれない。
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　大好きだった。

　ずっと好きだった。

　彼のことを考えるだけで胸が躍おどる。些さ細さいなやりとりに喜びを感じた。毎朝律りち儀ぎに迎むかえにきてくれるのが特別に思えた。ふたりきりの朝の通学路、学校までもっと遠回りしたかった。練習中の何気ない励はげましに救われた。試合中、疲つかれていても彼の声せい援えんで元気になれた。帰りの寄り道が楽しかった。グチを真しん剣けんに聞いてくれて嬉うれしかった。勉強を教えてもらうふりをして一いつ緒しよにいたかった。もっと、もっと、もっと──。

「私もきー先せん輩ぱいの特別になりたかった。だけどきー先せん輩ぱいのやさしさは私にだけ特別なわけじゃなくて……。なのに、ヨル先せん輩ぱいに向けるやさしさは違ちがった。ぜんぜん違ちがってた」

「うん」

「しかもヨル先せん輩ぱい美人なのに、ちょっといい人だし」

　鼻をすすりながらも、紗さ夕ゆはそんなことまで言う。

「紗さ夕ゆちゃんとは好きな相手が一いつ緒しよだったからね」

「海外旅行の隙すきに告白するような後こう輩はいですよ。ふつうは嫌きらうし」

「わたしのいない所で希き墨すみが告白されるのには慣れてるから」

　ヨルカは希き墨すみがモテるのはしょうがないとばかりにボヤく。

「えッ!?　誰だれからですか!?」

「支はせ倉くらさんとひなかちゃん」

「宮みや内うち先せん輩ぱいまでッ!?　え、噓うそッ。なんできー先せん輩ぱい、そんなカラオケ平然とやってるんですか！　ヨル先せん輩ぱいと付き合って頭バグったとか？　瀬せ名な会かいとか立ち上げてるし！」

　どういう意味よ、と不ふ機き嫌げんな顔になるヨルカ。

「振ふられたのに一いつ緒しよにいるなんて……」

　衝しよう撃げきの事実を聞かされて、涙なみだも引っこんでしまう。

　真っ赤になった目を丸くしながら、あのカラオケがいかに特とく殊しゆなメンバーだったかを今さら知る。

「だからね、希き墨すみを好きな後こう輩はいが今さらひとり増えたところでわたしは気にしない」

「うわぁ。本命の余よ裕ゆう」

「余よ裕ゆうなんて別にないよ」

「そうは見えないですけど」と皮肉でもなんでもなく、紗さ夕ゆの率そつ直ちよくな感想だ。

「多分、希き墨すみになら裏切られてもいいかなって思ってるから」

　ヨルカは遠くを見つめながら、そんなことを口にする。

「……それって絶対裏切られないから言える台詞せりふですよね」

　そんな究極の惚のろ気けをあっさり言われてしまっては、略りやく奪だつ愛あいを企たくらんだ自分が急に滑こつ稽けいに思えて紗さ夕ゆは笑うしかなかった。
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　そのメッセージに気づいたのは、帰りのホームルームを終えた直後だった。



ヨルカ：今幸ゆき波なみさんと中庭にいる。




ホームルームが終わったら希き墨すみも来て。





「……は？」

　俺はメッセージの意味をすぐには読み解けず、フリーズしてしまう。

　ヨルカが今学校にいる？　しかも紗さ夕ゆと一いつ緒しよだって？　え、ていうか帰国してたの？

「なんでだ？」

　俺はカバンを持って廊ろう下かに飛び出した。中庭に面した窓に張りつく。

　自じ動どう販はん売ばい機き近くのベンチに座っているふたりが見えた。

「どういうこと？」

　俺はとにかく中庭へと急いだ。

　階段を駆かけ下おりる。一階に着いて、校舎を繫つなぐ渡わたり廊ろう下かから上うわ履ばきのまま中庭に出た。

　ふたりがいるベンチまで全ぜん力りよく疾しつ走そうだ。

「遅おそい」

　ヨルカは俺の顔を見た途と端たん、不ふ機き嫌げんになった。

「飛行機遅おくれてたんだろ。てっきり学校を休むんだと思ってた」

「そのつもりだった」

　ムスっとしながらヨルカが俺を睨にらむ。

「じゃあどうして。長いフライトで疲つかれてるんだろ。寝ね不ぶ足そくみたいだし」

　ヨルカの顔を見れば、いつもより元気がないことがわかる。

　そういうところはすぐ気づくくせに、とヨルカが小さくぼやく。

「ヨルカ？」

「そっちが昨日のラインを既き読どくスルーするからでしょ！　心配になって来ちゃったのよ！」

「……──、あ」

　やっぱり既き読どくスルーはよくない。

　屋上での一件で消しよう耗もうし切きった俺はメッセージを開いただけで、見事に返事を忘れていた。

　ここまで紗さ夕ゆとこじれたのも元を辿たどれば俺が返事を忘れたからだ。

　今後は注意しよう。そう決めた矢先に同じミスをするとは我ながら迂う闊かつすぎる。

「悪い、ヨルカ。俺は」

「希き墨すみがショックを受けてたことくらいわかる。だから先に、彼女の方でしょ？」

　ヨルカは、ずっと黙だまったままの紗さ夕ゆを目で示す。

　そうだ。

　有あり坂さかヨルカはこういう女の子なのだ。

　別れ話のラインに俺が返事をしなかった時も、最後には彼女の方から話をしにきてくれた。

　今回も同じだ。俺がピンチの時には、この子は必ず側そばにいてくれる。

　俺の返事がないことで、なにかが起きたのだと察知した。

　たとえ帰国したばかりでも不安なら駆かけつける。

「ありが──、ぃ!?」

　俺はふと足元の赤い水たまりに気づき、顔を強こわ張ばらせてしまう。

「と、トマトジュースがこぼれただけ。なにもしてないからね！　喧けん嘩かも！」

「別に疑ってないって」

「まぁ、とにかく今日は来て正解だったみたいだからね」

　ヨルカは状じよう況きようを理解しているようで、それ以上なにも言わなかった。

　ただ俺を信じて、上う手まく収めなさいとばかりに見守るだけだ。

　俺はじっと動かない紗さ夕ゆの正面に立つ。

「紗さ夕ゆ」

「きー先せん輩ぱい」

　身を硬かたくしたままの紗さ夕ゆはちらりと俺を見て、すぐ俯うつむいてしまう。

「顔、あまり見ないでください。さっき泣きすぎてメイクも崩くずれちゃってるんで」

「紗さ夕ゆをそんなに苦しめたのは、やっぱり俺の責任なんだ。去年の引退試合に俺が行けていれば、ここまで長引くことはなかった。だから、もう一度しっかり謝らせてくれ。ごめん」

　俺は頭を下げる。

「や、やめてくださいよ。ただでさえおふたりに迷めい惑わくかけて、その上また謝られたら私もどうしていいかわかんないです」

「その上で紗さ夕ゆにお願いがある！」

「お願い、ですか……？」

　紗さ夕ゆは怯おびえながら俺の言葉を待つ。

「仲直りがしたい。もう一度、紗さ夕ゆと気き兼がねなく話せる関係に戻もどりたいんだ」

「────」

「俺は紗さ夕ゆを忘れたくなんかない。嫌きらうんじゃなくて、これからもまた先せん輩ぱい後こう輩はいになりたい」

「こんな私を許してくれるんですか？」

「あの噂うわさが俺に覚かく悟ごを決めさせたんだ。そのおかげでヨルカとの絆きずなが強くなれた」

　怪け我がの功名というか、図はからずも俺の背中を押したのが紗さ夕ゆだったのも不思議な縁えんだろう。

「だ、だからって前向きに捉とらえすぎですよ。なにそれ、キモイ」

　紗さ夕ゆは慄おののくようにベンチの端はしまで下がる。

「これは一方的な俺の希望だ。紗さ夕ゆに強要するつもりはない。嫌いやなら、今度こそ諦あきらめる」

「ぶぅ！　そうやって私を試ためさないでください！」

　紗さ夕ゆはベンチの肘ひじ掛かけに身を寄せて距きよ離りを置こうとしながらも、この場から逃にげることはなかった。

「紗さ夕ゆの好きにしていい。俺が無茶苦茶なことを言ってるのはわかってる」

「だーかーらー、きー先せん輩ぱいの都合はどうでもよくて！　今アレなのは、その、私の方が問題なわけで……」

　紗さ夕ゆは複雑そうな表情をして言葉を切った。自分がどうするべきか考えあぐねているようだ。

「──自分を許せないなら、わたしが罰ばつをあげる」

「ヨルカ……」

「自分の恋こい人びとを誘ゆう惑わくされたんだもの。それくらいいいでしょ」

　希き墨すみは黙だまっていて、とヨルカの目が訴うつたえる。

「いいです。言ってください、ヨル先せん輩ぱい」

「うん。とってもキツイよ。かなりしんどいと思う。聞かないで逃にげた方が楽なのかもしれない。だけど聞いたからには紗さ夕ゆちゃんには従ってもらう」

「はい」




「──希き墨すみと仲直りして。それが罰ばつよ」




　ヨルカはさらりと俺と同じ要求を突つきつける。

「ふ、ふたりとも私に甘すぎですってば！」

「そう？　希き墨すみはどう思う？　わたしは、それ以外で許すつもりないんだけど」

「いや、むしろ相当厳しいこと言ってるよな」

　俺も大げさに合わせる。

「……ほんと、実は似た者同士なんですかね。きー先せん輩ぱいとヨル先せん輩ぱいは」

　紗さ夕ゆは俺とヨルカを交こう互ごに見て、震ふるえる唇くちびるで必死に強がる。

「先せん輩ぱいには、また遠えん慮りよなく甘えさせてもらいますよ」

「好きにしろ。かわいげのない後こう輩はいをかわいがるのは慣れてる」

「ぶぅ！」

　紗さ夕ゆは少しだけ不本意そうにしながら、けど最後にようやく笑った。

「俺は、おまえの先せん輩ぱいでいたい。噓うそつきでもおまえは俺のかわいい後こう輩はいのままなんだよ」

「……ずるいなぁ。私ときー先せん輩ぱいの絆きずなって、これだけやっても壊こわせないんですね。しかもヨル先せん輩ぱいとまで結びついちゃったら、もう逃にげられないじゃないですか」

　紗さ夕ゆは、俺とヨルカの強ごう引いん極きわまりない希望を受け入れた。

　そして、これ以上言うことはないとばかりに勢いよく立ち上がる。

「きー先せん輩ぱい。最後に質問していいですか？」

「なんだ」

「もし去年の夏に私が告白してたら、ＯＫくれました？」

　赤くなった目でじっと俺を見る。

「あの頃ころにはヨルカを好きになってた。だから、答えは今と変わらない」

　俺はハッキリと答えた。

「ぶぅ！　ほんと、ふたりとも両りよう想おもいすぎッ！」

　紗さ夕ゆはもう泣かなかった。

「ほ、ほら、もう行くよ！　じゃあね、紗さ夕ゆちゃん」

　ヨルカは俺の一言に恥はずかしくなったようで急いで立ち去ろうとする。

「え？　ヨルカ、急きゆうすぎない。紗さ夕ゆ、またな！」

「はい、またです。きー先せん輩ぱい」

　紗さ夕ゆは少しだけさびしそうに俺達を見送ってくれた。

　そしてヨルカは照てれ隠かくしをするように俺の腕うでを引いて、校舎に連れていく。

「どこに行くんだよ？」

「美術準備室。既き読どくスルーした件、きっちり説明してもらうから」

「え、許してたんじゃないの？」

「ダーメ。再発防止策も講じないと」

「厳しいのは勘かん弁べんしてくれよ」

「恋こい人びとを不安にさせるのが趣しゆ味みなの？」

　すれ違ちがう生徒達は、ことごとく驚おどろきながら俺達を見ていた。

　これだけ密着していれば、ふつうのカップルでも目を引く。

「いいのか、見られてるぞ？」

「これが落ち着くからいいの。久しぶりだから」

　ヨルカは頰ほおが赤くなった顔を隠かくすように俺の腕うでに抱だきついて身を寄せる。

「……おかえり、ヨルカ。会いたかった」

「ただいま。わたしもよ。希き墨すみ」




　　◇◇◇




　ふたりの背中が見えなくなり、入いれ違ちがいに支はせ倉くら朝あさ姫きと宮みや内うちひなかが駆かけ寄よってくる。

「え、この真っ赤な水たまりって……？」

「ほんとうに、血の雨が降ったの？　保健室に行く？　自分で歩けるかな？」

　朝あさ姫きとひなかがやたら慌あわててるのが、紗さ夕ゆは可お笑かしかった。

「トマトジュースだから大だい丈じよう夫ぶですよ。……もしかして、見てました？」

「なんか中庭の方に、やたら人が集まってるなって思って見たら三人がいたから」

「その前に慌あわててスミスミが教室を飛び出してったしね」

　朝あさ姫きとひなかは気まずそうに目を合わせる。

「ご心配おかけしました。無事に振ふられまして、めでたくおふたりの仲間入りです！」

　紗さ夕ゆは快活に失しつ恋れんを報告する。

「なんで嬉うれしそうなの？」

「それって元気に言うことなのかなぁ」

　予想外に吹ふっ切きれた様子の紗さ夕ゆに、ふたりの方が反応に困った。

「きー先せん輩ぱいとヨル先せん輩ぱいに懺ざん悔げして、許してもらって。その上で私がほんとに望んでいたのは、忘れないでいてもらうことだって気づいたんです」

　瀬せ名な希き墨すみへの恋こいは近すぎた。

　だけど学年が異なり、部活の引退、受験に卒業、様々なタイミングでふたりの距きよ離りは開いた。

　特に珍めずらしいことでもない、ありふれたきっかけ。

　心地ここちよかった日々が遠ざかり、ひとりになったさびしさと隠かくしていた恋こい心ごころが混ざり合って、あの頃ころより一層強く求めるようになった。

　勇気を出して告白しようと決めた日、彼は現れなかった。

　あんなに親しかったのに。自分という存在は忘れられたのではという恐きよう怖ふが生じる。

　必死に追いかけて、やっと追いついた時には自分以外の女性が彼のとなりにいた。

　そして捨て身の告白の末、彼と彼女は幸ゆき波なみ紗さ夕ゆが近くにいることを望んでくれた。

「気持ちの整理がついたならよかったわ」

　朝あさ姫きは胸を撫なでおろした。

「なんか、一皮むけた感じだねぇ」

　ひなかはぽんぽんと軽く紗さ夕ゆの背中を叩たたいて労ねぎらう。

「ありがとう、ございます」

　ふいに訪おとずれる沈ちん黙もく。

「じゃあ、この失しつ恋れん同どう盟めいの三人で気晴らしでも行く？」

　ひなかが明るい声で提案する。

「その名前、ネガティブすぎない？　ひなかちゃん。しかも瀬せ名な会かいの中に、失しつ恋れん同どう盟めいって」

　朝あさ姫きは苦く笑しようしながら、やんわりと反対する。

「私は構いませんよ。けど──アサ先せん輩ぱいはまだですよね？」

「え、私だけ除のけ者ものなの？　どうして？」

　朝あさ姫きの冗じよう談だんめかした反応に、紗さ夕ゆは真しん剣けんな表情で答える。

「だって、次はアサ先せん輩ぱいの番じゃないですか」

「私が？」

「まだきー先せん輩ぱいのこと好きですよね？」

　紗さ夕ゆに問われて、朝あさ姫きは即そく座ざに否定できなかった。

「ちょ、ちょっと待って！　それはダメだよー。スミスミとヨルヨルの邪じや魔まをするのは見み逃のがせません！」

　ひなかはすかさず割りこむ。

「幸ゆき波なみさん、変に焚たきつけて朝あさ姫きちゃんを困らせないであげてよ」

「無理ですよ、宮みや内うち先せん輩ぱい。アサ先せん輩ぱいは心の底では諦あきらめついてませんよね。私がそうだったから、よくわかるんです」

「失しつ恋れんほやほやの後こう輩はいちゃんが乱心してるぅ！」

「私はもう冷静です。冷静だから、そう思ったんです」

　ひなかは会話の流れを変えようとはぐらかしながらも、心のどこかで紗さ夕ゆの意見に納なつ得とくしていた。

　紗さ夕ゆのまっすぐな視線を受けて、黙だまっていた朝あさ姫きがようやく口を開く。

「……うん、そうかも。ごめん、ひなかちゃん。失しつ恋れん同どう盟めいの方は遠えん慮りよする」

　紗さ夕ゆの言葉に、朝あさ姫きは整理のつかない自分の感情ともう一度向き合うことに決めた。

　支はせ倉くら朝あさ姫きの恋こいはまだ終わっていない。




　　◇◇◇




　美術準備室に、ふたりでいることがすごく懐なつかしく感じた。

　ゴールデンウィークのたかだか一週間かそこらしか空いていないのに、俺は妙みように新しん鮮せんな気持ちで見慣れた室内を眺ながめた。

「あー喉のど渇かわいた。たまには希き墨すみがお茶淹いれてよ。今日は緑茶がいいな」

　ヨルカは定位置の椅い子すに座る。

　いつもはコーヒーか紅茶だが、ずっと海外だったから緑茶が恋こいしいのだろう。

「了りよう解かい」

　俺は電気ポットでお湯が沸わくのを待つ間、備び蓄ちくしているお菓か子しからしょうゆ味のおせんべいを取り出す。

「何時に日本に着いたんだ？」

「今日のお昼くらい。ほんと、向こうを出発した時はすごく風が強かったから飛行機がジェットコースターみたいに何度も乱高下して恐こわかった。ずっとシートにしがみついてた」

「大変だったな」

「機内でもあまり眠ねむれなかったし、もう身体からだ中じゆうバキバキ」

「一服したら肩かたでもお揉もみしましょうか？」

「いいね。よろしく」

　お茶を淹いれ、湯飲みとおせんべいをヨルカの前に置く。

　これで立派なおやつタイムだ。

「あれ、希き墨すみはコーヒーなんだね。一いつ緒しよじゃないんだ」

　俺はいつものようにブラックコーヒーを飲んでいた。

「緑茶は、お昼に美う味まいのを飲んだからさ」

「……どこで飲んだの？」

「え？　神かん崎ざき先生に相談があって、茶室でごちそう、にッ──」

　答える途と中ちゆうで喉のどが凍こおりつく。

　神かん崎ざき先生はヨルカにとって天敵なのだ。

　案の定、ヨルカはへそを曲げた。寝ね不ぶ足そくのせいもあるのか普ふ段だんの三割増しに目つきが悪い。

「希き墨すみ、またあの教師のところに行ったの！　なんでよ！」

「先生に直接確かく認にんしなきゃいけないことがあったんだ」

「ってことは、ふたりきりね！　そうでしょ」

　ヨルカが詰つめ寄よってくる。嫉しつ妬とレーダーの感度がよすぎるぞ。

「なんでそんなに鋭するどいんだよ」

「ぬかったわッ。もっと早く来ればよかった」

「その時間はまだ空港だろう」

「ム～～～～、ジェットをチャーターすればよかった」

「有あり坂さか家ってそんなに金あんの!?」

「悪天候が憎にくいッ」

　冗じよう談だんなのか本気なのか、リアルに判断つかない。

「ヨルカはなんだって神かん崎ざき先生をそんな過か剰じように敵視してるんだよ」

「とにかく、あの教師はダメ！　ダメなものはダメッ！」

「紗さ夕ゆですら許せるくせに、さっぱりわからん……」

　ヨルカが対たい抗こう意い識しきを燃やす理由がさっぱりわからず、俺は訊たずねてしまう。

　そもそもヨルカは他人に興味がない。そんな彼女が敵意を持ってここまで執しゆう着ちやくするとは余よ程ほどの理由だろう。

　カラオケの時も朝あさ姫きさんが来ると知った途端、参加を決めた。

　好きと嫌きらいがとても両りよう極きよく端たんな女の子だな、と思う。

　去年も俺とヨルカは神かん崎ざき先生のクラスで一年間をすごしてきた。

　ヨルカと神かん崎ざき先生の間でトラブルがあったか否いなか以前に、そもそもこのふたりが話しているのを見た記き憶おくがない。

　だとすると、入学以前からふたりには因いん縁ねんでもあるのだろうか。

「ヨルカ、先生と昔なにかあったのか？」

「わたしじゃない」

「じゃあお姉さんか」

　俺はすぐに答えに気づく。

　ヨルカは、沈ちん黙もくをもって肯こう定ていした。

「いい機会だから教えてくれないか？　クラス委員の俺はどうあっても先生と話さないといけないからさ」

「……お姉ちゃんは永聖ここに入って変わったの。あの教師のせいで」

「シスコンかよ」

　どれだけシリアスな事情かと思いきや、お姉ちゃん大好きか。

「違ちがうから！」

「でも、その変わっちゃったお姉さんが嫌きらいってわけじゃないんだろ」

　例の噂うわさの時も、お姉さんは神かん崎ざき先生と協力して妹のヨルカを助けてくれた。

「そうだけど……」

「ははん、さては自分の知ってるお姉さんじゃなくなってショックだったとか？　それで神かん崎ざき先生を目の敵かたきにしてるんだろ？」

「どうしてそういう解かい釈しやくになるの」

　頑かたくなに認めないヨルカ。

　こいつはどうにも重じゆう症しようだ。

　敬愛する姉を劇変させた不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵、その教え子として高校生活を送るとなれば不ふ機き嫌げんにもなろう。

「いい先生だと思うぞ。そこまで警けい戒かいせんでも」

　今日だって神かん崎ざき先生の助言がなければ、紗さ夕ゆに仲直りを素す直なおに言い出せなかったと思う。

「希き墨すみまで味方をするの？」

　ヨルカはプリプリと怒おこる。

「そもそも敵でも味方でもないから」

「とにかく希き墨すみも、あの教師から悪あく影えい響きようを受けちゃダメだよ」

　ヨルカはそう言って、この話題を終わらせた。

　たった三年、されど三年。

　十代の子どもが成長するには十分な年月だ。

　お姉さんの変わるきっかけが、たまたま神かん崎ざき先生だっただけの話だろう。

　そもそもヨルカが邪じや推すいするような出来事があれば、卒業後も神かん崎ざき先生と交流するはずもない。強制されたのではなく、お姉さんは自らの意志で新しい自分になった。

　俺はそう考える。

　恋こい人びとの機き嫌げんが直ったのを見計らい、俺の椅い子すの前にスツールを置く。

　ヨルカがスツールに腰こしかけ、後ろの俺が肩かたをマッサージする。

　華きや奢しやな両りよう肩かたにそっと手を置く。確かに凝こっていた。

「くぅ────っ」

　俺が揉もみはじめると、ヨルカは悶もだえるような声を漏もらす。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「痛気持ちいいんだけど、くすぐったい」

「だいぶ凝こってるな」

「けど希き墨すみ、マッサージ上手だね」

　ヨルカはくねくねと身体からだを泳がせながらも、えも言われぬ刺し激げきになんとか耐たえている。

「次、背中に行くぞ」と、俺は指を肩かたから背中へと移動させていく。

「あ、う────っ」

「こっちもなかなかひどいな」

　首から背中、さらに腰こしまで流れるように揉もみほぐしていく。

「じゃあ、次は……」

「十分！　ほぐれたから！」

「はい、動くなって」

　振ふり返かえろうとするヨルカをぐいっと前に向かせる。

「もういいってば。希き墨すみ、ありが──」

　俺はヨルカを後ろから抱だきしめた。

「ふぇ!?　え、えぇ？」

　そのまま彼女のうなじに鼻先を寄せる。

「き、希き墨すみ？」

「──お礼を言うのは俺の方」

　ヨルカを腕うでの中に収めて、包んで離はなさない。

　わずかに抵てい抗こうしようとしたがヨルカはすぐに身体からだの力を抜ぬいて、俺に身を預けた。

「希き墨すみからハグするなんて珍めずらしいね。これはなにへのごほうび？」

「海外に行った恋こい人びとを一いち途ずに待ち続けたこと」

「たかだか一週間くらいでしょ」

「俺にとっては春休みに匹ひつ敵てきするくらいしんどかった」

「出発の前に補ほ充じゆうしたよ」
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「あんなんじゃ足りないから」

「希き墨すみは甘えん坊だな」

「好きな人を求めて、なにが悪い。ヨルカ欠けつ乏ぼう症しようの末まつ期き患かん者じやだぞ」

「それ、わたしがいないと死んじゃうじゃない」

「死ぬな」

「はいはい。わたしも、会いたかった」

　ヨルカは手を伸のばして、駄だ々だをこねる子どもをあやすように俺の髪かみを撫なでた。







　そのまま相手の体温に浸ひたるように抱だきしめていると、やがてスヤスヤとした寝ね息いきが聞こえてきた。

「眠ねむいのを我が慢まんしてたんだろうな」

　長旅の疲つかれと時差ボケもあるのだろう。

　ヨルカは安心して俺に寝ね顔がおを見せてくれている。

　それがなにより嬉うれしかった。

　俺は眠ねむるヨルカを抱だいたまま、美術準備室に差しこむオレンジの陽ひの光が消えていくのを静かに見届ける。

　薄うす暗ぐらくなってからどれだけ経たっただろうか。控ひかえめなノックの音が響ひびいた。

　少し待ってから扉とびらが開く。

　やってきたのは神かん崎ざき先生だった。

　俺は驚おどろいて、身体からだが大きく動きそうになった。思わずヨルカを起こしていないか心配になる。

「いいです。起こしてしまいますから」

　ヨルカが寝ねているのに気づいた先生は、俺にじっとしていろと手で制する。

「よくここにいるとわかりましたね」

　俺も声を潜ひそめて話す。

「彼女のお姉さんから帰国報告と一いつ緒しよに、有あり坂さかさんが学校に向かったと連れん絡らくをもらいました。まさかとは思いましたが、ほんとうにいるとは……」

　先生は石せつ膏こう像ぞうの並ぶ机に軽く体重を預ける。

「有あり坂さかさんはもう自分の望むままに行動できるんですね」

　先生は、ヨルカの変化を静かに喜んでいるようだった。

　まるで以前のヨルカが自分の意志で動けなかったみたいな言い方が、引っかかる。

「あの、お咎とがめはなしでひとつ」

　優等生ながら神かん崎ざき先生に対しては当てつけのような行動をするヨルカを、俺はフォローする。

「ここは彼女のために私が与あたえた部屋です。授業が終わった頃ころに彼かれ氏し恋こいしさで登校なんて、お説教する私の方が気き恥はずかしくなります」

　薄うす暗ぐらい部屋でなお、先生は眩まぶしいものを見るように目を細める。

「先生って卒業してもヨルカのお姉さんと仲がいいんですね」

「……有あり坂さかさんのお姉さんとは生徒と教師の関係ですが、単純に人として気が合ったんですよ。私も赴ふ任にんしたばかりの新人教師、彼女のお姉さんはクラス委員をしてました。接する機会も多く、気づけば腐くされ縁えんというやつです」

　ヨルカから聞いた話では一年生の時から生徒会長を務めるほどの人気者だったそうだ。年配の先生方にも覚えがめでたい有名な卒業生で、その恩おん恵けいを現げん役えきの俺達も受けている。

　神かん崎ざき先生にとっても思い出深い生徒のひとりなのだろう。

「ヨルカが先生を警けい戒かいするのは、どうもお姉さんが原因みたいですね」

「どういう風に聞きましたか？」

「先生のご想像通りかと」

　先ほど聞いたヨルカの言い分は攻こう撃げき的てきだったため、口頭で説明するのは控ひかえた。

「私は、彼女にとって悪役ですからね」と先生は笑う。

「でも真相は違ちがうんですよね？」

　俺はヨルカの細い肩かたにそっと触ふれる。

「有あり坂さかさんにとって、お姉さんは常に目標でした。小さな頃ころからお姉さんのようになりたいと一いつ生しよう懸けん命めいに真似をしていたそうですよ」

　過去形で語られる有あり坂さか姉し妹まいの関係。

　そのカギを握にぎるのが我らの担任・神かん崎ざき紫し鶴づるだった。

「妹が、大好きな姉を真ま似ねるなんてかわいらしいエピソードじゃないですか」

「どんな仲良し姉し妹まいでも、性格や適性は異なります。有あり坂さかさんのお姉さんは行動力の塊かたまりみたいな明るい子でした。生徒会長にも選ばれ、制服が新しくなる時の学校案内のパンフレットでモデルを務めたりもしてましたね」

「あの伝説のモデルってヨルカのお姉さんだったんですか!?」

「瀬せ名なさん達の入学前には卒業しましたから、知らないのも無理ありませんね」

　衝しよう撃げきッ！　受験倍率を跳はね上あげた美少女モデルの正体は、俺の恋こい人びとの姉だった。

「有あり坂さかさんも華はなやかさこそお姉さんに負けませんが、この子は本質的にもっと繊せん細さいで物静かです」

「対照的な姉し妹まいですね」

「有あり坂さかさんのお姉さんは性格の違ちがう妹が、自分の真ま似ねをするのを心配してました。応おう援えんはしたいけど無理をしている妹を見るのがつらい、どう接してあげればいいかわからない、いくら言葉で言っても聞いてもらえない。そうもどかしそうに私に相談してきました」

　姉の心、妹知らず。

　理想としていた姉が胸の内にそんな悩なやみを抱かかえていたとはヨルカも初耳だろう。

「──なら妹さんが幻げん滅めつすれば違ちがう方向を模も索さくするのでは？」

「え？」

「当時の私は色々話を聞いた上で、最終的にそうアドバイスをしました。それは有あり坂さかさんのお姉さん本人にはプラスに働きました。しかし──」

「ヨルカはどうすればいいかわからず迷子みたいになったと」

　ようやく神かん崎ざき先生が入学時からヨルカをずっと気き遣づかっている理由がわかった。

　先生のアドバイスで理想だった姉が変わった。

　だが当のヨルカは梯はし子ごを外されたみたいに、目指すべき未来の自分の姿を見失ってしまった。

　神かん崎ざき先生は、そのことに責任を感じているのだ。

「有あり坂さかさんも、自分をよく理解してくれる相手に出会えてよかったです」

　薄うす闇やみに浮うかぶ先生の白い横顔には反省の色がにじむ。

　先生はヨルカのお姉さんにとってはよき理解者だった。

　ただ、それがヨルカには及およばなかっただけだ。

「──教師ってそんな万ばん人にんを導ける超ちよう人じんじゃないですよね？　言っちゃあなんですけど同じ人間に俺はそこまで期待してませんよ」

　俺の忌き憚たんのない意見に先生は目を見開く。

　この先生もかなり生き真ま面じ目めな部類だ。

　生徒ひとりひとりのフォローでも大変なのに、その身内まで助けようなんて難題すぎる。

　まして新米教師時代のことを今も気にしているのだ。

　先生ひとりで背負いすぎるのはよくない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、先生。今は俺がいますから」

　俺は明るい声で宣言する。

　この腕うでの中にいる女の子は俺が必ず守る。

「……ほんとうに、私の一番の予想外は間ま違ちがいなくあなたですよ。瀬せ名なさん」

　先生は机から腰こしを上げる。

「言っておきますが、その子を大切に思っているのは瀬せ名なさんだけではありません。いまだに妹いもうと離ばなれできない過保護なお姉さんはなにかあるたびに私に相談してきますし、私にとっても彼女は大切な教え子です」

　そう言って、先生は長い黒くろ髪かみを翻ひるがえして扉とびらへ向かう。

「学校で夜明かしは絶対によしてください。そろそろ校門が閉まりますよ」

「了りよう解かいです。先生が帰ったら、起こします」

「結構です」

　神かん崎ざき先生は見み逃のがしてしまいそうな控ひかえめな微ほほ笑えみを口元に浮うかべて、静かに去っていった。

　足音と気配が完全に遠ざかってから、俺はヨルカに声をかける。

「で、狸たぬき寝ね入いりはもういいんじゃないか？　ヨルカ？」

「……なんで気づくのよ」

　ヨルカがすくっと上体を起こす。

「そりゃ俺にぴったりくっついてたから」

　わずかな動きだって伝わるに決まっている。

　ヨルカは、先生が来たタイミングでとっくに目覚めていた。他人の気配に敏びん感かんな子だ。

　そして相手が神かん崎ざき先生だと気づいた瞬しゆん間かん、寝ねたふりを決めこんだ。

　室内の電気も消したままだったから、先生はヨルカが起きた時のわずかな動きを見み逃のがしていた。

「そこは気づかないふりしてよ？」

「先生がいる時にバラさないだけ十分やさしいだろ。で、真相を聞いたご感想は？」

「それより『大だい丈じよう夫ぶですよ、先生。今は俺がいますから』って、わたしの側そばにいるって意味だよね？」

「？　当たり前だろ」

「聞きようによっては、あの教師のことを支えるって風にも受け取れるんだけど！　後こう輩はいの次は担任教師なの!?」

　日本語って難しい！

「って、怒おこって露ろ骨こつに誤ご魔ま化かそうとするな」

　明らかに話題を逸そらそうとしているヨルカ。そうはさせない。

　これはヨルカにとって過去を正しく捉とらえ直なおす好機だった。

　俺と紗さ夕ゆが関係性を修復できたように、ヨルカと神かん崎ざき先生も上う手まく歩み寄れればと願う。

　ふたりで美術準備室を出る。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かを並んで歩きながら、ヨルカはポツリと呟つぶやく。

「……すんなり納なつ得とくは、できない」

「そりゃそうだ」

　ヨルカの育った有あり坂さか家はみんなハイスペックで社交的。

　そんな中、大人しい性格に生まれたヨルカはお姉さんの真ま似ねをすることで必死に追いつこうとしていた。

　お姉さんにしてみれば、無理してがんばっている妹が不ふ憫びんだったのだろう。

　傾かたむけた気持ちが大きいほど諦あきらめるのは難しい。

　姉の変化によってヨルカは手本を喪そう失しつし、嫌いやでも自分と向き合う羽目になった。

　ヨルカ自身、なにをしたいのかわからないまま悩なやんで苦しんでいたのは事実だ。

「納なつ得とくできるまで考えるのも、忘れるのもヨルカの自由だよ。だって過去はやり直せないし」

「今日の希き墨すみは特に実感がこもってるね」

　ヨルカは意地悪そうに笑う。

「まぁヨルカが過去をやり直せるとしたら、たぶん永聖ここには入学してないだろ？」

「うん。お姉ちゃんがいたから受験しただけだし。積極的な理由は確かにないかな」

「そしたら、俺とヨルカは出会ってなかった」

　切実な気持ちで俺は呟つぶやく。

　出会いは選ぶことができない。

　だからこそ、俺はヨルカが傷ついた分まで愛してあげたかった。

　この繫つないだ手の温ぬくもりも胸を焦こがす恋こいの熱情も幻まぼろしでないことが、なにより尊く愛いとおしい。

「──そういう捉とらえ方かたもあるのね」

　ヨルカは晴れやかな顔で、どこか満足げだ。

「だから希き墨すみは好きよ。話してるだけで、自分の悩なやみがちっぽけに思えるから」

「なら、よかった」

　好きな人にはいつも笑っていて欲しい。

　それを叶かなえられる自分でありたいと、俺は自分自身に誓ちかう。

「ねぇ、希き墨すみ！　これからご飯行かない？　今度のお休みにデートしたいから、どこ行くか決めたいんだけど！」

　すっかり元気になったヨルカ。それはマッサージと仮か眠みんのおかげだけではないだろう。

　恋こい人びとの素す敵てきな提案を、俺はもちろん断るはずもなかった。
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　ついにヨルカとの休日デート。

　俺はスマホのアラームよりも先に目を覚ます。

　洋服などの準備は前日のうちにすべて済ませておいた。

　着き替かえて、朝食を食べながらテレビで天気予報をチェック。

　今日は一日快晴。最高のデート日和びよりだ。

「よし、天気も大だい丈じよう夫ぶそうだな」

「ねぇ、きすみくん。今日はなんで早起きなの？」

　一いつ緒しよに朝食を食べている映えいが興きよう味み津しん々しんで訊きいてくる。

「ヨルカと出かけてくる」

「いいなー！　映えいも行きたい！」

「おまえ、習い事だろ。サボる気か？」

「ヨルカちゃんときすみくんだけズールーいー」

「ズルくない。休みの日に妹いもうと同どう伴はんデートとか罰ばつゲームか」

「ヨルカちゃんは喜んでくれるよ」

　妹は断言する。愛されキャラとして自信ありすぎだろう。

　いやまぁ、ヨルカも映えいのことは気に入っているから実際大だい丈じよう夫ぶなんだろうけどさ。

　最初の休日デートくらい、ふたりきりの楽しい思い出にさせてほしい。

　映えいを習い事に送り出し、朝食の後片づけをしていたところでインターホンが鳴る。

　やってきたのは紗さ夕ゆだった。

「おはようございます。きー先せん輩ぱい」

「おはよう、紗さ夕ゆ。どうした？」

「この前お土産みやげいただいたんで、お返しに。ママがお菓か子しを焼いたので届けに来ました」

　紗さ夕ゆは持っていた紙かみ袋ぶくろを手て渡わたしてくる。中を見ると丁てい寧ねいに包装された手作りのクッキーだった。

「相変わらず美お味いしそうだな。ありがとう」

「いえいえ、いただいた温おん泉せん饅頭まんじゆうも美お味いしかったです。ごちそうさまでした」

　丁てい寧ねいに礼を言った後、紗さ夕ゆはジロジロと俺の格好を観察する。

「きー先せん輩ぱい。ヨル先せん輩ぱいとデートですか？　なんか気合いの入った格好してる」

「ま、まぁな」

「……もしかして緊きん張ちようしてます？」

「そりゃそうだろ。なぁ俺、大だい丈じよう夫ぶかな？　服装とかおかしいところない？」

　長い付き合いなだけにばっちり見み抜ぬかれて、俺は思わず紗さ夕ゆにファッションチェックを求める。

「ダサくてもヨル先せん輩ぱいにコーディネートしてもらって服買えばいいじゃないですか？」

「雑っ！　もうちょいアドバイス的なことないの！」

「ぶぅ！　最低限のハードルはきちんとクリアしてますよ。これ以上は私の好みが入っちゃうから遠えん慮りよしてるのに！」

　思いの外、ちゃんと気を遣つかわれていた。

「そうなのか」

「他の女の趣しゆ味みでコーディネートされた格好でデートに来られたら、はっきり言って不ふ愉ゆ快かいです。特にヨル先輩なら絶対気付きますよ」

「すまん」

「心配しなくてもきー先せん輩ぱいは、ヨル先せん輩ぱいにしっかり惚ほれられてますよ」

　俺の緊きん張ちようをほぐすように紗さ夕ゆは太たい鼓こ判ばんを押してくれた。

　まるで昔のような調子の会話だ。

「だよな」

「うわぁー惚のろ気け。あー恋こい人びととのデート、楽しそう！」

「紗さ夕ゆ」

「なんですか。まだ相談でも？」

「──ありがとな」

　紗さ夕ゆは一いつ瞬しゆんだけ目を伏ふせ、それから笑え顔がおをつくる。

「デートした途と端たん、失望されて振ふられないでくださいよ」

「気をつけるよ」

「また瀬せ名な会かいで遊ぶことあったら必ず呼んでくださいね！」

「……なぁ、本気でその名前にするのやめない？　せめて七なな村むら会かいにしない？」

「ぶぅ！　それだと意味ないですってば。きー先せん輩ぱいがいるから、あの人達は集まれるんです。たとえ恋れん愛あい感かん情じようがあっても、なくてもです！」

　紗さ夕ゆにそこまで言われてしまうと、俺がごねるのも気が引ける。

　……なにやら不ふ穏おんなニュアンスを感じたのは、きっと気のせいだろう。

　関係性に名前がつくのは、実はかなり大事なことだ。

　掲かかげた看板があるだけで結びつきが強くなる。

　俺は恋こい人びと宣せん言げんでヨルカとの関係をはっきりさせた。

　同じように、学年の違ちがう紗さ夕ゆが集まれる瀬せ名な会かいがあることで繫つながりは強くなる。

「それじゃあきー先せん輩ぱい、ヨル先せん輩ぱいによろしくです！」

　かわいいけど、かわいげのない後こう輩はいはそう笑って帰っていった。

「さて、俺も行くか」

　ひとりで地元の駅まで歩いていく。

　そして電車に揺ゆられて、目的地の最も寄より駅えきに到とう着ちやく。大勢の人波に吞のまれないように進みながら待ち合わせ場所を目指す。

　すごい人だかりの中で、そこだけ空くう洞どうのように人のいないスペースができていた。

　その真ん中に立つのはとびきりの美少女。

　有あり坂さかヨルカは既すでに待っていた。

　学校の外で見るヨルカに俺は新しん鮮せんな気持ちを覚える。

　私服姿もはじめて見るが、とてもよく似合っていた。

　周りを行いき交かう人々も男女問わずヨルカに目が吸い寄せられているようだ。

　当のヨルカはどこか所在なさげに立っていた。

　こういう繁はん華か街がいに、ひとりでいること自体慣れていないのだろう。

　手首につけた腕うで時計どけいをチラチラと確かく認にんしている。

　約束した待ち合わせ時刻までにはまだ三十分以上あった。

「待ち切れなかったのかな」

　俺と一いつ緒しよだ。

　ヨルカがふと視線を上げる。

　人ごみの中で俺を見つけた途と端たん、ヨルカの整った顔に眩まぶしい笑えみが咲さく。

　俺はヨルカに向かってまっすぐに駆かけだす。

　今日は待ちに待った休日デートだ。


了　
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　はじめまして、またはお久しぶりです。羽は場ば楽らく人とです。

　このたびは『わたし以外とのラブコメは許さないんだからね』二巻をお読みいただきありがとうございます。

　告白から始まる両想おもいラブコメ、今回は告白できなかった片かた想おもいの女の子の物語でした。

　結ばれる恋こいがあれば、実らない恋こいもある。

　誰だれしも失しつ恋れんの切ない痛みに悩なやんだ経験はあると思います。

　恋れん愛あいに限らず、自分の思っていることを相手に伝えるって本当に難しい。

　特に会話というコミュニケーションは基本一発勝負。その場で上う手まくいかないと後こう悔かいしたり凹へこんだりします。

　逆に伝わった時の嬉うれしさは何物にも代えがたい喜びをもたらしてくれます。




　おかげさまで本作の一巻は私が作家デビューしてから最大級の反はん響きようをいただき、すでに三巻も決定しております。はじめての三巻！　やったね！

　発売前からびっくりするくらい多くの反応をもらえて、作者としてこれ程ほど嬉うれしいことはありません。新しい読者様、どうか長い付き合いになりますように。過去作から応おう援えんいただいてる読者様には格別の感謝を。




　今回は裏話をひとつ。電でん撃げき文庫の人気ヒロイン達には御み坂さかや高こう坂さか、逢あい坂さかなど名字に「坂」の字が多く使われていることに気づき、ヨルカの名字を有あり坂さかにしました。




　担当編集の阿あ南なん様。今回は過去最大のダメ出しと過去最高の褒ほめをもらった印象深い一冊になりました。引き続きよろしくお願いします。

　イラストのイコモチ様。続刊なのにコスプレや水着など新規デザインが多くてすみません。毎回イラストが届くたびに喜びに震ふるえ、創作の刺し激げきをもらっています。本作の魅み力りよくを十二分に視覚化してくれる素す晴ばらしい才能に感謝しかありません。今後ともお力ちから添ぞえ願います。

　デザイン、校こう閲えつ、営業など本作の出版にお力ちから添ぞえいただいた関係者様に御お礼れい申もうし上あげます。

　家族友人知人、同業の皆みな様さま、いつもありがとう。いとこのＪは結けつ婚こんおめでとう。本当に嬉うれしいよ！　末永くお幸せに！

　次のページはなんと三巻の予告になってます。存在だけは一巻から登場していたあのキャラが満を持しての登場です。果たして希き墨すみとヨルカに待ち受ける驚おどろきの展開とは──。

　それでは羽場楽人でした。三巻でまたお会いしましょう。


ＢＧＭ：赤い公園『オレンジ』









　──時は遡さかのぼる。




　瀬せ名な希き墨すみと有あり坂さかヨルカが下校した頃ころ、神かん崎ざき紫し鶴づるのスマホに電話がかかってくる。

　着信者に表示されるのは有あり坂さかヨルカの姉の名前だった。

　日も沈しずみ、人気のない暗い廊ろう下かの隅すみで紫し鶴づるは応答する。

「もしもし」

『紫し鶴づるちゃん？　ただいま。いやぁー南の島楽しかったよ。今度はふたりでも旅行しようね。お土産みやげも買ってきたから今度会う時に渡わたすから』

　電話越ごしの声は時差ボケで眠ねむそうだった。

　紫し鶴づるは無視して、先に事務的な報告をする。

「あなたの連れん絡らくの通り、妹さんは登校していましたよ」

『ろくに寝ねてないのにヨルちゃんも元気だなぁ。家に帰った途と端たん、制服に着き替がえてまた大急ぎで飛び出してさ。そんなに彼氏クンが恋こいしかったのかな』

「そりゃ妹さんは彼にベタ惚ぼれですからね」

『ねぇねぇ、紫し鶴づるちゃんはヨルちゃんの彼氏クンの名前知ってるんだよね？　私にもこっそり教えてよ。ヨルちゃんに何度訊きいても、絶対話してくれなくてさ』

「生徒のプライバシーなので黙もく秘ひします」

　公私混同しない紫し鶴づるは、たとえ相手が元教え子で今はよき友人でも具体的には答えない。

『ケチー。どんな男の子なの？　ヒントくらい教えてよ。保護者代理としては、かわいい妹に変な虫がついてたら心配なんだよぉ』

「信しん頼らいできる子ですから大だい丈じよう夫ぶです」

『へぇー……紫し鶴づるちゃんが太たい鼓こ判ばんを押おすなんて珍めずらしい。またクラス委員？　そんな頼たよりにするのは私以来じゃない。さすが自じ慢まんの妹だけど、秘密が増えてお姉ちゃんはさびしいよぉ』

　有あり坂さかヨルカの姉──有あり坂さかアリアは相変わらず察しがよい。

　教え子の誰だれよりも印象深く、友人関係となった今も個人的に頼たよりにしていた。

　だから、ふいの電話でもプライベートな悩なやみをついこぼしてしまう。

「アリア」

『……ん？　紫し鶴づるちゃん、どうかした？』




「私は結けつ婚こんして、教師を辞やめるかもしれません」




『──詳くわしく訊きかせて。力になるよ』

　有あり坂さかアリアの声は、眠ねむ気けなど微み塵じんも感じさせない真しん剣けんなものだった。


三巻に続く
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